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１　はじめに
（1）有馬温泉の「湯女」について
　日本の入浴・温泉史上「湯女」と呼ばれた
存在については、二つがよく知られている。
　一つは、江戸時代に入って隆盛する銭湯
（湯屋・風呂）において、「湯女といひてなま
めける女ども、廿人三十人ならび居て、あか
をかき髪をそそぐ…やさしき女房ども、湯よ
茶よと云ひて持来り、たはむれうき世語りを
なす」1）という入浴・接客サービスを行った
「湯女（ゆな）風呂」の湯女である。こちらの
湯女はほどなく幕府によって遊女・娼婦と同
一視され、取締りの対象となった。
　もう一つは、温泉地の有馬温泉において、
歴史的に唯一の入浴の場であった泉源（元湯）
共同湯つぼ（以下、共同浴場と記す）で、入
浴の順番や時間の管理に采配をふるった「湯
女」である。江戸期には大湯女と小湯女の二
人ずつが一湯・二湯それぞれ十坊、計二十坊
の宿に配され、空いた時間には小湯女は宿の
浴客の部屋に呼ばれて宴席に加わり、有馬節
を舞うなどのもてなしにも務めた（図1）。
　有馬では、「温泉場として湯女の名称を用
ひたのは、恐らく有馬のみであったらう」2）

と言われてきた。これは本稿の研究目的とも
かかわるが、留保が必要である。
　一例を挙げれば、明治以前に温泉地で女性
が共同浴場での客の入浴の世話をした例では
ほかに、加賀の山中温泉が挙げられる。山中

温泉では唯一の入浴の場、惣湯はそれを囲む
有力宿経営者から選ばれる湯番頭によって管
理され、その下で男湯は「ユオトコ（湯男）」、
女湯は「ユオンナ（湯女）」が担当していた 3）。
すなわち「湯女」は有馬以外にも少なくとも
江戸期には存在したし、その呼び方も江戸期
に広まった「ゆな」とは限らない例証の一つ
となる。
　江戸時代の「湯女」に関しては、二つのど
ちらも多くの文献による紹介や、研究考察が
なされてきた。主に浮世絵や江戸期の資料図
版から有馬の湯女の装いと仕事ぶりについて
考察した樽井由紀（2016）の論稿 4）もその一
つである。
（2）研究の目的と方法
　一方、江戸期以前の「湯女」についてとな
ると、詳細な研究考察は管見の限り見受けら
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れない。そこで後者の温泉地である有馬温泉
に絞って、「湯女」的な存在がいつ頃登場す
るのか、また呼称はどうであったのか、その
由来を含めて有馬における共同浴場での入浴
を支えた女性たちの成立過程を考察するの
が、本稿の第一の目的である。
　したがって主な対象となるのは中世の時代
である。同時に、「湯女」に関する伝承の変
遷を見ていくには近世初期の有馬に関する文
献にあたることも欠かせない。その場合、古
代から近世までの有馬温泉に関する史料を集
成した『有馬温泉史料』（上・下巻）5）は大前
提の資料となる。まずそこから、入浴の場に
かかわった女性たちに言及した史料を見いだ
し、その足跡を検証することから始めた。
　ただし、同書は史料の抜粋集であり、また
収録の過程での句読点の付け方の原文との違
いや、見出しや付記の部分を中心に「湯女」
に対する後世のまなざしが投影されているこ
とがある。そのためできるだけ元の史料に当
たることにした。
　本稿の二番目の目的は、有馬に限らず「湯
女」という用語の由来を、その読み方を含め
て考察することにある。そのために、先の「湯
治」という用語の登場と使われ方を考察した
拙稿 6）と同様の方法で、有馬以外の中世の文
献や辞典類にあたって比較検討することとし
た。

２　有馬の「湯女」に関する伝承の検討
（1）仁西上人再興伝承が現れる時期
　最初に、有馬温泉での「湯女」の登場につ
いてどのような話が語り伝えられてきたかを
検討する。
　「湯女」は伝承上、平安末期から鎌倉時代
初期の有馬温泉の“滅亡”後の再興に貢献し
たという仁西（にんせい）上人再興伝承とかか
わって登場する、と言われてきた。なお、行
基に続く有馬第二の復興者・恩人と称えられ
る仁西の読みは「にんさい」とせず、有馬の
菊屋五郎兵衛が1685（貞享2）年に開板した

『有馬山温泉小鑑』7）や、1796～ 98（寛政8
～ 10）年刊の秋里籬嶌著『摂津名所圖會』記
載 8）のふりがなに従う。
　有馬温泉はすでに『日本書紀』舒明天皇3
年（631）9月19日条に「津国有間温湯（あり
まのゆ）に幸（いでま）す」（以下、ふりがなは
筆者）という、飛鳥時代の天皇初温泉行幸記
録がある。そのため奈良時代に行基が有馬温
泉と出会う最初の伝承も、開湯というより、
温泉寺の建立にまつわる温泉寺縁起となって
いる。
　これについては、相国寺寿徳院の瑞谿周鳳
（ずいけいしゅうほう）が1452（宝徳4）年4月
7日から有馬湯治した際、温泉寺で湯客が百
銭出せば僧が絵を示しつつ読み聞かせてくれ
る三巻の「本寺記」、すなわち開基縁起の内
容を『臥雲日件録』（「温泉行記」とも）同月
22日付に書き留めている 9）。その中に鎌倉
時代初期の話とされる仁西再興伝承は出てこ
ない。
　温泉寺縁起の詳しい内容と、15世紀の室
町時代に成立したとされる「温泉寺縁起絵」
（京都国立博物館蔵）の存在はここで明らか
になっているが、八坂神社の執行（し［ゅ］ぎ
ょう）・顕詮による『祇園執行日記』1371（応
安4）年9月26日条には、有馬湯治中に「薬
師堂（温泉寺）より送られてきたときに当山
縁起を一見、戌の刻に返し遣った」10）（筆者
意訳）という記述がある。当山（湯山）縁起と
は温泉寺縁起のことであろうし、すでにこの
頃には縁起の内容あるいは縁起絵は輪郭を整
えていたと思われる。
　有馬の温泉寺は1528（享禄元）年12月24
日に炎上した（『実隆公記』1529［享禄2］年
正月18日条）11）。その再建を呼びかけるた
め公家の三条西実隆は1529（享禄2）年3月
29日に『温泉寺再建勧進帳』を書いた 12）が、
その中に初めて仁西上人再興伝承が登場す
る。これについてはすでに指摘がなされてき
た 13）。
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（2）「湯女」は元の仁西再興伝承にはない
　行基菩薩の開基話に続き、そこで述べられ
ている仁西上人再興の話は次のとおりであ
る。
「承徳年中霖雨洪水以来（中略）寺院しはらく
荒廃せし処に、仁西上人熊野権現の霊夢にま
かせて中興をいたし給ふにや」14）

　ここでは、（一）平安後期の「承徳年中
（1097～ 99）」に長雨による大洪水で温泉寺
が（ひいては有馬）がしばらく荒廃したこと、
（二）仁西上人が熊野権現の霊夢を受けて温
泉寺と有馬温泉を再興したこと、の二点が語
られている。
　この後もう一つ、仁西上人再興伝承を伝え
るのが『湯山阿弥陀堂縁起』15）で、奥裏書に
「温泉寺開白以来神亀元年ヨリ天文十七迄」
とあるから、1548（天文17）年頃のものであ
る。それには「山伏仁西」が熊野に参籠して
霊夢を見たのは「建久年中（1190～ 99）」で、
温泉寺の阿弥陀堂や薬師堂を建て直した後、
温泉守護に「熊野権現」も勧請し、「坊々家々
（を）造」らせた、とある。ここに宿の坊舎を
造らせた話は初めて出るが、「湯女」への言
及はない。
　このように1528年暮れの温泉寺焼失と再
建の動きを契機に、仁西の存在と役割を浮き
上がらせる再興伝承が文献に登場した。伝承
は、江戸時代に入った1621（元和7）年に儒
学者・林羅山が有馬湯治して書いた『摂州有
間温湯記』では、滅亡と再興の年次など具体
性を増す 16）。
　すなわち、《有馬は承徳元年（1097）の淫
雨洪水で山が崩れ、家々がのみこまれた。
九十五年後の建久二年（1191）二月に吉野の
僧仁西が熊野に詣で、夢のお告げから荒廃は
なはだしい有馬を訪ねて、泉源を浚え、寺を
建て、平氏（の残党）を使って湯を守る人を
置かせた…》という大筋が見えてきた。しか
しここでも仁西再興伝承自体に「湯女」は登
場しない。

（3）仁西伝承と「監湯ノ婢」の結びつき
　一方、同史料は仁西再興伝承を説明した後、
板壁で一湯と二湯に隔てた泉源湯つぼを説明
する中で、「数婢有りて以って湯を監す」16）

（以下、ゴシックは筆者）と、浴場を監督する
「婢」と呼ぶ女性たちが存在する現況を述べ
ている。浴場に長く浸かって上がらない者が
いると、「婢が名を呼んで叱り、これを退出
させる」16）（筆者意訳）と、その仕事ぶりも紹
介している。
　このように江戸前期になお、「湯女」とい
う用語ではなくて「婢」という言葉を用いて
いることは、有馬の「湯女」の役割と成立過
程を考える上で留意したい。
　そして浴場を監督する「婢」の話が、仁西
伝承のその後の改編を促す要因となる。改編
の道筋をつけたのは、1664（寛文4）年に安
芸藩医・黒川道祐が著した有馬初の地誌『摂
津州有馬地志』である。
　略して『有馬地志』は、仁西が誘い有馬に
来た平氏「残党」を湯守とし、湯守の末裔が
「十二坊」であると述べる。そして「一湯を守
る者の十家有り、二湯を守る者の十家有り、
一家は各々二婢を用いる」17）（筆者意訳）とし
て、「監湯ノ婢二十人有り」17）と各湯の「婢」
の数を明らかにした。もちろんこれは有馬の
現状を追認した話だろう。それでもなお「湯
女」という言葉を使わず、「婢」のままである。
　『有馬地志』は林羅山の説明をさらに詳し
く展開させただけでなく、「湯守」「十二坊」
というキーワードを通じて「監湯ノ婢」とつ
なげ、仁西再興伝承の延長線上に「監湯ノ婢」
の存在を位置づけた。
　続く1672（寛文12）年の平子政長著『有馬
私雨（しぐれ）』18）は、「大湯女二十人小湯女
二十人湯口に立ちけり」と記している（図2）。
　さらに『有馬私雨』を校閲した僧で狂歌師
の生白堂行風が1678（延宝6）年に著した『迎
湯有馬名所鑑』は、「一の湯・二の湯に十坊
つゝ二十坊なり、婢女一坊に二人つゝ、都（か
つ）て四十人、其内に大湯女といふハ或何坊
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のかゝ（嫁家）とよひ、小湯女といへるハ、
何坊の…」19）と記述している。
　林羅山が浴場を監督する「婢」と記述した
女性たち、「婢女」が「（大・小）湯女」とも呼
ばれているという両者の同一性が明らかにな
った。その過程で彼女たちの存在が仁西再興
伝承とも結びつけられるようになった（表
1）。そしていつしか《有馬の湯女も仁西再興
の時に始まる》20）といったように、登場の時
代まで一緒に伝承化されていくのである。
　なお、付言すると仁西上人再興伝承は、《有
馬は承徳元年（1097）の淫雨洪水で山が崩れ、
家々がのみこまれ、九十五年後の建久二年
（1191）まで廃れていた》という原因と時代が

前提となっている。しかし、実際はそうとは
言えない。
　原因について、1097（承徳元）年8月5日に
「洪水大風」が起きたのは史実だが、『中右記』
によれば「京中雑舎多以顛倒、樹木皆折」21）

と被害を生じたのは京都周辺で、有馬の話で
はない。
　次にその期間に、1128（大治3）年3月22日
には白河法皇が有馬温泉に御幸している 22）。
1176（安元2）年3月9日には後白河法皇と建
春門院が御幸した 23）。このように法皇、女
院も出かけているというのは有馬温泉滅亡と
いった状況とは程遠い。

３　有馬で入浴・接客にかかわった女性
（1）有馬の浴場が抱えていた問題
　最も早く有馬の入浴と宿泊事情がうかがえ
る史料は、湯治のため1203（建仁3）年7月
以降たびたび有馬を訪れた藤原定家の日記
『明月記』である。
　『明月記』1204（元久2）年閏7月8日条には、
昼時に湯山（有馬）の宿に着くと、雨が強い
ため「不向其屋」、すなわち外の浴場に行か
ず、宿主の妻らに「取寄湯浴」、浴場から湯（温
泉）を取寄せてもらって宿で湯浴みした 24）、
と記している。宿に温泉は引湯されていなか

図２　一湯・二湯前で立番する湯女（『有馬私雨』）
（出典）国文学研究資料館DB （筑波大学図書館蔵）

表１　仁西上人再興伝承の変遷と「婢（女）」「湯女」との結びつき

（注）筆者作成。伝承内容の変遷のポイントをゴシックで示し、カッコ内は筆者が付記した。



－5－

った。
　外の浴場はどんな様子か 25）。先の『祇園執
行日記』1371（応安4）年9月22日と10月5
日条から、宿から入りに行く唯一で共同の浴
場がすでに一湯と二湯に分かれていた 26）こ
とがわかる。
　続いて、瑞谿周鳳による『臥雲日件録』
1452（宝徳4）年4月の記述は、この浴場が
泉源湯つぼに建てられていること、それを南
に一湯、北に二湯と板で別浴槽のように仕切
っていること、浴槽の底に敷いた石の間から
源泉が湧いてくること、浴場の造りや広さな
ど詳細に記述している 27）。
　古代から法皇や女院をはじめ朝廷貴族が大
勢訪れた有馬には、入浴できる所は元湯とい
う泉源湯つぼ一カ所しかなかった。そこに湯
屋（共同浴場）を設け、一湯と二湯に分けて
順番に時間を限って入浴させた。要人が入浴
する際は湯幕を引いて貸切にしたが、その分
周囲の宿に泊まるなどして通う入浴者らで共
同浴場はいつも混雑していた。
　中世の史料でも、相国寺鹿苑院内蔭凉軒主
の日記『蔭凉軒日録』は有馬湯治中の1466（文
正元）年閏2月11日条には、「一湯と二湯の
辺りで人声が非常にやかましく入り乱れて、
まるで市場みたいである。一体どうしたのか
とたずねると、入浴しようとする人たちがそ
の順番の前後次第を争っているとのことで、
まるでけんかをしているようだ」28）（筆者意
訳）と記している。
　また、その入浴の前後次第を共同浴場前で
言い争っているのは、各宿の「奴婢僕従」29）

らだとも閏2月15日条に記している。
（2）入浴を差配する人の必要性
　これは共同浴場での入浴の順番や入浴時間
などをめぐって混乱するのを防ぐために、有
馬の共同浴場では入浴に采配をふるう人が必
要とされたことを意味している。
　事実、先の『蔭凉軒日録』同年閏2月8日条
には、「為二升、是為告入浴之者給也」30）、
すなわち宿が拠出し合って、二升分は「入浴

を告げる者」へ給付していたことを記す。
1466（文正元）年という時期に、客に入浴順
を告げるなど共同浴場での入浴が円滑にいく
ように段取りする人（たち）が存在していた
のである。
　ちなみに関連して、同年閏2月16日条に
は興味深い記述が見られる。それは「浴人来
者、寄宿于家々、於其浴罷告別、以後其旅邸
奴婢、必小杖敲其席数、是毎晨之恒也（浴客
が宿っていた旅邸を旅立つ朝にはその旅邸の
奴婢が必ず浴客の数だけ小杖で敲くのが習わ
しである）」31）というものである。小杖でた
たく回数が多いほど来客の数が多いことを知
らしめる。
　奴婢が当時から小杖を使っていたというこ
の様子は、「婢（女）」「湯女」が共同浴場前に
小杖を持って立番し、長く入っている浴客が
いると湯戸をたたいて上がらせるという江戸
時代の図版の情景につながっていくようだ。
（3）入浴利用を支える宿の女性・尼僧
　浴場と宿が別である有馬で、早くから宿の
女性が客の湯浴みの便宜をはかっていたこと
を、前出の藤原定家『明月記』1204（元久2）
年閏7月8日条の記述が示していた。詳しく
見ると、宿「上人屋」に着いた定家は、雨が
強かったので浴場まで入りに行けなかった。
そのため「湯屋師茂妻尼数多人勢募云々、仍
取寄湯浴（宿主師茂夫人の尼が多勢［ほかの
女性を］募って［共同浴場から］温泉を取寄せ
てくれたので［宿で］湯浴みした）」32）という。
　藤原定家は第一回目と目される有馬行の
際、「上人湯屋」という宿に滞在した（『明月
記』1203（建仁3）年7月7日条）33）。前述の「上
人屋」は続けて「湯屋」とも記すから、最初の
上人湯屋と2回目の上人（湯）屋は同じ宿だ
ろう。
　1208（承元2）年10月7日から15日まで
逗留した3回目の逗留時の宿名は記していな
いが、「故平大納言頼盛卿後家（平頼盛未亡
人）」は「湯口屋」、「播州羽林」34）は「上人法
師屋」に、「左府大納言（藤原道家）」は「仲国
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屋」をそれぞれ宿にしていた 35）。仲国屋は、
1212（建暦2）年正月22日から28日まで4
回目の有馬逗留時、紹介されて宿とした「仲
国朝臣湯屋」36）と同じだろう。
　宿名からは、僧が関与する宿が当時から有
馬には少なくなかったことがわかる。一方、
湯口屋または湯口東西屋は「有馬温泉社神主
職」が兼任で担い、公家の九条家領に属して
いたことが、1336（建武3）年8月24日付の
権大納言左近衛大将九条道教「家政所注進状」
に示されている 37）。また、仲国屋は「後白河
院ノ判官代…宇多源氏光遠ノ子」という源氏
の武家「仲国朝臣」が経営していた 38）。
　このように公家や武家が経営する宿がある
一方、仁西上人再興伝承が象徴するように、
鎌倉時代以降浸透する熊野権現信仰の聖・湯
聖（ゆひじり）らや移住集団の影響が有馬では
強くなったのだろう。延喜式内社である湯泉
神社に熊野の神「熊野久須美命」が祭神とし
て参入したのもその結果ではないか 39）。そ
して彼らが担う宿（宿坊）も出来ていったと
考えられる。
　注目すべきは、宿を運営する聖・湯聖たち
の中に、『明月記』の記述にあるように尼僧

も含まれることである。定家の宿での入浴用
に泉源湯つぼの共同浴場から温泉を運んでく
るように采配をふるったのは宿主夫人の尼僧
であった。その指示で手伝った女性たちも寺
や湯聖たちと近しい存在だったのではないだ
ろうか。この点も後ほど検討したい。

４　有馬での「ゆな」の登場
（1）初出は1487（文明19）年3月の史料
　それでは有馬温泉に関する史料に直接「湯
女」という用語、あるいはそれを類推させる
言葉が登場するのはいつ頃だろうか。
　それは興福寺大乗院の尋尊大僧正に伴われ
て有馬滞在中の興福寺別当で、時の関白二条
持通の子・政覚（せいがく）が記した『政覚大
僧正記』（『大乗院寺社雑事記』）1487（文明
19）年3月13日条が最も早い例ではないか40）。
　「一、寺坊主ヱ三百疋…寺中下人共ノ中ヱ
三十疋被遣之、両所ノ湯帷二、湯名ノ女ニ被
下之」41）（以下、ゴシックは筆者）
　ここでは滞在先の温泉寺の僧や下人らに世
話になった礼に反物を与え、「湯名ノ女」に
は浴衣の湯帷（子）（ゆかたびら）二枚を与え
たことを記している。

表２　有馬で共同浴場と入浴に関わる女性（他）と用語の登場の経過

（注）筆者作成。ゴシックとカッコ内付記も筆者。
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　なお、同史料を収録した『有馬温泉史料』
上巻はこの「湯名ノ女」の「名」に「女カ」と付
記し、上に「湯女」と脚注まで付けている 42）。
後世に一般化する「湯女」から類推したのだ
ろうが、ここは「ゆな」という言葉がまず先
にあり、すなわち「ゆな」と呼ばれる女性が
いて、政覚大僧正はそれに「湯名」という漢
字を当てて「湯名ノ女」と記したのである。
　この時期、「ゆな」と呼ばれる、温泉寺に
関わる女性らがいた。湯帷子を与えられてい
ることから、「ゆな」「湯名ノ女」は有馬の共
同浴場にも関わっていたと思われる。
（2）「ゆな／ユナ」でしか登場しない江戸
以前

　「ゆな」という言葉はその後およそ百年間、
有馬の史料に見えない。ただし、『大乗院寺
社雑事記』（『尋尊大僧正記』）1505（永正2）
年4月5日条に、尋尊大僧正の2月28日から
3月25日までの有馬滞在の際の礼として「二
湯ヤト（宿）酒進之、返報五百、一湯維那百
文…」43）とある一湯の「維那」に、『有馬温泉
史料』上巻は「湯女カ」と付記している。これ
は誤りで、記述どおり寺僧の職名「維那」の
ことと思われるが、これも併せて後に考察す
る。
　有馬（湯山）は有馬氏から羽柴秀吉の統治
下に移り、秀吉は最初の有馬行とみられる
1583（天正11）年8月17日以降、有馬行の
回数を重ねる。「摂州湯山御蔵入御算用状之
事」をつづる1590（天正18）年の「天正拾八
年はらいもくろく　ゆの山」（『浅野文書』）
の支払一覧に、「湯山惣中」に「百石」を下さ
れた後こう記す。
　「一、四拾三石弐斗　ゆな弐拾人・とうミや
う（灯明）坊主・湯うち（打）坊ニ下され…」44）

　秀吉直轄領の湯山で温泉に関わる僧と並
び、「ゆな二十人」にも43石2斗の扶持米を
支給したことを記す。この算用状の支払明細
は、豊臣氏奉行の長束正家と増田長盛が翌年
「天正拾九年（1591）十二月廿八日」付で確認
している 45）。

　続いて1592（文禄元）年、有馬湯治に赴い
た前左大臣近衛信輔（信尹）の『三藐（みゃく）
院記』（別記『有馬入湯記』）3月9日条に、宿
を一湯側の御所坊から二湯側の宿にくら替え
たが、信輔は一湯と二湯の両方に入りたかっ
たようだ。
　「一湯ノユナ令馳走ニ付（奔走させて）、一・
二ノ湯留サセ、此方（こち）次第入也（私の好
きなように入浴した）」46）（筆者意訳）
　「ユナ」は共同浴場を分けた一湯と二湯そ
れぞれに配されていたことがわかる。それで
も「一湯ノユナ」に奔走させれば、一湯だけ
でなく二湯のほうも留湯、つまりほかの者を
入れさせず貸切入浴できたから、当然にも一
湯と二湯のユナは連携し合っていた。
　これ以降一つだけ、『有馬温泉史料』（上巻）
に収録された1594（文禄3）年の秀吉の有馬
湯治に関して「有馬中へ鳥目（ちょうもく・金
銭）二百貫、湯女共に五十貫くだされ…」47）

とあるのは、初版1626（寛永3）年という儒
学者・小瀬甫庵（おぜほあん）がまとめた『太
閤記』からの引用文であって、もとより江戸
以前の記述ではない。
　こうして『有馬温泉史料』（上巻）のみなら
ずほかの文献にあたっても、有馬に関して
は、江戸時代以前に「ゆな」「ユナ」としては
現れても、「湯女」という言葉では未だ登場
しないことに注目すべきである（表2）。

５　「湯女」の読み方と由来の考察
（1）江戸前期の「ゆな＝湯女」の一般化
　本稿冒頭に引用した、江戸初期の1614（慶
長19）年頃刊行された三浦浄心著『慶長見聞
集』では、「ゆなぶろ繁昌の事」の一項で本文
中には「ゆな」を「湯女」と表記した。《徳川の
平和》が実現して都市建設が進み、消費社会
を迎えた江戸をはじめ大都市での湯女風呂の
隆盛は、以後「湯女」を「ゆな」と読むことを
一般に広めた。それは同時にこれまで見て来
たように、有馬で長く「ゆな／ユナ」や「婢
（女）」と呼ばれた共同浴場に関わる女性たち
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までも「湯女」という表記に統一されていく
過程でもある。
　しかしそれは、歴史的には一律にゆな／ユ
ナ＝湯女というわけではなく、また逆に湯女
＝ゆな／ユナと読んだとも限らなかったこと
を意味していよう。筆者はこのような理解が
必要ではないかと考える。
（2）「湯女」の読み方と由来の通説
　今日では湯女＝ゆなという読み方が完全に
定着している。その読み方と由来についての
いわば通説として広まっているのが、1967
（昭和42）年初版の武田勝蔵著『風呂と湯の
話』にある湯女の由来に関する記述だろう。
　要約すれば、「浴堂を管理する役僧がおり、
これを湯維那（ゆいな）といい…この湯維那を
略して湯那（ゆな）とも称した。後に湯女の
語源にもなる」48）というもので、湯女を取り
上げた多くの事辞典類が踏襲している。
　この「湯維那」の元となる「維那」は梵語に
由来し、仏教各派を通じた僧の役職名であ
る。読みは「いな」が一般的だが、鎌倉時代
以降伝わり隆盛となる禅宗では「いの（う）」
と読む。寺院での入浴は修行の一環で、作法
も厳格に定められ、禅宗では「知浴・浴主
（す）」が入浴を司る役僧名である。
　武田は「湯女」に関して、有馬温泉の独自
性といったものは指摘していない。市井の湯
屋銭湯風呂にかかわる女性も武家屋敷などで
入浴の世話をする女性も、おそらく有馬など
温泉場で浴場にかかわる女性も、一様に「ゆ
な＝湯女」として寺院の僧職名を語源とみな
している 49）。
　なお、武田は著書で展開した「湯維那を略
して湯那とも称した」に付した巻末注で、
《『東大寺文書』の正治二年十一月「重源の阿
弥陀寺関係史料」に出ている。また『岩清水
八幡宮記録、宮寺見聞私記』建武四年四月八
日の文書には「湯屋、湯井那職」の文字を当
てている》と記している。
　前者の史料について、重源が東大寺大仏殿
再建事業のため周防国で木材調達に携わって

いた時期の正治二年（1200）十一月八日付『周
防阿弥陀寺文書』には、「長日温室之維那六
人衣食料…」50）（ゴシックは筆者）とあり、「湯
維那」や「湯那」ではない。同文書の他の年次
記載からも、周防阿弥陀寺では温室に六人の
維那職を置いて管理していたことはうかがえ
る。
　後者の史料については、武田の指摘のとお
りで、寺院の湯屋の担当職として「湯井那」
が記載されている 51）。ただし、武田自身も
述べているように「湯那」でも「湯維那」でも
なく、このかぎりでは略称としての「湯那」
の使用例にはならない。
（3）史料に見える「湯那」「湯那処」
　しかし別の史料に転じれば、『東大寺文書』
をもとに中世寺院の湯屋料田（湯田）を考察
した高橋一樹（2004）は、「鎌倉時代の東大
寺では…年預五師は、湯沸かしの現業部門を
担う湯那（湯維那）の任免権をも握っており、
東大寺の近郷に住む俗人をこれに充ててい
た」52）（以下、ゴシックは筆者）と指摘してい
る。さらに、東寺に伝わる『東寺百合文書』
所収の中世史料には、「湯女」や「湯維那」は
見えないが、「湯那」と「湯那処」の記載例が
見いだされる。
　その一つ、寺院内外の重要な事柄を学衆方
が記録した『学衆評定引付』応安二年（1369）
十月十六日条には、「門指等申出納并湯那可
懃仕巡役事…」53）と「湯那」が記されている。
　次に、浮足方の年貢収支決算報告書『浮足
方年貢散用状』の文明八年（1476）二月日 54） 

（日付なし）、同永正九年（1512）二月日 55）、
天文八年（1539）十月十二日条 56）にはいずれ
も「湯那」が、同大永五年（1525）二月日 57）と
『山城国久世上下庄年貢米散用状』天文廿一
年（1552）条 58）には「湯那処」の記載が見られ
る。また、『御所前左衛門太郎闕所家注文』
文明十九年（1487）七月三日条 59）には「湯那
小三郎家…」と、「湯那」を務めた人名も記さ
れている。この人名からも「湯那」は寺僧で
はなく、在家の俗人と思われる。
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　これらの史料からは、武田が指摘した「湯
維那」は見えなかったため、湯維那から湯那
へという略語化の過程は確かめられていな
い。「湯維那」については、東大史料編纂所
の古文書フルテキストDBをはじめ各時代の
フルテキストDBにも見いだせなかった。し
かし先の『東寺百合文書』所収の中世史料か
ら、「湯那」及び「湯那処」という用語が寺院
関係に見られることは確認できた。
（4）「ユイナ」を寺官と説明する『名語記』
　ここで、鎌倉中期に経尊（きょうそん）が
著した語源辞書『名語（みょうご）記』を見て
おきたい。
　『名語記』は、初稿六巻本が1268（文永5）
年に、増補の十巻本は1275（建治元）年に成
立したとされる。問答形式で、主に鎌倉時代
の口語の語源を解説する。
　十巻（十帖）本の巻第八の「ユ　ユイ」項で
は、「湯ワカス人ヲ『ユイナ』とナツク如何」
と問い、「維那歟（よ）　シカラハ維那ハ寺々
ノ寺官也　カノ奉行タルヘキニヨリテ　ユイ
ナトイヘル歟（か /や）」60）（ゴシックと注は筆
者）と答えている。寺官の「維那」に由来する
だろうと説明された「ユイナ（湯維那）」が寺
院浴堂・温室にかかわる役僧名として実際に
使われたことを物語る。ただし、『名語記』
には「ユナ」は載っていない。
　以上、武田の説を検証するために中世の史

料を見てきた。このように湯（寺院の温室・
浴堂）を監督する寺官「湯維那」をいつしか略
して「湯那」といい、それを「ゆな」と読むと
しても、直ちにそれが「湯女」の語源ともな
るかというと、なお別の視点もふまえた検討
の余地があるのではないかと考える。
（5）町の湯屋風呂に関わる女性の呼称
　そこでいったん有馬温泉ならびに寺院の浴
堂・温室から離れて、中世の入浴の場にかか
わった女性の姿と呼称を見ていきたい。
　入浴の場としてまず思い浮かぶのは宮中の
御湯殿で、天皇の湯浴みの際には女官（内侍）
が手伝う。ほかに貴族や有力武家の屋敷での
入浴を女性が手伝う例がある。『平家物語』
は、鎌倉に護送された平重衡の身柄を預かっ
た頼朝の家臣・狩野介工藤宗茂が重衡のため
に用意した湯殿で、手越の長者の娘・千手前
（せんじゅのまえ）が湯帷子姿でかいがいしく
湯浴みの世話をし、浴後は宴席に伺候する情
景を描写している 61）。その様子は後世の「湯
女」さながらだが、千手前は頼朝の女官で、
格別な呼称はない。
　一方、南北朝時代（1336～ 92）に成立し
た軍記物語『太平記』には、「湯屋風呂ノ女童
部（ヲンナハラベ）マデモ…」62）（ゴシックは筆
者）とある。京の都に始まる町の銭湯で働く
女性が現れ始めたことがうかがえる。ここで
は「女童部」とあり、湯女という言葉は見え
ない。なお、「女」という言葉の読み方に関
連して、前出の語源辞書『名語記』に「メネ 
メナ メラ」が載る。「問　下女ヲイフ詞ニ メ
ラウ 如何」「答　女童　メノワラハ ナリ 中
ノノワ反リテ　ナ也　メナラハヲ メラハ ト 
反リテ云也」63）と説明している。
　それが16世紀半ば、1548（天文17）年頃
には成立した辞書『運歩色葉集』の「ゆ（遊）」
項（1571〔元亀２〕年書写本）に「湯女」とい
う言葉が記載され、「ユチョ／ユヂョ」と読
ませている 64）。「ユチョ」とふりがなをふっ
たその「チ」に赤印で濁点を加えているのは、
「ゆ（遊）」項のほかの用語の「湯具」を「ユク

図３　永正九年『浮足方年貢散用状』の湯那記載
（出典） 東寺百合文書WEBら函 /71・画像10。



－10－

（グ）」、「湯殿」を「ユト（ド）ノ」と読ませる
のと同じである。
　同辞書の江戸期に下った版本（静嘉堂本）
では「湯女」を「ユナ」と読ませているが、室
町後期に湯屋関連で働く女性をさすと考えら
れる「湯女」が「ユヂョ」と呼ばれていたこと
は、寺院の湯維那・湯那に由来するとは思え
ない。

６　まとめ
（1）温泉寺を核にした有馬の独自性格
　まとめとして有馬温泉に立ち返り、共同浴
場に関わってきた女性に中世の時代に呼ばれ
た「ゆな／ユナ」という呼称の由来を考える。
　有馬では上人湯屋、上人法師屋といった宿
名や、『蔭凉軒日録』に「浦上宿の宿主の名は
明覚」65）と記されたように、宿にも僧の経営
が見られた。仁西上人再興伝承にも「坊舎」
建設というかたちでそれが表れている。この
ことは中世に入って、温泉信仰とも結びつく
熊野権現を奉じる聖・湯聖（ゆひじり）をはじ
めとする移住集団が有馬温泉に深く関わるよ
うになった歴史経過と関係していると思われ
る 66）。
　有馬はもともと、行基創建と伝わる温泉寺
が核となって形成された温泉地である。行基
による寺院建立の説話にはじまり、絵解きし
ていく15世紀の掛幅縁起絵『温泉寺縁起絵』
や、前出の『湯山阿弥陀堂縁起』にその由来
が語られるように、「守護国司不入ノ事」67）

が守られた自律的で、宗教性を帯びた独特な
温泉場であった。
　中世に湯治と交流のため頻繁に訪れる相国
寺や興福寺をはじめ有力寺院の僧らはまず温
泉寺の薬師堂と阿弥陀堂を参詣し、温泉寺に
逗留して一湯・二湯に日に数度入浴しに行く
ことも多かった。瑞谿周鳳の『臥雲日件録』
1452（宝徳4）年4月8日条に「凡曰一湯、曰
二湯、非有優劣、盖此地以温泉寺為主」68）と
記されているとおり、温泉寺は共同浴場の一
湯・二湯を管理下に置く地主でもあった。温

泉寺や僧の影響力は、宿や共同浴場をはじめ
有馬温泉全体に及んでいたであろう。有馬で
宿と共同浴場の双方に関わるこうした女性た
ちも、温泉寺や僧とのつながりと影響のもと
にあったと言える。
（2）「維那」も関わった有馬の共同浴場
　この点をあらためて見直すと、有馬に関す
る史料からも温泉寺や有馬の寺院の寺僧の役
職名として、「小維那」「維那」が見いだされ
る。『蔭凉軒日録』1466（文正元）年閏2月の
記述 69）には「小維那」の役職名がたびたび登
場し、「小維那宗種」（閏2月8日）、「小維那
佛母」（9日）など僧名も複数記されている。
　さらに、前に指摘した『大乗院寺社雑事記』
1505（永正2）年4月5日条の「一湯維那百文」
（ゴシックは筆者）が挙げられる。『有馬温泉
史料』（上）はこれに「湯女カ」と疑問符を付
けたが、記述どおり一湯に携わる「維那」の
ことで、維那も小維那も男性僧職名である。
この記述からも温泉寺管理の共同浴場に「維
那」や前出史料に載る「湯うち坊」など男性僧
も関わり、何らかの役割を果たしていたこと
がうかがえる。
（3）有馬固有の「湯名ノ女」からゆな（湯女）
へ

　中世の有馬関連史料に「湯維那」「湯那」と
いう用語は見いだし得ないが、町の湯屋風呂
では室町後期には存在したことを背景に辞書
に載った「湯女（ゆじょ）」の言葉も登場しな
い。その一方、「湯名ノ女」「ゆな／ユナ」と
いう言葉は重ねて登場することから、先のこ
とをふまえて「湯名」「ゆな／ユナ」の有馬独
自の由来を想定してみたい。
　それは武田による「湯那」由来という説を
一面認めるものである。「湯那」役は寺僧と
限らなかったことは、先に高橋一樹が示唆し
ている。しかし、武田説のように「湯女＝ゆ
な」と固定的にとらえ、湯女という言葉一般
の由来、語源とみなすのは無理がある。あく
まで歴史的に温泉寺の影響下にある有馬温泉
においてはあてはまるのではないか、と考え
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る。
　すなわち有馬で坊舎・宿に配属されて浴客
を一湯・二湯の共同浴場に誘い、入浴順や時
間等に采配をふるう女性たちは、温泉寺から
監督的立場で派遣され、共同浴場で何らかの
任務・役割を持つ男性僧職「維那」と関わり、
その管理または影響を受けていた。男性僧ら
が直接「湯那」を名乗っていたかはおくとし
て、そこから浴場を管理する職名「湯那」の
応用と言える「湯名ノ女」あるいは「ゆな／ユ
ナ」と女性たちが呼ばれるようになる過程を
想定し得よう。
　『明月記』が記すように女性たちにはかつ
て尼僧もいたかもしれない。このように有馬
の「湯名／ゆな／ユナ」は、町の湯屋風呂の
「女童（部）」や「湯女（ゆじょ）」とは別系譜の、
独自な性格と役割を帯びた歴史的存在であっ
たのではないか。
　おそらくそれは、中世から惣湯という共同
浴場を育んできた山中温泉と通底するものが
あろう。山中温泉の共同浴場は江戸期には男
女別浴にしており、周囲の有力宿経営者から
選ばれる湯番頭のもと、男湯は「ユオトコ（湯
男）」、女湯は「ユオンナ（湯女）」が担当した。
その呼称には、江戸前期の銭湯で流行した
「湯女（ゆな）」と区別し、距離を置く意識が
あったと思われる。
　一方、有馬の伝統ある「湯名／ゆな／ユナ」
は、江戸時代以降の呼称の変化を見るかぎ
り、次第に「湯女」の字を当てられていく。
初版1626（寛永3）年という小瀬甫庵『太閤
記』はそのはしりであろう。有馬の「湯名／
ゆな／ユナ」と市井の湯屋銭湯の「湯女」とは、
異なる系譜ながら「湯女」と総称され、湯女
＝ゆなという呼称もこうして一般化していっ
たと考える。
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１　はじめに
（1）研究の背景と目的
　療養温泉地（湯治場）として栄えた温泉地
域が、近代期に入り、徐々に保養温泉地を経
て、観光温泉地へ変容するという指摘は、山
村（1973）1）ほかでなされている。そして変
容要因としては、国民の生業形態やそれと連
動する余暇時間の過ごし方の変化など社会の
近代化がもたらした様々な要因が想定される
が、近代交通の開発がもたらした影響は非常
に大きいものであると推測させる。先行研究
においても、「温泉地を巡る鉄道、道路の整
備によって短期滞在の観光客が流入するこ
と」2）が変容要因として挙げられている。
　そこで本研究では、近代期における有馬温
泉地域に関連する鉄道アクセスの変遷に着目
し、なぜその時期、その場所に鉄道路線なら
びに付随して誕生するアクセス拠点駅が開発
されたのかを分析する。またその情報が当時
の旅行案内書にどのように記述されていたの
かも分析する。そしてそれら分析の成果を踏
まえ、先行研究が指摘する温泉地域に関連す
る鉄道の整備と短期滞在者流入の関係性につ
いて考察する。
　1896（明治29）年に湯山町から有馬町へと
改称される有馬温泉地域は、温泉地域として
極めて長い歴史を有し、近代期開始時点です
でに著名な温泉地域であったため、後述する

ように関連する数多くの鉄道敷設計画が立案
され、旅行案内書ほか史資料に数多くの記述
があるため、本研究の事例地域としてふさわ
しいと考え、選定した。
　このようなテーマで研究を行うにあたり、
鉄道網の形成と温泉地域の関係について言及
した宇田（2007）の「わが国内の鉄道網の形
成は、全国各地に数多く散在する有名社寺・
霊場、名勝・旧蹟、温泉など保養地へのアク
セスという形において主な展開を示すに至っ
た」3）という指摘は大変示唆に富む。宇田は
自らがこのように考える背景に柳田国男の鉄
道観があり、「柳田は、鉄道を『縮地の術』と
してその一般的なメリットを評価しながら
も、わが国におけるその普及過程では国民の
間に根深い『巡礼本位』というア・プリオリ
なエトスに規定されて消費型交通としての性
向を烙印されつつ、それによって実現される
公共的交通の場でそうした前近代的エトスを
拡大再生産」4）したと考えていた、とまとめ
ている。
　つまり、前近代よりつづく国民の有名社
寺・霊場、名勝・旧蹟、温泉など保養地への
巡礼志向が鉄道敷設の根源にあったという指
摘である。本研究では、近代期の有馬温泉地
域周辺の鉄道敷設計画の背景にも、柳田が提
起し宇田が考察した「巡礼本位」の影響を見
出せるのかもあわせて考察する。

近代期における有馬温泉地域に関連する
鉄道アクセスの変遷についての研究

A Study on the Transition of the Railway Access 
to the Arima Spa Region in Modern Times

広 瀬　正 剛＊
Seigo HIROSE

キーワード： 有馬温泉地域（Arima spa region）・鉄道アクセス（railway access）・
 旅行案内書（travel guidebook）・近代期（modern times）

温泉地域研究　第31号　13～ 24（2018）

＊北海道大学大学院国際広報メディア・観光学院
（Graduate School of International Media, Communication and Tourism Studies, Hokkaido University）
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（2）研究の方法と分析の流れ
　本研究では先に触れたように、近代期の有
馬温泉地域に関連する鉄道路線ならびにアク
セス拠点駅に着目する。そしてその路線なら
びにアクセス拠点駅がどのような者たちのど
のような意図から、その時期、その場所に設
置されたのかという点について、史資料なら
びに先行研究の分析により確認する。その
際、有馬温泉地域の関係者の関与や、有馬温
泉地域へのアクセスという視点が含まれてい
たか否かについて特に注目する 5）。
　次に、近代期に発行された旅行案内書に関
する研究成果 6）に基づき、現時点で入手でき
た有馬温泉地域に向けた交通アクセスについ
ての記述がある旅行案内書を網羅的に参照
し、路線や拠点駅の変遷はいつ、どのように
伝えられていたか、また拠点駅から有馬温泉
地域までの二次交通はどのように伝えられて
いたか、といった点を分析する。
　具体的には、開設時の名称で【1】住吉駅（官
設鉄道）、【2】有馬口駅＜【2-1】＞ならびに三

田駅＜【2-2】＞（阪鶴鉄道）、【3】有馬駅（有
馬鉄道）、【4】電鉄有馬駅（神戸有馬電気鉄道）
という拠点駅ごとに分析する。それぞれの位
置は図1の通りである 7）。

２　住吉駅（官設鉄道）
（1）鉄道敷設の背景と経緯
　有馬温泉地域への鉄道アクセスの第一拠点
は、1874（明治7）年6月開設の官設鉄道住
吉駅＜図1【1】＞である。本節では、住吉駅
が設置される背景と経緯を確認する。
　明治新政府が鉄道建設に取り組む背景に
は、東京～横浜間、大阪～兵庫間という大都
市と開港場を結ぶ鉄道には投資対象としての
魅力があったため、その建設について欧米人
より何度も働きかけがあり 8）、政府はこれに
対応しなければならないという対外的要因
と、大隈重信、伊藤博文といった新政府の若
手官僚らが外交・財政等の問題を担当する過
程で、中央集権化を進め富国強兵を実現する
手段としての鉄道の有用性を認識するように

図１　 近代期における有馬温泉地域に関連する 
鉄道拠点駅の変遷

（注） 鉄道省編（1930）：『鉄道旅行案内（昭和５年版）』、 
76頁後に掲載の路線地図の一部を元に筆者作成。
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なっていたという国内統治に関する要因があ
った。しかし、民間にも政府にも資金調達は
困難であったため外資導入による鉄道建設を
企画し、当時の政府の最高意志を決定する太
政官の大臣、大納言、参議からなる会議が
1869（明治2）年11月に鉄道建設を承認する9）。
　前述の会議では東西両京間の幹線鉄道と、
東京～横浜間、琵琶湖近傍～敦賀間、京都～
大阪～神戸間の支線を敷設することが決定さ
れ 10）、東京～横浜間と大阪～神戸間という
両端の区間から着工することになる 11）。
　工事を経て1874（明治7）年5月、中間に
西ノ宮仮駅と三ノ宮駅を設け大阪～神戸間の
営業が開始される。そして同年6月、神崎駅、
住吉駅の2駅が開設される 12）。
（2）旅行案内書の記述
　本節では、住吉駅を拠点に有馬温泉地域に
向かう交通アクセスについて、どのように旅
行案内書に記述されていたのかを確認する。
　住吉駅開設の20年後となる1894（明治
27）年発行の『全国鉄道賃金名所旧跡案内』に
は、「住吉停車塲より正北三里十町」、「此地
に行く道三つあり住吉神崎神戸よりすべし神
崎よりは六里神戸よりは五里十五町なり」と
の記述があり 13）、有馬温泉地域へのアクセ
スは住吉駅起点が距離では最も近いと指摘さ
れていたことが確認できる。次に、1896（明
治29）年発行の『旅行案内』では、「大坂より
此地に抵るには、住吉停車塲より六甲山を越
え、瀧の川に沿ひ、愛宕山の麓に掛るを以て
第一の近道とす」、「人車は通ぜざれど、住
吉には有馬通ひの駕籠ありて」との記述があ
る 14）。ここでは具体的に、住吉駅から有馬
温泉地域へのルートは六甲山越えであり、ま
た二次交通として山駕籠の便があることが記
されている。
　また、1898（明治31）年発行の『日本全国
鉄道名所案内 関西ノ部』では、住吉駅からの
六甲山越えルートを「距離最も近くして其途
中亦風景の賞すべきものあるを以て編者は鐵
道旅客に向つて住吉にて下車するを勸むるも

のなり」15）と述べられており、距離の近さに
加え、道中の風景という観点からも当ルート
が推奨されていたことがわかる。
　しかし、1901（明治34）年発行の『避暑漫
遊旅行案内』では、次章で考察する阪鶴鉄道
の「生瀬」の項目に、「以前は住吉停車塲から
六甲山を越して行く方が順路だつたそうです
が新道が出來てから此方が本街道になりまし
た」16）という記述があり、推奨ルートが住吉
駅を起点とする六甲山越えルートから移り変
わったことを示す記述が確認できる。
　ただ、以後も大正年代では、1917年（大
正6）年発行の『日本温泉案内：保養遊覧 附・
入浴者の心得』の「住吉驛から有馬の湯山町
までは三里に足らぬ道で、徒歩も容易であれ
ば、山駕籠も馬もあるから、決して臆劫では
無い」17）や、1920（大正9）年発行の『日本巡
遊汽車の旅』の「住吉から有馬に通ずる所謂
六甲越えの路が通じてゐて、道の峻嶮を厭は
ない旅客は、今でも可なり此道を採るものが
多い」18）など、当ルートが使い続けられたこ
とを示す記述が複数の案内書に確認できる。
　ただし、1930（昭和5）年発行の『鉄道旅行
案内』では六甲山越えに関して、「阪神急行
電鐵六甲驛から約六粁、六甲山乗合自動車で
山上記念碑まで九十錢」19）という記述があ
り、住吉駅起点以外の交通ルートの確立が告
げられている。
（3）本節の分析から得た知見
　官設鉄道大阪～神戸間が敷設された要因に
関して、欧米人からの働きかけという要因と
国内統治に関する要因を確認できたが、有馬
温泉地域との関連は確認できていない。
　次に旅行案内書の分析からは、途中駅であ
る住吉駅が拠点となり、徒歩または山駕籠と
いう二次交通を利用した六甲山越えルートが
確立されたことを確認した。その後、有馬温
泉地域への鉄道拠点は次節で分析する阪鶴鉄
道の途中駅に移り変わり、六甲山頂までのア
クセスについても拠点駅の新設と、乗合自動
車という近代的二次交通の開発について確認
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した。

３　有馬口駅ならびに三田駅（阪鶴鉄道）
（1）鉄道敷設の背景と経緯
　官設鉄道住吉駅の次に有馬温泉地域への鉄
道拠点となったのは、阪鶴鉄道の有馬口駅＜
図1【2-1】＞、三田駅＜図1【2-2】＞である。
本節では、その背景と経緯を確認する。
　阪鶴鉄道設立までの経緯を簡潔に辿ると、
前身は川辺馬車鉄道で、伊丹町で酒造業を営
む小西一族の小西壮二郎ほかが1887（明治
20）年に設立した。1889（明治22）年、蒸気
鉄道に改め、路線も延長して日本海側の舞鶴
に至る計画を摂丹鉄道として出願するも同
年、却下されている 20）21）。そのかたわら
1892（明治25）年、川辺馬車鉄道は軽便蒸気
鉄道に改め、社名も摂津鉄道に変更すること
を申請し、認可された 22）。
　その後、阪鶴鉄道設立が計画されるが、背
景には鉄道敷設法が示した予定線をめぐる都
市間競争がある。具体的には1892（明治25）
年に公布された鉄道敷設法が、以後敷設を計
画する路線を予定線として示し、「近畿線」
のなかに「京都府下京都ヨリ舞鶴二至ル鉄
道」、「山陰及山陽連絡線」のなかに「兵庫県
下姫路ヨリ生野若ハ笹山ヲ経テ京都府下舞鶴
又ハ園部二至ル鉄道若ハ兵庫県下土山ヨリ京
都府下福知山ヲ経テ舞鶴二至ル鉄道」が含ま
れていた。そしてなかでも優先的に実測およ
び敷設される第1期線として、「近畿予定線
ノ内京都府下京都ヨリ舞鶴二至ル鉄道若ハ兵
庫県下土山ヨリ京都府下福知山ヲ経テ舞鶴二
至ル鉄道」が含まれていた。この第1期線は、
師団・連隊の所在地や軍港を経過地点ないし
は起終点とする要素が非常に強く、軍事的性
格の非常に強い線路網であったと推測される
という 23）。その取捨選択をめぐって京都、
大阪、兵庫各地域の利害関係が錯綜し、自
地域に有利なルートへの鉄道誘致運動、さ
らに舞鶴に至る鉄道の「イメージを先取りす
る」私鉄会社設立の出願が続き、京都鉄道と

阪鶴鉄道ほかが設立される 24）。
　阪鶴鉄道は1893（明治26）年8月、既成の
摂津鉄道の主要株主小西新右衛門たちによ
り、大阪財界および丹波・但馬地方の有力者
を結集して、摂津鉄道という既成の地盤を踏
まえて会社設立および鉄道敷設の出願がなさ
れた 25）。有馬温泉地域との関連では、京都
鉄道ほかとの誘致合戦のなかで阪鶴鉄道は、
アピールポイントの一つとして市街地の多さ
を訴求するが、その一つとして「湯山」（有
馬温泉地域）も挙げられていた 26）。
　政府は阪鶴鉄道側の出願にある路線のう
ち、京都鉄道と競願になっており京都鉄道側
に許可することになった福知山～舞鶴間およ
び福知山～八鹿間の路線を除き、起点を曽根
崎村から東海道線神崎駅に改めさせるという
案で、1894（明治27）年5月鉄道会議の答申
を得る。その後1896（明治29）年4月、阪鶴
鉄道に免許状が下付される 27）。
　本稿と関連する区間の開通までの経緯を確
認すると、発足当時からの既定方針であった
神崎～池田間路線に充用すべき摂津鉄道既成
線の買収にかかり、川辺馬車鉄道以来の軌幅
を官営鉄道路線と同じとする改築の認可なら
びに工事と並行して運輸営業を続行する件に
ついて認可を受けた後、1897（明治30）年2
月に阪鶴鉄道は摂津鉄道路線を買収。既成線
の改築が着々と進められつつ仮営業も開始さ
れ、同1897（明治30）年12月には池田～宝
塚間が開通、同月中に神崎～池田間の改築も
竣工する。翌1898（明治31）年6月神崎～塚
口間の改築工事が竣工したため神崎～大阪間
の官設鉄道東海道線の乗り入れができるよう
になり、同日開通した宝塚～有馬口間とあわ
せて、同1898（明治31）年9月より大阪～有
馬口間に直通列車の運転が開始された。そし
て翌1899（明治32）年1月、同社線区中最も
難工事とされた区間を含む有馬口～三田間が
開通する。有馬口駅は早々に改称され、生瀬
駅となる 28）。
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（2）旅行案内書の記述
　本節では、阪鶴鉄道有馬口駅、三田駅の開
設および、そこから有馬温泉地域へ向けた二
次交通について、旅行案内書にどのように記
述されていたのかを確認する。
　まず、有馬口駅は1898（明治31）年6月、
三田駅は1899（明治32）年1月に開設された
が、有馬口駅が改称された生瀬駅を拠点とす
る記述は、先に触れたように1901（明治34）
年発行の『避暑漫遊旅行案内』に確認できた。
また三田駅についてはその翌年、1902（明
治35）年発行の『避暑旅行案内』に、「順路は
大阪より坂鶴線により、三田驛にて下車すべ
し」29）という記述を確認できる。
　生瀬駅を起点とするルートは、1905（明
治38）年発行の『鉄道作業局線路案内 :東海
道線北陸線及中央西線』に、「下車してより
二里許の間は人車及馬車の通行甚だ不便にし
て、間々乗行し得ざる所ありといへば寧ろ六
甲山の嶮を攀るの勝れるに如ずとなり」30）と
あるように難路であった。1902（明治35）年
発行の『全国漫遊最新名勝案内』に、「途中奇
岩怪石を眺めつゝ有馬に達す」31）とも表現さ
れている。
　次に三田駅からの二次交通について確認す
ると、1903（明治36）年発行の『日本海陸漫
遊の栞 西部』では、「道程二里餘にして平坦
なれば車馬の便なり」32）と二次交通があるこ
とが記述されている。1906（明治39）年発行
の『橋立みやげ：大日本』では、「次の發車は
午後二時二十八分にて四時間餘の長時間あれ
ば、停車場前のコーヒ舗に暫時休憩の上、車
一輛を命じて九鬼家累代の城跡及び八幡神社
を經廻り、華山院の御廟を拜し瑞寶寺の舊趾
に來る、晩秋の淸觀比類なきものとは聞けど
春の候賞すべきなし、去つて有馬の温泉に來
る」33）との記述があり、二次交通を利用して
三田駅起点で有馬温泉地域を含む名所旧跡の
遊覧を楽しんでいる。また、1914年（大正3）
年発行の『鉄道旅行案内』には、「自動車の便
がある」34）との記述もある。そして、三田駅

から有馬温泉地域への新しい二次交通として
1915（大正4）年に誕生したのが、次節で分
析する有馬鉄道の路線である。
（3）本節の分析から得た知見
　現在までの調査で確認できた阪鶴鉄道の敷
設と有馬温泉地域の関連は、誘致の訴求点と
して列挙された市街地の一つとなっていたと
いう点のみである。また旅行案内書の分析か
らは、途中駅である有馬口駅、つづいて三田
駅がアクセス拠点となり、特に三田駅からは
人力車、馬車、自動車と多様な二次交通が利
用されていたことを確認した。
　ここまでに分析した2路線は、国家規模の
要因により敷設され、途中駅が有馬温泉地域
へのアクセス拠点として活用された類型であ
り、以後の2路線とは性質が大きく異なる。

４　有馬駅（有馬鉄道）
（1）鉄道敷設の背景と経緯
　阪鶴鉄道の有馬口駅、三田駅の次に有馬温
泉地域への鉄道拠点となったのは有馬鉄道の
有馬駅＜図1【3】＞であり、この有馬駅は有
馬温泉地域にはじめて設置された鉄道駅であ
る。本節では、有馬駅が設置される背景と経
緯を確認する。
　有馬鉄道の計画以前にも、三田周辺と有馬
温泉地域周辺ならびに神戸を結ぶ鉄道計画は
複数存在した 35）。それらの計画の後、1913
（大正2）年11月に片岡直温ほか29名が発起
人となり、阪鶴鉄道が国有化されたため国有
鉄道三田駅から有馬温泉地域に至る路線開設
を目指した有馬鉄道を設立する。そして1914
（大正3）年7月に有馬町保勝会倶楽部で創立
総会が開かれ、社長に山脇延吉が就任し 36）、
1915（大正4）年4月に建設工事も完成する。
鉄道院は竣工と同時に有馬鉄道から路線を借
り受けて営業を開始し、1919（大正8）年3
月に国有鉄道として買収する 37）。
　有馬鉄道の発起人計30名のうち、有馬町
（有馬温泉地域）の住所を持つ者は12名に及
んでおり、そのうち少なくない数が旅館経営
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者であると推測される 38）。特に、風早喜右
衛門と金井四郎兵衛は有馬鉄道以前の鉄道計
画にも発起人として名を連ねており 39）、さ
らには1905（明治38）年に設立された阪鶴
鉄道三田駅と有馬温泉地域をむすぶ兵庫県下
で初の乗合自動車事業とされる有馬自動車の
取締役にも就任している 40）。これらを考え
合わせると、有馬温泉地域では長期間にわた
り旅館経営者が中心となって三田方面からの
近代交通の確立に積極的に取り組んでおり、
その成果の一つとして有馬鉄道路線の開通を
位置づけることができるものと思われる。
　この有馬鉄道による三田から有馬温泉地域
への鉄道路線は、1910（明治43）年に公布さ
れた軽便鉄道法に基づく軽便線として敷設さ
れた。軽便鉄道法に代表される地方開発を主
眼とした鉄道政策 41）が、計画は立ち上がる
ものの実現しなかった三田周辺と有馬温泉地
域周辺をむすぶ鉄道敷設の実現を後押しした
と推測される。
（2）旅行案内書の記述
　次に、有馬鉄道有馬駅開設後の旅行案内書
の記述を確認すると、開通直後の1915（大
正4）年発行の鉄道院編纂『鉄道旅行案内』に
は、「福知山線」の項目に「附 有馬輕便線」が
追加され、「三田」の項目に「有馬輕便線の分
岐點」という記述が加わっている 42）。また、
1917（大正6）年発行の『近畿遊覧其日かへ
り』には、「今は鐡路旣に其地に達し、大阪
よりは約二時間半」、「鐵道院にては時期に應
じて直通車を發し、乘車券は連絡券あり」と
いう記述があり 43）、大阪から乗り換えなし
に有馬温泉地域に到達できるようになったこ
とがわかる。ここで示されている大阪からの
所要時間について、1929（昭和4）年発行の『旅
程と費用概算』には「有馬―大阪二時間」44）、
1934（昭和9）年発行の『旅程と費用概算』に
は「大阪から汽車一時間四○分」45）という記
述があり、徐々に短縮されたことが確認でき
る。
　次に、有馬駅と有馬温泉地域の中心街とは

少し離れていたため、駅から中心街に向けた
二次交通についても様々な記述がある。
1920（大正9）年発行の『温泉案内』には「有
馬輕便線有馬驛より西南方五丁、緩なる上り
坂道で徒歩十五分、自動車五人乘二圓、人力
車賃二十錢」46）という記述、1922（大正11）
年発行の『療養本位温泉案内』には「停車場か
ら温泉のある湯本町迄五六町、緩如なる坂路
で徒歩十五分、人力車も自動車もある」47）と
ほぼ同様の記述があり、この時期には有馬駅
から中心街までは徒歩、人力車、自動車とい
う3つのアクセス手段が用いられていたこと
がわかる。
　その後、1935（昭和10）年発行の『近畿日
帰りの行楽』には、「バス10錢」48）との記述
があり、バス便が開発されていたことがわか
る。ただこの『近畿日帰りの行楽』には、次
章で考察する神戸有馬電気鉄道の路線を含
め、多彩な有馬温泉地域へのアクセス方法が
記述されており、大阪から有馬温泉地域への
訪問者で有馬線を使ったルートを採用する者
は「餘程の物好き」49）と、辛辣に表現されて
いる。
（3）本節の分析から得た知見
　三田周辺～有馬温泉地域間には明治後期、
実現に至らなかった複数の鉄道計画ならびに
短期間ながら実際に運営された乗合自動車事
業が存在したことを確認した。当区間に近代
交通を求める機運を、地方における近代交通
の発展を企図した軽便鉄道法という国家政策
が後押しした結果、大正期に入り誕生したの
が有馬鉄道路線であると整理できよう。
　旅行案内書の分析からは、直通車の運行、
連絡券の販売、所要時間の短縮など、都市部
と有馬温泉地域の距離を物理的にも心理的に
も近づけたと思われる記述が確認できる。

５　電鉄有馬駅（神戸有馬電気鉄道）
（1）鉄道敷設の背景と経緯
　有馬鉄道有馬駅の次に有馬温泉地域の鉄道
拠点となったのは、神戸有馬電気鉄道の電鉄
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有馬駅＜図1【4】＞である。本節では、電鉄
有馬駅が設置された背景と経緯を確認する。
　神戸と有馬温泉地域間をむすぶ鉄道計画に
ついては、先に述べたように神鶴馬車鉄道に
由来する1893（明治26）年出願の有馬電気
鉄道の計画があるが、本免許を受けるまでに
は至らなかった。その後、1922（大正11）年
11月に山脇延吉ほか7名が有馬電気鉄道の
名称で神戸市上三条町から有馬温泉地域に至
る鉄道敷設免許を申請し、翌1923（大正12）
年6月に免許される。しかし不況などの影響
で会社設立が遅れたため、翌1924（大正13）
年6月に名称を神戸有馬電気鉄道に変更し改
めて鉄道敷設の免許を得たため、山脇延吉を
創立委員長として地元有馬郡や東京、大阪、
京都、神戸の有力者21名が創設委員、発起
人となり会社設立に至る。その後、難工事を
経て1928（昭和3）年11月、電鉄有馬駅が開
設され、神戸と有馬温泉地域をむすぶ路線の
運輸営業が開始される 50）。
　この鉄道敷設の背景には、「北摂平野の開
発」「天下の泉郷有馬温泉への遊覧誘致」と
いう2つの目的があった51）。より具体的には、
先に触れたように山脇延吉は北摂地域の有力
者であったため、「宝塚から武庫川沿い経由
でなく、神戸から最寄りの天王越えの有馬温
泉行き電鉄ができないものか、されば神戸か
ら洪水のように裏六甲に客が流れてくる筈
だ。また有馬郡の人達も、ひと股ぎに瀬戸内
海側の山陽に出られる。それに刃物の名産地
である中播の三木、更に北摂三田と福知山線
―丹波にドッキングすれば、塞がっている僻
地が都市圏に拡がっていく」52）という思いを
抱いていたという。
　次に、関西地方の民営鉄道としての神戸有
馬電気鉄道の位置づけを確認する。既往研究
では関西地方の民営鉄道の特徴について、
「生成期にみられる関西民鉄の特徴は、都市
人口の大規模な郊外分散以前に主にレジャー
などの消費性交通需要を基盤に成立し、鉄道
の敷設とその沿線開発を媒介に郊外化が進ん

でいったという点にあり、郊外化を前提と
し、その趨勢に促されて鉄道が発展していっ
た東京の民鉄と対照的」53）と指摘されている
が、確かに神戸有馬電気鉄道の場合も、有馬
温泉の湯客という消費性交通需要が基盤とし
てあり、その後農村地帯の沿線が宅地開発さ
れて郊外化し、神戸市街地への通勤、通学客
を生みだしていく。
　また、神戸有馬電気鉄道は開通にそなえ、
運転手は技能教習のために南海高野線と阪急
宝塚線に、車掌は阪急神戸線と今津線に配置
して研修を実施している 54）。これは、鉄道
運行上の技術に関して、先行する関西の民営
鉄道各社から学びを得ていたということを意
味するが、技術だけでなく、経営手法につい
ても各社に学んでいたと考えるのが自然であ
ろう。
　つまり、神戸有馬電気鉄道は後発であるが
ゆえに、先行する関西の民営鉄道が蓄積し
た、鉄道会社を運営する上で必要となる様々
なノウハウを吸収しながら事業を推進した企
業として捉える事ができるものと思われる。
　神戸有馬電気鉄道と有馬温泉地域の関わり
は交通面だけでない。1915（大正4）年に有
馬町が建てた有馬ラヂウム温泉施設を、神戸
有馬電気鉄道は1929（昭和4）年から10年間
無償で借り受けて経営し、旅館業にも着手す
る。しかし1938（昭和13）年、水害のため
有馬ラヂウム温泉施設は流失。その後も旅館
と付属浴場は経営していたが1945（昭和20）
年6月に廃業する55）。また1941（昭和16）年、
有馬町への温泉供給を主眼として神戸有馬電
気鉄道は神戸市と共同出資して、有馬温泉掘
鑿有限会社を有馬町に設立している 56）。
（2）旅行案内書の記述
　1928（昭和3）年11月に開通した神戸有馬
電気鉄道を使った有馬温泉地域へのアクセス
が旅行案内書に確認できるのは、『旅程と費
用概算』シリーズにおける1929（昭和4）年3
月発行版の「有馬―神戸湊川間電車デ一時間
片道五十錢（二十分每二發車ス）」57）という記
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述であり、開業後すぐに旅行案内書にも情報
が反映されたことがわかる。また、1932（昭
和7）年発行の『温泉と健康』には「神戸驛下車
市内湊川より神戸有馬電鐡で44分0.50」58）

とあり、短期間のうちに短縮された所要時間
が紹介されている。
　しかし大正後期頃より、有馬温泉地域の紹
介は、1930（昭和5）年発行『鉄道旅行案内』
の「六甲越有馬𢌞遊」59）（図2）、『旅程と費用
概算』シリーズの「寶塚及有馬遊覽」（図3）
といったように、六甲山や宝塚など周辺の遊
覧地と組み合わされる傾向が強まる。1929
（昭和4）年発行『旅程と費用概算』の「寶塚及
有馬遊覽（阪・神より二日行程）」項目（図3
参照）を詳しく見てみると、1日目に大阪（梅
田）または神戸を出発して箕面、宝塚、三田
を経由して有馬温泉地域に到着し宿泊後、2
日目に国有鉄道有馬線を使って三田経由で大
阪へ帰着するルートと、神戸有馬電気鉄道を
使って神戸（湊川）に帰着するルートが電車の
発着時間、料金とともに紹介されている 60）。
　またルート提案だけでなく、1930（昭和5）
年発行の『旅程と費用概算』には、「京・阪―
寶塚（自動車）―有馬（電車）―神戸―大阪
又ハ京都歸着ノ經路ニヨル遊覽券ヲ發賣ス。
料金－乘物全部ニテ大阪カラ三等二圓十錢」
61）という記述があり、複数の交通機関ほか

をセットにした商品の告知もなされている。
（3）本節の分析から得た知見
　神戸有馬電気鉄道の意義はまず、神戸市街
地と有馬温泉地域をダイレクトに結んだ点に
ある。次に、有馬町立の入浴施設の経営を担
っていたことや神戸市と共同で源泉という温
泉地域にとって主たる資源の開発に取り組ん
でいたことは、温泉地域の変容に影響を与え
る外部資本や行政との関係を考察する上で大
変重要であると考える。
　また旅行案内書の分析では、有馬温泉地域
の紹介が周辺の遊覧地と組み合わされるよう
になり、当路線は遊覧ルートを形成する一路
線として位置づけられていることを確認し
た。

６　むすび
　ここまでの分析の成果を踏まえて、冒頭に
掲げた課題について考察する。まず有馬温泉
地域周辺の鉄道開発の背景に「巡礼本位」の
影響を見出せるのかという点について考察す
ると、初期に開発された官設鉄道大阪～神戸
間ならびに阪鶴鉄道の敷設については国家的
要因が強く、有馬温泉地域の存在が敷設に直
接的な影響を与えたことは確認できていな
い。しかし以後の、有馬温泉地域周辺が主体
となった鉄道開発である有馬鉄道ならびに神

図２　「六甲越有馬𢌞遊」
（出典）鉄道省編（1930）:『鉄道旅行案内（昭和５年
版）』、99頁の上部を抜粋。

図３　「寶塚及有馬遊覽」
（出典）ジヤパン・ツーリスト・ビユーロー編（1929）：
『旅程と費用概算（昭和３年版 改訂増補）』、359頁の
上部を抜粋。
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戸有馬電気鉄道の敷設については、計画段階
で有馬温泉地域が始終点に据えられており、
また実現はしなかったが、有馬温泉地域を始
終点とする多数の計画が立案されている。つ
まりは、周辺地域が主体となる比較的短距離
の計画には有馬温泉地域の存在が強く影響を
与えており、前近代から続く国民の、有名社
寺・霊場、名勝・旧蹟、温泉などを訪れる「巡
礼本位」の志向の影響を見出せたと考えてよ
いだろう。
　それではなぜ、有馬温泉地域周辺が主体と
なった計画の背景に「巡礼本位」の志向の影
響を見出せたのであろうか。それは有馬温泉
地域に向かう湯客が、開業時に見込める有力
な乗客候補であったからではないかと推測さ
れる。つまり、温泉地域へ徒歩もしくは駕籠、
人力車、馬車といった前近代交通を利用して
訪れている者に鉄道の便を提供するというア
イディアは、多額の出資によって開業後すぐ
に大量の乗客を必要とする鉄道という事業を
計画する者にとって採用しやすいものであっ
た。そのため、名高い温泉地域であり、すで
に数多くの来訪者が存在している有馬温泉地
域周辺では鉄道敷設が計画されやすい環境に
あり、多数の計画が立ち上がったものと考え
る。
　次に、鉄道の整備と温泉地域への短期滞在
者流入の関係性について考察する。鉄道開発
の初期段階では、有馬温泉地域への到達は鉄
道下車後、長時間の徒歩や駕籠、人力車とい
った前近代的二次交通の使用を伴うものであ
った。しかし徐々に拠点駅は有馬温泉地域に
近くなり、最終的に神戸有馬電気鉄道の路線
が中心部まで乗り入れるに至った。そのた
め、有馬温泉地域を訪れるために必要とされ
る時間が大幅に短縮されたことがまず指摘で
きる。また、長時間、長距離の徒歩や前近代
的二次交通を併用した時代に比べ鉄道に乗車
しているだけであるため、到達時の肉体疲労
が軽減されたことも指摘できるだろう。
　大正後期頃より旅行案内書において近隣の

遊覧地と組み合わされて紹介される傾向があ
り、大阪、神戸から1日ないし2日で複数の
地域を訪れる提案がなされていることを確認
した。これは鉄道ほか近代交通の整備により
物理的に移動が容易になったためにできる提
案であり、また、道中に必要とする労力の軽
減とも無縁ではないだろう。このように、鉄
道の整備がもたらした短時間での柔軟な移動
と、移動に伴う労力の軽減は、温泉地域を訪
れる目的に変容をもたらし、短期滞在者の流
入を促した要因の一つであると考える。
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１　研究の背景と目的
　入湯税は、各自治体が課す「市町村税」で
ある。その根拠になっているのが「地方税法」
である。地方自治体（道府県及び市町村）が
課税する場合に通常よるべき税率（標準税率）
も、使途も決まっている。しかし、1950（昭
和25）年に施行された入湯税は、租税の枠組
み中で、余りにも小さな存在であったため、
研究テーマとして扱われることはなかった。
　これまでの先行研究においては、入湯税の
「変遷」「概要」「意義」等、主に税法学者の
ものが多かった。温泉地の観光振興財源とし
ての入湯税を検証しているのは、公益財団法
人日本交通公社が主催する「温泉まちづくり
研究会」以外ほとんど知られていない。観光
振興において、ハード面・ソフト面での対応
が迫られている中、各地の温泉地においても
例外ではなく、入湯税の使途についての議論
が活発化してきているのが現状である。
　具体的には、改正耐震改修促進法・富裕層
の観光客・景観整備等々の対応の問題があ
り、個人の企業の資金問題も含め、温泉地の
観光振興財源不足に伴い、入湯税の使途や税
率の変更・改正に進みつつあるように思われ
る。
　本稿は、入湯税についての説明から、入湯
税導入に至るまでの背景を戦前・戦後に分
け、時系列的にまとめた。また、その歴史的
背景を下に使途目的に入れられた当時の状況

を考察していく。さらに入湯税の使途目的の
推移についても、入湯税を原資として、温泉
地の立て直しや観光振興に実施している自治
体を事例にあげ、今後の入湯税のあり方を考
えていく。

２　入湯税─徴収目的・税率・徴収の方法
（1）入湯税とは
　入湯税とは、現行の総務省による租税体系
において、｢国税｣ と ｢地方税｣ に大きく分類
された中、入湯税は ｢地方税｣に含まれる。｢
地方税｣ は ｢道府県税｣ と ｢市町村税｣ に分類
され、その中で｢市町村税｣に含まれる。また、
｢市町村税｣は｢普通税｣と｢目的税｣に分類さ
れ、その ｢目的税｣ に含まれる。現在の地方
税の ｢目的税｣は、「入湯税」｢事業所税｣ ｢都
市計画税｣ ｢水利地益税｣ ｢共同施設税｣ ｢宅
地開発税｣ ｢国民健康保険税｣ ｢市町村法定外
目的税｣ の8項目が上げられる 1）。現在の入
湯税のその使途は、地方税法で決められてい
るため「法定目的税」である。
　入湯税は、温泉（鉱泉）を利用した入浴客
が払う税金のことであり、1950（昭和25）年、
地方税法（701条）の制定により法定普通税
とされた。1957（昭和32）年から目的税とし
て施行されている。
　入湯税の ｢標準税率の推移｣は後述するが、
2018（平成30）年現在、総務省は150円を標
準税率としている。標準税率は、地方自治体

温泉地の入湯税に関する一考察
A Study of Bathing Tax in Hot Springs

高 橋　祐 次＊
Yuji TAKAHASHI

キーワード： 入湯税（bathing tax）・超過税率（excess taxation）・地方税法（local tax act）・
 標準税率（standard tax rate）・市町村税（municipal locality tax）・
 目的税（objective tax）

温泉地域研究　第31号　25～ 36（2018）

＊東洋大学大学院（Toyo University Graduate School）
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（市町村）が課税する場合に通常よるべき税
率ではあるが、財政上その他において、必要
と認める場合は各地方自治体（市町村）が独
自で決めることになっている。しかし、後述
するように入湯税を採用している1,000近い
地方自治体の約9割以上が、150円（標準税率）
をそのまま採用して徴収している 2）。
（2）徴収目的
　入湯税は、特別徴収義務者（浴場の経営者
又は管理者）が徴収することになっている。
また、特別徴収義務者は、市町村より指定さ
れ、納税者である入湯者から税額を徴収する
ことになる。占部裕典（2013）によると、入
湯税は、地方税法五条四項により「鉱泉浴場
所在の市町村は、目的税として、入湯税を課
すものとする。」3）と規定されている。市町村
においては、必ず入湯税に係る税条例を制定
することが求められている。また、課税対象
となる鉱泉浴場が存在せず、入湯税の税収が
ない市町村においても、入湯税条例を施行す
ることができる。
　これは、市町村に温泉地がなくとも、掘削
による温泉湧出を行う日帰り施設や既存のホ
テル・旅館等の温泉開発に即応できるように
事前準備することで、税収の機会ロスをなく
すことができる措置と思われる。以前は、温
泉は自然湧出が一般的であり、温泉地も温泉
発見伝説以降の歴史の中で一般的に認知され
たものであった。しかし近年、ボーリングに
よる掘削技術の向上により、火山性温泉地以
外の都市部を含む非火山性温泉の開発が多く
進められており、時代背景に即した規定にな
っていると思われる。
　入湯税の徴収目的としては、入湯税法にお
いては、｢第七百一条　鉱泉浴場所在の市町
村は、環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設
及び消防施設その他消防活動に必要な施設の
整備並びに観光の振興（観光施設の整備を含
む。）に要する費用に充てるため、鉱泉浴場
における入湯に対し、入湯客に入湯税を課す
るものとする。｣ と規定されている 4）。占部

（2013）によると、「上記の4つ以外の費用を
充てることは許されない。入湯税は、いわゆ
る強制的課税であり、また目的税である。こ
のことは、入湯税についての賦課・徴収（課
税免除も含む）に係る市町村の条例策定のた
めの裁量がほかの税目に比して厳格に解され
なければならない。」5）とされている。
　強制的課税とは、行政活動に要する支出
（公共サービス等）をまかなうために、貨幣
により強制的かつ一方的に徴収する課税のこ
とで、収入の過多や生活保護の有無を問わ
ず、利用者に平等に課する税金のことであ
る。
（3）税率と徴収方法
　入湯税の税率に関しては、入湯税法による
と ｢第七百一条の二　入湯税の税率は、入浴
客一人一泊について、百五十円を標準とする
ものとする。｣ と規定されている。入浴客一
人一泊について150円を徴収する標準税率が
示されている。
　入湯税の徴収の方法については、入湯税法
によると、｢第七百一条の二　入湯税の徴収
については、特別徴収の方法によらなければ
ならない。｣ と規定されている。既に上記で
記しているが、特別徴収の方法とは、特別徴
収義務者（浴場の経営者又は管理者）が納税
者である入湯者から税額を徴収するというこ
とである。
　ここで ｢鉱泉浴場｣ ｢鉱泉源｣という言葉が
頻繁に出てくるが、鉱泉（鉱水）・冷泉・温
泉の区分については、一般的に使用される概
念と隔たりがあるので誤解のないようにする
と、1886（明治19）年刊行の内務省衛生局編
纂『日本鉱泉誌』の分類による。現在で言う
「温泉」は、地中から多くの鉱物を溶かして
地上に湧出するものが ｢鉱泉（鉱水）｣ で、湧
き水や井戸水と区別されている。冷泉と温泉
を合わせて ｢鉱泉（鉱水）｣ と呼んでいる。環
境省自然環境局の ｢鉱泉分析法指針｣（平成
26年改訂）で使用されている源泉の温度によ
る分類である高温泉・温泉・低温泉・冷鉱泉
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の基準もあり、混乱を招いているのが現状で
ある 6）。

3　入湯税が施行された時代背景と推移
─戦前と戦後の流れ
　入湯税の時代背景は、戦後に改正地方税が
施行されて、現在の入湯税の基礎ができたこ
とを踏まえて、入湯税以前の税率との区分を
明確にするため、｢戦前｣ と ｢戦後｣ に分けて
流れを説明していくこととする。
（1）戦前─1878（明治11）年～ 1940
（昭和15）年

　ここでいう「入湯税」は鉱泉の浴客に課す
もの、「鉱泉税」は鉱泉浴場に課すものをい
う。なお、この「入湯税」「鉱泉税」は、それ
までの地方税関連法令に明確な規定がなく、
市町村特別税として個別の市町村において課
していたものである 7）。
　ここで施行されている「入湯税」の具体的
事例の記述は、熱海市が刊行した『熱海市制
施行80周年記念　熱海温泉誌』（2017）に「最
後は、1932年に制定された入湯税である。
熱海市に記録として残されてはいないが、当
時全国で入湯税を課していた行政機構は、別
府と三朝（1925年）であった。三朝では住民
と滞在者から入湯税を徴収するが、熱海では
宿泊する滞在者のみから五銭を徴収した。昭

和六年度の入湯税予算は一万五千円、宿泊者
数三十万人を見込んでいた。」8）と書かれてい
る。正式に施行される前から日本を代表する
歴史ある温泉地では、入湯税が存在していた
ことがわかる。戦前の流れを年表1にまとめ
た。
（2）戦後：1946（昭和21）年～ 1957（昭
和32）年

　続いて、戦後の入湯税の流れについては年
表2にまとめた。
（3）標準税率の推移
　標準税率の推移については、1950（昭和
25）年に施行されてから、1978（昭和53）年
までに4回変更されていることがわかる。こ
れをまとめたのが表1である 10）。
　現在の150円という標準税率は、上述した
通り、財政上その他において、必要と認める
場合は地方自治体が独自で決めることになっ
ている。また減免措置もとることができるよ
うになっている。次項で述べることになる
が、入湯税の標準税率は上記の表からもわか
るように1977（昭和52）年から41年間（2018
年現在）も変わっていない。
　20円から40円に変更したのは、インフレ
による税率調整で、40円から100円への変
更はオイルショック後の物価の異常な高騰に
よる調整であると考えられる。｢税｣と｢料金」

年表1　戦前の流れ

（注）筆者作成。
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を同じテーブルで比較することは、為替変動
による輸入品の物価の下落や人件費等の変動
も考慮する必要があるが、2002（平成14）年
以降、唯一の「物価統制令」である公衆浴場
（東京都の銭湯料金）と比較してみると下記
のようになる 11）。
・銭湯料金1977（昭和52）年5月7日施行　
　140円
・銭湯料金2018（平成30）年3月31日現在　
　460円
　最も高い入浴料金は、神奈川県の470円。
最も低い料金は、長崎県と宮崎県の350円。
全国浴場組合に加盟している42都道府県の
平均は約410円となっている。単純比較計算
してみると、現在の入浴料金は440円前後と
なると思われる。
　占部（2013）によると、1977（昭和52）年
の入湯税標準税率が100円から150円に引き

上げられたのは、環境衛生施設、鉱泉源の保
護管理施設及び消防施設その他消防活動に必
要な施設の整備の必要性以外に公衆浴場料金
等の現況から、一人当たりの個人消費支出の
推移等を勘案して決められたということであ
る 12）。このような基準から考えれば、標準
税率150円が、現在の標準課税の税率にそぐ
わないものとなっていると思われ、標準税率
の見直しも議論していかなければならないと
考える。
　しかし、過去年41年間もの間、変更され
なかった理由として、総務省自治税務局の担
当者によれば、私見という立場で、「入湯税
は、地方自治体の条例で変更することができ
るので、敢えて法律を変更してまで改正する
必要はない。改正することで、大事になり標
準税率が無くなる場合もあり、減税になるこ
とも考えられる。」13）との回答を得た。現在
のところ、標準税率の変更はないと思われ
る。
（4）入湯税が施行された時代状況
　入湯税は、元々、温泉地（宿泊施設を伴う
温泉）の旅館・ホテルを対象にしていたもの
で、一泊一万円や二万円の宿泊料に対して
150円を徴収していた。その時代は、スーパ
ー銭湯から発展した日帰り温泉施設も、温泉
旅館の立寄り湯もほぼ存在しておらず、宿泊
を伴う入湯税のみの対応でよかった。
　竹下内閣時代の1988年～ 1989年かけて
実施された地域振興策のために各市町村に1

年表2　戦後の流れ

（注）筆者作成。

表1　標準税率の推移

（出典） 梅川・吉澤・福永（2015）｢温泉地における
安定的まちづくり財源に関する研究─入湯税を中心
として─｣『観光研究』2015.9/Vol.27/№1、92頁よ
り抜粋。
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億円を交付した、通称「ふるさと創生事業」
（ふるさと創生一億円事業）─正式名 :自ら考
え自ら行う地域づくり事業─で、温泉の掘削
技術の向上もあり、温泉開発（日帰り温泉施
設）を行なった市町村も多かった 14）。これに
より遠方の温泉地に行かなくても、身近な日
帰り温泉施設での入浴・食事・休憩ができ、
庶民の娯楽の一つとして定着し発展し続け
た。これにより、温泉旅館は経営的に脅かさ
れる事態となり、従来、日帰り入湯を受け入
れていなかった温泉地の旅館・ホテルが受け
入れるようになった。
　日帰り温泉施設及び温泉の立寄り湯に入湯
税を導入する場合、例えば500円の入浴料に
対して150円徴収では利用料金に対する税率
は高すぎる弊害がでてきた。そのため、利用
料金のラインを決め、それ以下のときは免除
措置や少額の課税とすることになった。
　この件について占部（2013）は、「入湯税
については、その後わが国のライフスタイル
が大きく変化し、入湯税を取り巻く環境が変
化をしつつあるといえる。その中で、都市型
レジャー型の銭湯などの多様な温泉が登場す

るなど、温泉の範囲についてあらたな課題も
登場している。」とし、「課税免除における判
断基準である奢侈性の有無をどのように考え
ていくかもあらたな基準になっている。」15）

と述べている。結果的に、全国の各市町村に
は日帰り温泉施設が乱立し、極端な事例とし
て、山形県では、県内の35市町村すべてに
温泉施設が設けられることになった 16）。
（5）入湯税の現状
　現在の市町村別の入湯税の徴収金額は、ど
のようになっているのか調査してみる。
　2010（平成22）年度～直近までの入湯税条
例を有する市町村数は約1000自治体と大き
な変化がなく、標準税率150円を採用してい
る市町村は、全体の90％以上で、構成比を
大きく変える部分もない（表2・表3）17）。目
的税としての在り方を議論し、温泉地活性化
の原資の見直しを入湯税から捉えることはで
きない。
　2010（平成22）年度と2015（平成27）年
度を比較してみたのが表4である。これをみ
ると、数値的には大きな変化がない。また、
入湯税の市町村税に占める割合は、データが

表2　税率別入湯税採用市町村数－2010（平成22）年

（出典）総務省の「入湯税の概要」2010 （平成22）年版より抜粋。

表3　税率別入湯税採用市町村数－2015（平成27）年

（出典）総務省の「入湯税の概要」2015 （平成27）年版より抜粋。

表4　2010 （平成22）年と2015（平成27）年の入湯税税収の比較

（注）総務省の「入湯税の概要」から筆者作成。
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確認できた2010（平成22）年と2015（平成
27）年を比較してみると、表4に示したとお
り、税収と構成比の推移は安定している。構
成比は、入湯税を課している市町村の平均値
であるが、大規模温泉地や温泉を主に観光資
源としている自治体の構成比は高いと考えら
れる。
（6）入湯税の免除の共通項目
　入湯税の免税措置については、各市町村で
決定することができるが、標準税率の採用状
況でみてきたとおり、各市町村でも大きな違
いがない。一部の市町村においては、特徴的
な免税措置もあるが、共通する免税措置は下
記のようになっている。
・年齢12歳未満の子供（小学生以下の子供）
・ 共同浴場または一般公衆浴場に入湯する方
・修学旅行などの学校行事で入浴する場合 18）

・社会福祉施設に入湯する場合
　共同浴場は、日常生活の中で使用される浴
場であり、公衆浴場とは公衆浴場法で規定さ
れた浴場（銭湯）のことを指す、日常生活に
欠かせない施設である。そのため「鉱泉を利
用せず、また奢侈性を伴わない日常生活上欠
くかくべからずものとされる一般公衆浴場や
共同浴場における入湯行為は、適宜課税免除
することが適当である」とされる 19）。
　橋詰清一朗（2017）は、「源泉からパイプを
通して鉱泉を直接供給しているのではなく、
タンクローリー車やポリ容器により遠隔地か
ら供給を行っている形態」いわゆる運び湯も
｢使用している源泉が温泉法上の温泉であれ
ば入湯税の対象施設｣になるとされる 20）。
　また、特別な免税措置では ｢首長が特に認
める場合は課税免除｣ とするという項目を加
えている自治体もある。これは、上記の範疇
にない ｢他の自治体からの視察や研修を行う
者｣「自治体内で実施する広域のスポーツ大
会に参加する者」や ｢地域の災害により受け
入れる入湯者｣ 等に柔軟に対応するように免
税措置が決められている場合もある。この項
目を追加することで、その都度議論せずに済

むので決断が早められる。

４　入湯税の使途目的別の流れ
（1）現在の入湯税使途目的
　現在（1990年〔平成2〕年以降）の使途目的
は、下記の4項目になる（表5）。
　これは、地方税法五条四項の規定により「環
境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設及び消防
施設その他消防活動に必要な施設の整備並び
に観光の振興（観光施設の整備を含む）に要
する費用に充てるため｣（目的税）、必ず入湯
税を課すことを求めている（強制的課税）21）

からである。上記の目的以外の使途に充てる
ことはできないようになっている 22）。
　ただし、この使途目的の記載は、解釈の仕
方により市町村の受け止め方が違うこともあ
り、特別徴収義務者と市町村の間で軋轢が生
じることがある。
（2）使途目的の推移
　現在のこの4つの使途目的は、一度に施行
されたわけではない。日本が高度成長期入
り、旅行ブームの中、温泉地でもインフラ整
備の必要性の高まりがでてくるようになる。
この4項目が加えられた推移をみていくと下
記のようになる。
　1957（昭和32）年には、地方税法改正によ
り、「環境衛生施設その他観光施設の整備に
要する費用に充てる」目的税となり、鉱泉所
在地の観光施設整備の財源確保が図られるこ
ととなった。その結果、現在の「環境衛生施
設の整備」（表5の1）と「観光施設の整備」（表
5の4）が使途目的に加えられた。具体的には
「簡易水道及び上水道の整備」「下水道の終末

表5　現行1990（平成2）年以降の使途目的4項目

（注）地方税法第701条より筆者作成。
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処理施設」「温泉の排水の完全化による生活
環境の浄化を図るための設備」等々が考えら
れる。
　1971（昭和46）年には、課税目的に「消防
施設の充実」が加えられた。その結果、現在
の「消防施設その他消防活動に必要な施設と
整備」（表5の3）が使途目的に加えられた。
使途目的に追加されることになったのは、施
行される2～ 3年前に立て続けに起こった旅
館・ホテルでの大きな火災（30名の犠牲者）
に起因している。
　その当時の温泉地の旅館・ホテルの大火災
は表6から見てとることができるが、火災の
原因については、防災設備の不備・初期消火

の遅れ・避難誘導等の旅館従業員の防火意識
を低さの他、宿泊客の ｢寝たばこ｣ ｢飲酒に
よる熟睡による逃げ遅れ｣もあり、この時期、
温泉旅館・ホテルの需要過多により新館・別
館の増設が行われ、迷路状になったことも、
多数の犠牲者がでた原因にもなっている。
　それを踏まえて、具体的には、｢自衛消防
組織の編成｣ ｢消防ポンプ自動車の配備｣ ｢防
火水槽の配置｣｢初期消火機材の購入｣等々が、
入湯税の使途目的となっている。
　1977（昭和52）年には、課税目的に「鉱泉
源の保護、管理施設の整備」（表5の2）が追
加された。入湯税の使途目的のなかで肝心な
部分である「鉱泉源の保護管理施設の整備」
が遅くなった理由には、日本は温泉に恵まれ
身近に有りすぎたためと考えられる。それが
無秩序な開発や源泉の汲み上げが増えること
による枯渇が深刻な問題になり、追加される
ことになった 24）。
　1990（平成2）年には、課税目的に「観光の
振興」が追加され、観光宣伝事業等にも使途
が拡大した。その結果、現在の「観光振興（観
光施設の整備を含む）」（表5の4）の中「観光
の振興に要する費用」が使途目的に加えられ
た 25）。
　このように時代の要請に応える形で、入湯
税の使途目的が追加されてきている。現在で
は、観光振興への使途に比重がかかってい
る。しかしながら現状、温泉地の整備であっ
ても市町村の一般財源に組み込まれているも
のもあり、使途目的の定義から逸脱した部分

表6　1965 （昭和40）年以降の温泉地の旅館・ホテルの主な火災状況23）

（注）消防庁予防課「ホテル火災対策検討部会報告書平成25年7月」より筆者作成。 単位（㎡、人）

写真１　熱川温泉大東館火災
（出典）ウェブサイト「戦後昭和史」より。
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も見受けられる。本稿の調査を進めていく過
程で、特別徴収義務者（浴場の経営者又は管
理者）と行政（市町村）との間で、使途に対し
ての意見の相違があることが明らかになっ
た。首長の匙加減一つで入湯税の使途が決め
られていく。また、観光振興一つにしても大
まかな定義であり、解釈次第では、如何様に
もとれるのも原因の一つになっていると考え
られる。
（3）入湯税の使途区分構成
　4つの使途についての自治体により違いが
あり、全体を平均化して捉えることは難し
い。
　殆どの自治体が、入湯税を一旦一般会計に
組み入れてから、入湯税の使途目的に応じて
配分され、決算として報告されている。各自
治体とも、4つの使途に対しては、入湯税収
入以上の資金が使われているので、決算報告
上は問題はないと思われる。
　ここでは、参考事例として北海道X市と大
分県別府市を挙げることにする 26）。
①北海道X市
　北海道でも有数の集客力を持つ温泉地であ
る。平成27（2015）年度の「入湯税充当に関
する調査」によると、使途費用の構成比は下
記のようになる（表7）。「観光振興（観光施設
の整備を含む）」に関しては、「観光振興の整
備」と「観光振興（観光施設の整備をを除く）」
に分けて報告されているので、報告書のまま
記載する。また、入湯税の一部は、「観光開

発基金積立金」として積み立てられている。
　主な使途では、「環境衛生施設の整備」に
おいては、ごみ焼却施設の事業費の5.0%を
入湯税で賄っている。自治体に対して、温泉
街のごみ焼却量も多く、入湯税の使用金額も
増えてくる。「鉱泉源の保護管理施設」にお
いては、共同浴場はなく、すべて民間の旅
館・ホテルのため、入湯税の使途にはほとん
ど使われていない。「消防施設等の整備」に
関して、消防訓練は、各旅館・ホテルで実施
するので事務経費と思われる。全体の6割が
「観光振興（観光施設の整備含む）」に使用さ
れているのが現状である 27）。
②大分県別府市
　西日本最大の温泉地である別府温泉郷を抱
える大分県別府市は、情報公開が進んでお
り、別府市のホームページで確認することが
できる。
　年度によりばらつきはあるが、直近の平成
28年度の使途は下記のとおりになる（表8）。
別府市では、入湯税法の使途目的に照らし合
わせて4つに区分されている。「鉱泉源の保
護管理施設の整備」と「観光振興（観光施設の
整備を含）」の合計を「観光費」と位置付けて
おり、観光費の入湯税に占める割合は、過去
10年間でみると90％前後で推移している。
　別府市の場合、「鉱泉源の保護管理施設の
整備」の構成比が高いのは、市営温泉施設が
多く、その泉源等維持補修費に使用されてい
るためである。「環境衛生施設の整備」に関

表7　X 市の入湯税使途費用構成比（平成27年度） 表8　別府市入湯税使途費用構成比（平成28年度）

（注） X 市の報告書より筆者が集計。

（注）別府市の過去10年間の使途状況より筆者作成。



－33－

しては、「衛生費」として塵芥処理費・し尿
処理費の一部として入湯税が使われている。

５　入湯税の観光振興への試み
（1）大分県竹田市─竹田温泉郷の事例
　大分県竹田市では、湯治文化の再構築と予
防医学や健康づくりなどの健康寿命に寄与す
るために入湯税を原資とした竹田式湯治を模
索している。また、温泉旅館の経営面におい
ては、「長期滞在化への取り組み」や「宿泊産
業の平準化」が求められている。すでに、こ

の温泉地は、2～ 3日の入湯での入浴効果が
出ている。中心温泉地である長湯温泉には数
多くの炭酸泉も湧出しており、その効果も医
学的に立証されている。それらの条件を踏ま
えて、2011年に全国で初めて「温泉療養保健
制度」を導入した。
　半年以内に3日以上の宿泊（上限が14泊）
が基準となり、指定の立寄り湯・観光施設を
利用することで、申請後に給付される。具体
的には、宿泊が1泊500円・立寄り湯が1回
200円で、観光施設は100円を市が徴収した
入湯税から還付される仕組みとなっている。
申請者の平均宿泊数は、半年で5泊以上とい
う高い実績がある。当初は、「期間内に3連
泊」が給付を受けるための条件であったが、

表9　釧路市の入湯税引上げ後の税率の比較

（注） 梅川智也（2018）:「釧路市・阿寒湖温泉における入湯税超過課税導入の取り組み」 
公益財団法人日本交通公社『観光文化』238号、19頁から筆者作成。

写真２　竹田温泉郷「温泉療養システム」パンフ
（出典）竹田市観光ツーリズム協会作成。

写真３　阿寒湖温泉街
（注）筆者撮影。
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条件的に厳しく、2012年からは「期間内に
延べ3泊」という条件に修正された 28）。
（2）北海道釧路市─阿寒湖温泉の事例
　釧路市は、1984年以降人口は減少に転じ
ており、2014（平成26）年4月1日には全域
が過疎地域に指定された。温泉地の中心を成
す阿寒湖温泉の宿泊数は、2013（平成25）年
をピークに半減しており、観光客を増やすた
めの観光振興策が検討されてきた。特に中心
部の大型ホテルの跡地の有効活用が喫緊の課
題であった。2014（平成26）年に入湯税条例
を改正することで、2015（平成 27）年～
2024（平成36）年の10年間の期限付きの入
湯税の引き上げを実施した。入湯税の税率改
正による増税分（100円）は、「釧路市観光振
興臨時基金」に積み立てられ、250円の税率
が適応される地域の景観整備を含めた観光振
興に役立てる 29）。

６　むすび
　本稿では、筆者が研究課題とする「入湯税
と観光振興」についての一部を発表した。そ
の中で、入湯税が4つの使途目的があり、事
例研究の部分で「観光振興」への使途の比率
が高まってきていることを述べた。入湯税を
「観光振興」として活用予定の自治体も増え
ており、観光振興団体においても、多くの動
くが出てきている。これを整理してみると、
（1）観光振興の主体とする市町村
　大分県竹田市では、3泊以上の宿泊者に対
して、利用後に給付が受けられる「温泉療養
保健制度」を活用し、宿泊者の長期滞在を目
指している。
　また、一時の賑わいから取り残された釧路
市阿寒湖温泉のような温泉地では、入湯税の
超過課税分を「釧路市観光振興臨時基金」と
してプールし、特定地域の観光振興に振り分
けて、誘客に結びつける動きもでてきてい
る。
（2）観光振興の活用に動き出した市町村
　2017（平成29）年5月の静岡県の I市長選

挙においては、重点政策の一つとして「入湯
税全額を観光施策に充当する観光支援」を公
約とする候補者も現われた。幸いにも選挙に
も当選したので、今後は、公約実現の成り行
きを注目したい。また、後発組ながら、政令
指定都市・大阪市でも2018（平成30）年10
月1日からの入湯税の施行が決定されてい
る。
　別府市は、インバウンドによる富裕層の増
加を見込んで、高級な宿泊施設の建設が進す
み、そのため景観整備の財源の一部として、
2019（平成31）年4月より入湯税引き上げに
踏み切った。
　こうした動きの中で、（一社）日本温泉協
会が青森市の八甲田ホテルで行った2017年
度の会員総会においては、「無秩序な地熱開
発反対」とともに「入湯税を温泉地整備に」と
いうことも喫緊の課題として取り組むことを
確認している 28）。
　また、入湯税を観光振興の費用に使用する
動きが進む中で、大都市においては法定外目
的税として宿泊税を導入する動きも活発化し
てきている。東京都が2002（平成14）年10
月1日より徴収を開始したのを皮切りに、大
阪府も2017（平成29）年7月1日より実施し
た。京都市は2018（平成30）年10月を目途
に徴収を予定している。また、福岡県、福岡
市、金沢市が同じく導入の検討を始めてい
る。
　全国的な規模での観光税を見るならば、
2019（平成31）年1月7日以降、日本から出
国の際に1人1000円の「出国税」がかかる見
通しである。インバウンド・アウトバウンド
の両方に課税されるため、400億円を超える
観光税になる予定である。
　しかし上述の流れの中で、各自治体におい
ては、温泉地の観光振興という名目でありな
がら、かけ離れた部分での使途もあり、特別
徴収義務者である温泉旅館・ホテル側からの
不満も多いのも事実である。温泉地の観光振
興が、市町村合併により、より広範囲な観光
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振興になってきており、山間の温泉地より中
心部の観光振興に重点が置かれる傾向が強く
なってきているのも事実である。
　訪日外国人旅行者が2017（平成29）年に
2,869万人 29）に達した。この推移でいくと、
2018（平成30）年には3200万人を超えると
考えられる昨今、観光振興に係る資金も大き
くなり、使途目的も広範囲になってきてい
る。入湯税という枠を超えて、宿泊税、そし
て新たな税制への見直しを模索している地方
自治体も見受けられる。
　今まで、入湯税が、使途目的やあり方につ
いて、現在に至るまであまり議論されてこな
かった。観光立国にかじを取る日本にとって
は、入湯税を含めた観光税の方向性について
も考えて行かなければならない。
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１　「馬の温泉」施設とは
　福島県浜通りのいわき湯本温泉は、JR常
磐線湯本駅近くの温泉地で、温泉神社の存在
からもわかるように千年以上の古湯として知
られる。一方、常磐自動車道路いわき湯本
ICの近くにスパリゾートハワイアンズがあ
る。ここは、1966（昭和41）年開業の常磐ハ
ワイアンセンターが改称した県屈指の温泉リ
ゾート･レジャー施設である 1）。温泉は、い
わき市･湯本財産区･常磐興産株式会社の協
定により送湯されており 2）、この温泉地は広
域である。
　この中に常磐白鳥町上ノ原という丘陵地が
ある。市道から入り、白鳥鉱泉と分かれた先
に通称「馬の温泉」がある。ここは、1963（昭
和38）年に日本中央競馬会（以下「JRA」）の
研究施設として開設され、長くはJRA競走
馬総合研究所常磐支所と呼ばれ、2017（平
成29）年度からはJRA競走馬リハビリテー
ションセンター（以下「センター」）の呼称と
なった。
　日本中央競馬会法は1954（昭和29）年に
制定された。戦前の公認競馬は日本競馬会を
施行者として行われていたが、進駐軍より独
占禁止法に触れると問題視された。終戦後の
一時は国営で行われていたが、これを特殊法
人へと民間移管したのがJRAの設立経緯で
ある 3）。なお1948（昭和23）年からは、地方
競馬のほかに競艇やオートレースの公営競技

も加わり、当時、これらはJRAをしのぐほ
どであった 4）。
　そこでJRAは、1956（昭和31）年施行の
臨時特例法により、臨時競馬の開催や、戦争
により痛んでいたスタンドや廐舎改築などに
着手した 5）。しかし、設立年の軽種馬生産頭
数は3,035頭、出走実頭数は1,140頭と脆弱
であり 6）、競走馬の故障や疾患などの課題も
あった。すでに軍馬という国家的要請もな
く、JRA自らが馬の学術研究に取り組むこ
ととなった。この方策が、1959（昭和34）年
に東京都世田谷区の馬事公苑内に設立した
JRA競走馬保健研究所（現JRA競走馬総合
研究所、以下「総研」）である 7）。
　同年の運営方針では、競走馬の積極的保健
対策の一つに温泉療養に関する問題を指摘
し、付属機関の開設を指示した 8）。東京･中
山や京都･阪神･中京の競馬場からは遠く、
福島県の中通りには福島競馬場もあるが、総
研は、いわき湯本温泉を選定してセンターを
開設した。しかし、福島県の一般的通史書に
この記述はない 9）。また、総研編集の一般向
け新書は科学分野のもので 10）、「馬の温泉」
施設の半世紀の歴史は、ほとんど知られてい
ない。

２　研究の目的と方法
　競馬は多数のメディアが報じるが、故障馬
は脚部不安や休養などとされ、報道は途絶え

いわき湯本温泉の「馬の温泉」の歴史的考察
A Study on the History of Rehabilitation of Racehorses in Iwaki Hot Springs

岡 村　慎 一 郎＊
Shinichiro OKAMURA

キーワード： 日本中央競馬会（Japan Racing Association）・競走馬リハビリテーションセンター
（Rehabilitation research center of the JRA）･名馬（famous horse）・地域再編
（regional reorganization）

温泉地域研究　第31号　37～ 48（2018）

＊元横浜市役所職員　Former Yokohama City Staff
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る。また、競走馬の実走年数は短く、競馬場
の規格なども一様ではない。この勝敗には、
馬の実力のほか、騎手の技量、調教師などが
関わるが、馬が故障をすれば出走することは
できない。この点で、馬の温泉療養への総研
の運営方針と指示は、必要に迫られたもので
あった。
　本稿は、次の2点から考察を行った。第一
は、競走馬への温泉利用に関する歴史的考察
である。この方法としては、JRAが適宜編
集した記念誌 11）を参考にした。また、セン
ターを視察し、所長から聴き取りをし、提供
資料も参考とした。なお、センターの業績の
具体化を図るため、入所歴のある名馬を抽出
した。センターの配布資料には馬名があり、
同HPにも同様の記述があるが 12）、戦績は詳
述されていない。また、JRAの競走馬検索は、
現役馬･2000（平成12）年以降の現役抹消馬
に限られる 13）。そこで、上記の記念誌や、
「JRA50周年記念サイト」14）、「優駿達の蹄
跡－競馬データベース」15）、特定馬を扱う著
書などを用いた。
　第二は、センターがいわき湯本温泉などの
地域に与えた影響やその関わりに対する考察
である。センターは研究施設であるが無料･
開放されており、少なからずこの温泉地域と
はつながりが想定される。この検討方法とし
て、センター開設前後の行政資料や、地元紙
を参考にしたほか、いわき湯本温泉の旅館、
いわき市、同観光まちづくりビューロー、同
総合観光案内所で聴き取りを行った。
　なお、日本の馬齢は2000（平成12）年ま
では数え年であり、受賞名は当時の表記とし
た。

３　センターの開設と展開
（1）開設前
　総研設立当初の主な研究課題は、ドーピン
グ検査や採尿･輸送実験を含む検出体制の確
立などであった。以降、臨床･装蹄などの研
究も進み、1962（昭和37）年に初めて実験馬

を繁養して、温泉を備えたセンター設立に向
けての準備が進められた 16）。
　競走馬と温泉療養に関するセンター開設前
の資料がある。一つは、NPO法人伊豆学研
究会の橋本敬之氏からの提供資料の写真1で
ある。後方に温泉の印と大仁を記した看板
が、前方にメンコと呼ばれる頭巾や頭絡をつ
け、温泉に肢を浸す2頭の競走馬が写ってい
る。下に「日本競走馬大仁療養所　昭和31年
2月（1956）」とある。江面によれば、メイジ
ヒカリが1955（昭和30）年春に肢を痛め、
調教師がここで温泉治療を行った。患部が癒
え、放牧後の同馬は、同年の菊花賞、翌年春
の天皇賞、中山グランプリ（現有馬記念）を
制覇した 17）。
　もう一つは函館にある。1962（昭和37）年
に函館馬主協会が湯の川温泉を用いた施設を
設置した 18）。ただ、ここは競馬場と離れて
おり、交通事情から1978（昭和53）年に閉
鎖された。現函館競馬場の温泉施設は1981
（昭和56）年に開設したもので、これにはセ
ンターを参考にしている 19）。競走馬関係者
は、競走馬への温泉活用を視野に入れていた
ことが窺われる。
（2）開設に関する選定基準とセンターの
開設

　総研は、本格的な温泉療養所の開設に際
し、表1に示した選定基準を設けた。温泉の

写真1　伊豆大仁温泉と競走馬
（注）橋本敬之氏からの提供資料。
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ほか、馬の輸送 20）、青草が給与でき放牧に
適す自然環境、雪が少なく夏負けしない気候
を盛り込んだ。競走馬の拠点 21）からすると
関東寄りだが、総研はいわき湯本温泉を選定
した。なお、温泉の泉温や泉質などについて
は詳しく触れられていない。
　当時のいわき湯本温泉は、常磐炭鉱と豊富
な湯量の温泉として知られる温泉地であり、
重労働の炭鉱従事者の温泉入浴を参考に選定
したものと思われる。1963（昭和38）年に設
立されたセンターの当初は、廐舎2棟･18馬
房･温浴棟3槽など簡素なもので、有効面積
は総面積123,982㎡の約半分、初年度の入
所実頭数は39頭、延頭数は1,691頭であっ
た 22）。
（3）開設後の研究と設備等の拡充
　競走馬の温泉療法について、総研30年誌
の『競走馬総合研究所30年のあゆみ』には、
「温泉浴が馬体の生理諸元に、どのような影
響を及ぼすのか、至適な浴温度や温浴時間
は、何れも科学的な基礎資料は皆無の状況で
あった」23）とある。そこで、1964（昭和39）
年から温浴による馬体への影響を血液性状や
心電図の所見を基に検討した。
　この結果、馬の体温 24）に近い38～ 40℃
の湯温で、腹に触れる程度で、1日1回、15
分間入浴させることが、運動器疾患を抱える

競走馬への標準とした。また、入浴開始5週
目及び7～ 8週目を中心に、血液性状での良
好な変化も確認した 25）。
　また、温泉に関して、先の総研30年誌に
は、「昭和51年常磐炭鉱が閉鎖されるまで、
その豊富な排湯を使用していた」26）とある。
このため、泉質は現在の含硫黄 -ナトリウム
-塩化物･硫酸塩泉（低張性弱アルカリ性高温
泉）ではなく、弱食塩泉であった。また、湯
量も現在とは異なり、後述する白鳥ポンプ場
からの送湯によるもので、そこからの排出量
は毎分25,000～ 30,000リットル（L）に及
んだという 27）。
　次いで、総研は1969（昭和44）年に馬の
輸送実験を行った。当時は高速道路や一般道
路も未整備であり、振動が激しく、停･発車
を繰り返す輸送は馬への負担は大きかった。
実験では、馬運車1台に4頭の馬を積み、近
距離･遠距離･フェリーの輸送から馬体と車
内環境を観察した。その結果、2時間程度の
近距離輸送による影響はほとんどないと、先
の総研30年誌には記されている 28）。
　さらに、馬の早期復帰を期し、心肺機能や
筋力低下を防ぐために、リハビリテーション
に役立つ設備をセンターは順次整備していっ
た。表2は、センター配置図を基に、主な設
備をまとめたものである。1975（昭和50）年

表1　JRAの温泉療養所の選定標準表

（出典）前掲8）、8頁より筆者作成。
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に馬専用のプールを国内に初導入するなど、
設備の開発に注力していく。温浴施設も
1994（平成6）年に改築され、現在の浴槽は
6槽と倍増し、廐舎も4棟･40馬房にまで拡
大している。
（4）入所馬のリハビリテーションの状況
　視察時には、関東･関西の所属馬がほぼ均
等に約40頭が入所し、2歳馬から重賞優勝
馬もいた。病類別内訳は、腱･繫靭帯炎（56
％）、骨折（26％）、関節炎（6％）、筋炎（5％）、
その他（7％）で、復帰率は約70％という。
例示されたG1優勝馬は105～ 309日間入所
した後に復帰、また、紹介された馬も半年間
入所したが、翌年に復帰したのを後日確認し
た。
　午前中の視察は、ウォータートレッドミル
という設備による訓練からであった。これ
は、深水約1.2mの真水槽にベルトコンベア
を装備し、水の浮力と水圧を活かしており、
リハビリテーション初期から騎乗調教開始前
段階まで応用できるため、欠かせない設備と
いう。
　午後の視察はプール訓練から再開した。セ
ンターは概ね5～ 10月に運用し、円形プー
ルの構造は1周約40m、深さ3mで、体力向
上や筋力鍛錬を目的し、下肢部への負担は少

なく、強い運動負荷を伴うため、心肺機能の
鍛錬になるという。四肢が立たない馬はプー
ルを3周泳ぎ、職員は周毎にラップを計測し、
前後の水分補給や発汗などにも留意してい
た。
　温浴棟に移動して小休止の後、初めて馬は
温泉治療を受けた。浴槽は1頭分の大きさで、
温泉の四肢浴と、肩･背中･腰部へのシャワ
ー浴を組み合わせていた。施設の構造上、後
退で入湯、前進で出湯させる。また音楽療法
も導入していた。次頁の写真2・3は、温泉
浴中のもので、馬は目を細め、あくびをする
など寛いでいた。また、硫化水素臭を嫌がら
ず、飲泉も旺盛であるという。入浴後は、皮
膚病を防ぐために馬体の洗浄･拭き取りが行
われた。
　入浴後、最後には物理療法やエコー検査を
受けて馬房に戻るという。センターには広大
な馬場などがあるが、厳しい調教はしていな
いという。センターは、真水による局所の冷
却と温泉浴を併用し、故障馬の休養･療養を
させている。一方、諸機能の低下を防ぐため、
各馬の状況を踏まえた多様なリハビリテー
ションメニューがあり、物理療法などの治療
を行って、故障馬の早期復帰を目指した活動
を行っている。

表2　JRA競走馬リハビリテーションセンターの設備等の設置推移表

（出典）前掲7）、109頁、前掲8）、12-19頁、前掲11）（2009）、140頁を基に筆者作成。
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（5）センターの危機とその克服
　センターではいくつもの危機を克服してき
たという。地域との関係が深い出来事をあげ
たい。第1は用地の整備である。取得した土
地には深い沢があった。センターは、常磐炭
鉱から廃土を購入し、採草地などの活用用地
を拡げた。また、センターの立地は、暖地型
牧草栽培の北限にあたっており、当地に適し
た品種の選定･栽培･嗜好の試験や、寒地型
牧草への見直しや試験を続けた 29）。
　第2は、常磐炭鉱閉山に伴う温泉の確保で
ある。1976（昭和51）年に炭鉱閉山が決まり、
センターの主目的であった温泉の供給源が絶
たれる危機に陥った。いわき市では新泉源を
確保する一方、常磐湯本温泉株式会社を設立
して対処した。その際にセンターでは、同市
と湯本財産区に働きかけ、JRA本部に対す
る陳情を後押しするとともに、設備の敷設替
えや送湯管工事への協力などをしてこの危機
を脱した 30）。
　第3は、東日本大震災である。センターは
人的被害こそ免れたが、設備の損傷を受け
た。入所馬への総給水量は3～ 7日分、総給
餌量は1～ 2週分と先行きに不安があった。
加えて、福島第一原子力発電所事故から、い
わき市の一部に屋内退避指示も出された。セ
ンターは、受け入れ可能な牧場と美浦トレー
ニング･センターと連携し、3月15日中に入
所馬全24頭を避難させた。また、職員が帰

所の際に、JRAとしての第1段階として、美
浦からの緊急支援物資を同市へ届け、センタ
ー所有の給水車を用い、同市の指定避難所な
どで給水活動も行った。なお、同年の牧草栽
培は中止し、翌年は土中の放射線値を測定し
て栽培を再開し、収穫した牧草から放射線物
質が検出されなかったことから、供給を再開
したという 31）。
（6）センターの実績と現況
　図1は、センター開設年からの入所延頭数
とJRA出走実頭数を示した。折れ線グラフ
の出走実頭数は年々増加し、JRAの競馬の
隆盛が分かる。一方、統計の一部は11月末
までであるが、棒グラフの入所延頭数は、
1974（昭和49）年に5,000頭、1986（昭和
61）年に10,000頭を超えている。また、東
日本大震災の影響を受けたものの、2016（平
成28）年には10,000頭超に回復している。
なお、関西所属馬は1973（昭和48）年頃か
ら利用され始め、1988（昭和63）年に常磐自
動車道路がいわき中央 ICまで開通する前か
ら東西を問わず利用されており、同図と同様
に入所総実頭数を算出すると4,000頭を超え
るという 32）。
　センターは、競走馬関係者がその意義を認
めるとともに、JRAの競馬を支えている。

写真２　温泉浴とシャワーを浴びる馬
（注）筆者撮影、2017年6月7日。

写真３　温泉浴中に飲泉をする馬
（注）筆者撮影、2017年6月7日。
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４　名馬の入所と復帰
　センターの研究は実用化されてこそ意味が
ある。また、人気や実力をもつ競走馬は
JRAの事業を支えている。そこで本節は、
名馬の入所と復帰に着目した。なお、センタ
ー HPは入退廐情報が随時更新され 33）、東
日本大震災もあったため、2000年代までを
対象とした。
（1）センターの実用化と名馬
　センター開設後、関東所属の名馬が入所し
始めた。1962（昭和37）年啓衆社賞最優秀3
歳牡馬のグレートヨルカは、翌年の有馬記念
は7着となり休養に入ったが、その入所を旧
常磐市の記念誌は載せている 34）。退所後、
1966（昭和41）年京王杯スプリングハンデ
キャップに勝ち、天皇賞（秋）も3着に入り、
34戦に出走した。1964（昭和39）年啓衆社
賞最優秀5歳以上牡馬のヤマトキョウダイ
も、退所後、目黒記念･天皇賞（秋）･有馬記
念で3連勝し、翌年の有馬記念の引退までに
38戦を出走した。
　顕彰馬のハイセイコーと同世代の1973（昭
和48）年優駿賞年度代表馬のタケホープに入
所歴がある。同年の東京優駿（日本ダービー）
や菊花賞、翌年の天皇賞（春）で、ハイセイ

コーに勝った後の6～ 7月にセンターに入所
し、療養後、有馬記念では3着に入った。
　当時のセンターの設備は充実してはいない
が、温泉療養が実用化されていったのであ
る。また結果として、名馬が多くの出走を果
たし、有名なレースで戦績を残している。
（2）センター利用の全国化と名馬
　前節のとおり、1973（昭和48）年頃から関
西所属の名馬もセンターを利用し始めた。
1973（昭和48）年の優駿賞最優秀3歳牡馬
･1974（昭和49）年年度代表馬のキタノカチ
ドキは、翌年の天皇賞（春）後に入所し、退
所後は、有馬記念に出走した。
　また、牝馬もセンター入所後に優秀な戦績
を残している。1977（昭和52）年の桜花賞馬
のインターグロリアや、1980（昭和55）年桜
花賞馬のハギノトップレディが、それぞれ、
退所後のエリザベス女王杯に勝って、その年
の優駿賞最優秀4歳牝馬に選出された。
　このほか、1983（昭和58）年の宝塚記念優
勝馬のハギノカムイオーや、2002（平成14）
年の安田記念（GⅠ）優勝馬のアドマイヤコ
ジーンが、センターで療養後にこの戦績を残
している。

図1　センター入所延頭数及びJRA出走実頭数推移表
（出典）入所延頭数は前掲11）（1990）及びセンター提供資料より抜粋。出走実頭数は日本

中央競馬会編（2017）:『平成28年　中央競馬年鑑』日本中央競馬会より筆者作成。
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（3）競馬人気と名馬のセンター利用
　競馬の大衆化が進んでいったが、この人気
に名馬は応え、出走しなければならない。特
に、GⅠ～ GⅢというグレードの高いレー
スや、国際招待競走のジャパンカップなどに
療養後の馬は出走するのであり、競走馬への
心身の負担はより大きくなっていった。
　この社会の変化の中で、1979（昭和54）年
優駿賞年度代表馬のグリーングラスが2度入
所している。最初の入所は、1978（昭和53）
年天皇賞（春）で優勝し、宝塚記念で2着に
なった後である。6～ 8月に療養後は有馬記
念に出走した。また、翌年の宝塚記念後の6
～ 8月に再入所し、復帰戦は2着であったが、
有馬記念に勝って引退した。
　顕彰馬のオグリキャップを扱う著書などは
多いが 35）、センターには3度入所した。地方
競馬から昭和期最後の1988（昭和63）年に
中央競馬入りしたが、翌年春に故障し、4～
7月に入所した 36）。復帰後も好成績を続けた
が、有馬記念（GⅠ）で5着となり、12月～
1990（平成2）年2月まで再入所した。3度目
は、同年の宝塚記念（GⅠ）の2着後で、7～
8月に入所後、各GⅠの天皇賞（秋）･ジャパ
ンカップに出走し、有馬記念で再び1着とな
って引退した。
　2000（平成12）年JRA賞年度代表馬で、
顕彰馬のテイエムオペラオーにも入所歴があ
る。20世紀最後の同年、GⅠレース5勝を
含む重賞8連勝を達成した。翌年1～ 2月に
入所し、休養とリハビリテーションを続け
た 37）。復帰戦こそ敗れたが、天皇賞（春） （G
Ⅰ）に勝って、天皇賞3連覇をした。なお、
同年の引退までの戦績はすべて5着以上であ
る。
　このほか、1987（昭和62）年JRA賞年度
代表馬のサクラスターオーが、センター入所
後の菊花賞（GⅠ）に勝った。また、顕彰馬
のトウカイテイオーも、骨折と皮膚病をセン
ターで癒やした後、1992（平成4）年のジャ
パンカップで日本競馬史上初の国際GⅠ優

勝馬となった。
　競走馬が、怪我や病気がなく競走生活を終
えるのは理想的である。しかし、センターで
の休養や治療後に出走を果たし、優秀な戦績
を残した名馬も多い。センターの立地は所属
する廐舎とは離れているが、東西の故障馬を
受け入れ、歴史的な業績を残しているのであ
る。

５　「馬の温泉」といわき湯本地域との関
わり
（1）センター開設当時のいわき湯本地域
　センターが開設された1963（昭和38）年
のいわき湯本地域の主な出来事は、新産業都
市建設促進法に基づく地区指定の閣議決定で
ある。県は精力的に動き、翌年に常磐･郡山
地区が正式指定された 38）。『いわき市の合併
と都市機能の変遷』（2004）によれば、1962
年にいわき市全域が産炭地域振興臨時措置法
による産炭地域に指定され、特に、8市町村
が石炭鉱業の不況の著しい6条地域に指定さ
れた 39）。この地域は産業面からの再編が迫
られた。
　ただし、新産業都市指定の前提には市町村
合併という制約があった。昭和の大合併以前
のいわき市の市域は1市11町23村で、1955
（昭和30）年にかけて5市4町5村となり、
10年足らずの間に再度、地方行政の再編も
迫られた。合併話が本格化するのは1963（昭
和38）年以降で、市町村合併は十分議論され
てなかったため、合併範囲、市名、本庁、行
政組織などで紛糾した。県が調停に乗り出
し、いわき市が発足するのは1966年（昭和
41）10月である。
　この地域は、石油化学コンビナートが象徴
する重化学工業に将来を託し、大同合併によ
り新市発足に向かっていた。この地域再編の
中でセンターが開設されたのである。
（2）旧常磐市の温泉の多角的利用
　石炭鉱業は旧常磐市の経済を支える大きな
柱であったが、炭鉱縮小に伴い、同市は炭鉱
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離職者などへの公営住宅建設や失業対策など
に追われた 40）。また、同市の発足時から、
排湯口移設関係の問題があり、旧平市など4
市にも温泉に触手を伸ばす動きがあった 41）。
　炭鉱と温泉地がある内陸部の同市は、新産
業都市建設に不利であり、合併に反対であっ
た。そこで同市は、市民生活の改善と安定化
のため温泉に活路を求めて市営白鳥温泉を事
業化した。同市刊行書によれば、1959（昭
和34）年に市内白鳥地区で常磐炭礦が温泉を
揚湯するのに際し、同市は県及び同社本社へ
陳情を行い、温泉開発課を新設し、県衛生研
究所の温泉分析も得た 42）。翌年には本格着
工をし、1961（昭和36）年秋からは給湯を
始め、一般家庭や農業などに活用していっ
た 43）。同市は、温泉を基に独自のまちづく
りをしていたのである。
　この白鳥温泉ポンプ場からの送湯が、セン
ター開設当初の温泉である。1961（昭和36）
年の市政概要には、「この施設は研究のため
であるから温泉の多角的利用と畜産振興の一
拠点となることが期待されている」とある 44）。
同市はセンター開設に前向きであったことが
窺われる。一方、地元紙の「いわき民報」は、
センター開所を前に特集記事を組んでいる
が、これによれば、1億円にのぼる道路の開
削や建設、温泉水道、電気、塗装、木工の各
工事について、JRAは中央の大手企業では
なく、市内企業へ多くを発注している 45）。
　旧常磐市内外は混迷の中にあった。しか
し、市の施策や市内企業への発注などからす
ると、センターはこの地域に好意的に受け入
れられたものと考えられる。
（3）センターに対する観光利用とその問題点
　旧常磐市は、センターに観光的要素がある
ことも自覚していた 46）。また、温泉関係者に
も観光の目玉の一つにする機運があった 47）。
常磐ハワイアンセンターは開業前であり、日
本でも類をみない馬の温泉療養施設は、観光
に恰好なものと考えられてもいたのである。
　しかし、観光客の思惑と振る舞いは、療養

馬やセンターには酷な面があった。職員の多
くは専門職で人数も限られる。一方、レジャ
ー志向の観光客は、馬が温泉浴をしたり泳い
だりするのはもの珍しく、馬をいわば見世物
扱いにした。センターは観光客のマナーの悪
さに手を焼いたのである。傑出馬が入所する
とこの傾向は悪化する。マスコミが押しか
け、療養馬の神経を高ぶらせた。ファンは群
れをなし、職員やガードマンは対応に追われ
た 48）。
　センターの最近の動向として、東京発着の
バスツアーがある。見学時間を90分と余裕
をもたせ、県内有数の牧場見学、宿泊先での
総研職員の講座、福島競馬観戦をセットした
ものである。センター所長は初の試みとし、
旅行会社は早期に完売と回答した 49）。セン
ターは、温泉を用いた動物園ではない。競走
馬やセンターを理解しようとする人をセンタ
ーは歓迎していることをこの試みは示唆して
おり、また、これを支持する人は一定数いる
のである。
（4）センターと地域との関係と課題
　この地域の人たちとセンターとは、単なる
観光客の送り手と受け手という関係だけでは
ない。センター所長によれば、近隣の幼稚園
や保育園、小学校の見学に応じているとい
う。学校の特別活動には、学校行事としての
目的がある。子供たちは、全国の競走馬がな
ぜセンターに来ているのかを学び、リハビリ
テーションに励む馬を見つめる。また、いわ
き湯本温泉郷の旅館関係者によれば、地域住
民は三世代にわたりセンターを訪れていると
いう。どちらも、特定馬だけが目当てではな
く、現前の馬が復帰して疾走する姿を思い描
く。この地域の人たちには、競馬場での馬の
応援ではなく、センターから復帰する故障馬
に対する応援の思いが起こる。センター所長
も、復帰したどの馬も元気に走ってくれると
われわれスタッフも喜ばしいと答えている。
地域の人たちとセンター職員には、共通する
思いがある。
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　観光客の誘客だけでなく、故障馬を迎い入
れ、復帰馬を送り出すという、この温泉地し
かできない思いを具現化すれば、両者の関係
は一層深まる。温泉の良さを認め合う関係で
あることから、例えば地域ファンドを創設す
るなど、地域がセンターを支援するような仕
組みを構築するなど、地域住民が抱く故障馬
への思いを凝縮し、工夫を凝らすことが重要
である。これは、ひいては一選抜されたこの
温泉郷の個性や魅力を引き出すにつながって
いく。
　一方、現在のいわき市では、旧常磐市の時
に比べるとセンターへの関心は薄らいでい
る。市制施行50周年記念誌でのセンターの
記述は、旧14市町村の章にある 50）。また、
東日本大震災を記録したものは、センターが
援助物資を届けたことや、給水活動をしてい
たことを記していない 51）･52）。さらに、イン
ターネットなどの普及もあり、市観光まちづ
くりビューローや同総合観光案内所でセンタ
ーへの照会は少ないという。馬の水泳は珍し
く、夏季には多くの見学者が来るというが、
プールは各トレーニング･センターにある 53）。
療養の必要がなく、疾患もない競走馬は、決
して温泉があるセンターには来ないのであ
る。
　中核市の同市は、権限付与された事務事業
は多く、温泉利用型健康増進施設もある。保
健衛生や福祉などの事業は、骨折などの高齢
者の介護予防では、センターの取り組みは参
考になると思われる。また同市は、地域の多
様性を踏まえて、市内各地を舞台に見立てた
まちづくり事業を始めている 54）。市民によ
って地域の魅力を再発見するなど、地域の活
性化を目指した観光施策を図るのも一考であ
る。さらに、センターが教育や災害対策など
で地域貢献をしていることから、市とセンタ
ーとの連携を図っていくことも期待される。

6　まとめ
　通称「馬の温泉」は業務上、獣医学などか

ら研究がなされている。これに対し、その歴
史的経過と温泉地域との関わりから考察した
のが本稿である。
　第一の考察として、センターは3つの段階
を経てきていると考えられる。競走馬にとっ
て四肢の故障は避け難い一種の職業病であ
り、総研が温泉療法に着目し、選定標準を設
けてセンターを開設したのが第一段階であ
る。また、馬の輸送実験と観察により、その
実効性を図ったのが第二段階である。廐舎が
集まる関東から比較的近く、馬の安定輸送や
自然環境、豊富な温泉があるいわき湯本温泉
の選定は、結果として妥当であった。温泉地
が多い日本とはいえ、これに適した地は限ら
れていた。さらに、放牧の重要性を意識しつ
つ、各種のリハビリテーション設備の開発に
注力したのが第三段階である。
　なお、温泉に関しては冒険をしている。馬
への温泉の適用などは一切確立してはおら
ず、センターは一から実証していった。なお、
土地取得が先行したため、温泉の泉質などは
当地での対処的研究ではあるが、馬に対する
温泉の効果を明らかにしていったのである。
また、温泉源の炭鉱閉山があったが、泉質の
変化に大きく左右されなかったことや、各種
の研究が支えとなり、今日の「馬の温泉」の
確固たる地位を築いたのである。
　JRAの出走実頭数及びセンター入所延頭
数の推移などと、名馬による入所事例を示し
た。センターは、関東の所属馬から全国の所
属馬へとその活用が進んだ。また、後世に名
を残す名馬が入所し、復帰後は著名なレース
で優れた戦績を残している。センターは、歴
史的にも好成績をあげているといえよう。な
お、温泉療養とリハビリテーションの期間
は、短期では1～ 2カ月、長期では約1年を
要している。競馬が大衆化したこの30年間
の中で、センター入所延頭数が高い数値が続
くとおり、繊細な動物である競走馬に対し、
競馬は相当な負荷がかかっていることがわか
る。各馬は、センターでストレスを和らげ、
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リハビリテーションを続け、疾患と折り合い
ながら、再度、厳しい調教を経た上で出走を
果たすのである。
　第二の考察とした、センターの温泉地域と
の関わりからすると、センターは、地域と密
接に結びついていた。福島県の一般的通史書
のとおり、新産業都市の建設や、その後に発
足するいわき市は、確かに地域の大きな動き
であった。しかし、センターは旧市独自の温
泉施策と衰退しつつあった産業振興に関わっ
ていた。また、センター自体の業務に関わる
が、廃土の利用や、温泉地の抜本的な温泉源
の確保、東日本大震災での支援活動などで、
センターは、この温泉地域に向き合う姿勢を
貫いてきていたのである。
　現在のいわき湯本温泉といわき市は、セン
ターの発展や意義を認識できるが、この関係
はややぎこちなく見える。半世紀とはいえ、
温泉地域とセンターは、温泉を通じた仲間で
ある。有名馬の入所に沸き立つのはやむを得
ない面はあるが、温泉で心身を癒し、リハビ
リテーションに励む馬を平素から見る地域住
民には、ガンバレという、傷ついた馬への応
援の思いが起こる。この発想に工夫を凝らし
て、地域独自のセンターとの関係を編み出す
ことが重要である。
　一方、いわき市も、市内外の観光事業を担
う部門だけではなく、多くの部門がセンター
と交流を図ることが大切である。例えば高齢
者の骨折は、手術をしたとしても、他方の足
へも負担がかかり、場合によっては寝たきり
につながりかねない。介護予防という点で
は、温泉療法とリハビリテーションを行って
いるセンターの取り組みは参考になるであろ
う。また、センターが地域貢献に理解がある
ことから、その連携を深めることも期待され
る。
　いわきにしかない「馬の温泉」は、日本の
みならず、世界的にも貴重な取り組みであ
り、温泉地域の貴重な資産である。これが「い
わき馬の温泉」として揺るぎない地位を築く

ためには、地域の取り組みが大きく左右す
る。またこれが、いわき湯本温泉の良さを知
らしめることにつながるであろう。
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１　はじめに
（1）研究の背景
　日本の温泉地域は、都市観光地域と共に現
代日本の観光地域を形成している。特に、温
泉地域は江戸時代から療養温泉地域（湯治場）
として機能し、高度経済成長期で観光温泉地
域に方向転換をしたところが多い。その究極
は、熱海・伊東・別府と言った温泉観光都市
（温泉都市観光地域）の登場となった 1）。その
結果、古くから療養温泉地域として機能して
いた温泉地域の大半が廃れ、温泉地域の方向
性が見えなくなってきた。そうした中で、安
定経済成長期以降、秘湯系・癒し系の温泉地
域が脚光を集め、従来の湯治客とは違う、い
わゆる観光客が入り込むことになった 2）。
　本来、温泉地域の機能は療養（湯治）機能
であり、今風で言えば、長期滞在（ロングス
テイ）の顧客が多かった。高度経済成長期で、
1泊宴会・観光型の温泉観光地域が流行し、
いまから思えば、その方向性は、温泉の機能
から言えば、誤りだったかも知れない。そこ
で、今回、温泉地域における長期滞在につい
て、研究テーマを定め、調査を進めた。持続
可能な温泉地域の方向性を示す場合は、温泉
地域としての本来のあり方、方向性を再構築
することは意義深いと考える。
　日本を代表する温泉地域として別府温泉が
知られる。別府市には8ヵ所の温泉地域が点
在し、別府八湯と称されている。別府八湯の
中でも、鉄輪温泉は九州を代表する療養温泉

地域であり、現在でも湯治機能を保持してお
り、調査地域として最適と判断として、調
査・研究に取り組んだ。
（2）研究の目的
　本研究の目的は、別府市鉄輪温泉における
長期滞在の実態を明らかにすることである。
今回は、旅館経営者（主人又は女将）及び宿
泊客に対して聞き取り調査を実施した。
（3）研究の方法
　研究の方法は、文献調査、そして旅館経営
者（主人又は女将）及び宿泊客に対する聞き
取り調査、及び関係機関（旅館組合・市役所・
観光協会など）に対して資料収集・聞き取り
調査を実施した。諸般の事情で、宿泊客に対
する調査は制限されたが、経営者から詳細な
聞き取り調査を実施した。調査した旅館は3
軒で、和風旅館2軒・貸間旅館1軒である。
前者の和風旅館においても湯治客が散見され
た。
（4）従来の研究成果
　温泉地域の長期滞在に関する実証的な研究
は比較的少ない。一例として、地理学の立場
では、浦（2015）（2016a）（2016b）（2017）
などがある。
　観光学の立場では総括的な論文を含める
と、内田・井上（2015）、井上・内田（2015）
（2016）、黒田（2016）、千葉（2010）（2012a）
（2012b）、畠田（2012）（2013）（2014）（2017）
（2018）などの論文がある。
　井上・内田・浦の論文は温泉地域を舞台と

別府市鉄輪温泉における長期滞在の実態
Long-term Stay in Kannawa Onsen, Beppu City

浦　達 雄＊　　室 岡　祐 司＊
Tatsuo URA　Yuji MUROOKA

キーワード： 温泉観光（spa tourism）・長期滞在（long-term stay）・鉄輪温泉（Kannawa spa）・
別府市（Beppu city）・聞き取り調査（interview）

＊九州産業大学（Kyushu Sangyo University）

温泉地域研究　第31号　49～ 56（2018）
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しており、畠田の論文は別府温泉を中心とし
ている。実証的・理論的な研究が主体だが、
浦の場合、関係者に対する聞き取り調査によ
って実態分析を行っている。
　これまでの研究は理論構築の研究が主体
で、実証研究・実態調査は比較的少ない。た
だし、井上・内田・浦などの論文は実証研究・
実態調査が主体となっている。しかし、特定
地域を事例とした聞き取り調査による研究は
少ないと思われる。そこで、本報告研究では、
鉄輪温泉を事例として、聞き取り調査を主体
に論考をすすめた。

２　鉄輪温泉の概要
（1）旅館業の実態
　別府市鉄輪温泉は、古くから療養温泉地域
（湯治場）として機能し、高度経済成長期以
降、別府八湯では、別府温泉と共に2大温泉
集落を形成した。しかし、1973（昭和48）年
の石油危機以降、団体客が激減し、別府温泉
では大型倒産が目立つようになった。鉄輪温
泉は、療養温泉地域の機能を維持し、小規模
旅館が多かったので、倒産は免れたが、九州
横断道路沿いに進出した観光旅館の大半は廃
業または経営者の交代が行われた。
　特に、バブル経済崩壊後は事業継承の立場
からみた後継者不足、平成不況の影響なども
あって、転業や廃業が続出し、旅館数の減少
が始まった。2017年現在、別府市全体の旅

館数は111軒（別府市旅館ホテル組合連合会
加盟）を数えるが、鉄輪温泉は38軒（鉄輪旅
館組合26軒・鉄輪やまなみ旅館組合12軒）
に留まっている。鉄輪旅館組合は和風旅館と
貸間旅館が主体の組合で、鉄輪やまなみ旅館
組合は観光旅館と和風旅館が多い。後者の旅
館はマイクロバスを付帯し、さらには外来資
本による経営で九州横断道路付近に立地して
いる。
（2）宿泊客の実態
　鉄輪温泉の宿泊客は、第2次世界大戦後、
炭田開発もあって、北九州からの炭鉱労働者
の入り込みが多かった。湯治＋遊びの形態
で、1泊から数泊の宿泊を行った。フェリー
の関係で、温泉の少ない広島県からの顧客も
多かった。その他には、湯治団体である。ユ
ニークな団体として、広島県の福山遊楽会が
ある。1954年から2月のオフシーズンを利
用して10泊程度の滞在があって分宿を行っ
た。半世紀近く続いたが、高齢化で現在は行
われていない。また観光旅館では別府温泉同
様に修学旅行生の受け入れも行った。
　ところで現在、長期滞在をサポートする貸
間旅館（源泉旅館）は2軒に留まり、その数
は激減している。しかし、貸間旅館から方向
転換した和風旅館は比較的多い。今回、調査
旅館として、前者はＡ旅館、後者はＢ旅館・
Ｃ旅館の3軒を取り上げた。各旅館の概要は
表1に示す通りである。開業はすべて第2次

表１　温泉旅館の概要

（注）聞き取り調査により筆者作成。
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世界大戦以前で、いわゆる老舗旅館と言えよ
う。

３　温泉旅館の実態
（1）Ａ旅館
　Ａ旅館（写真1）は1941（昭和16）年開業で、
開業動機は親戚の中野屋（現在、廃業）が満
館となって、中野屋の顧客を泊める形で、開
業となった。屋号は当時の大横綱・双葉山を
意識したものである。Ａ旅館の祖先は土着と
言われ、その歴史は江戸時代までさかのぼ
る。
　Ａ旅館は、陽光荘と共に、鉄輪温泉を代表
する貸間（湯治）旅館として機能し、高度経
済成長期以降、鉄輪の湯治場機能を支えてき
た。2軒共に源泉を所有し、いわば源泉旅館
である。いずれも地獄蒸しを体験出来る施設
（自炊施設）を具備している。

　建物は和風で2階建、部屋数は25室、収
容人員は60人を数える。宿泊客の大半は保
養客や湯治客で、温泉入浴と共に、地獄蒸し
料理を楽しんでいる。温泉施設は内湯3ヵ所
で、内訳は男湯・女湯・混浴となる。宿泊客
の傾向は、次の通りである。
①高齢化で顧客が減少傾向。
②身体的な癒しよりも精神的な癒しを求め
る。
③外国人は、日本語を話す方のみを泊めてい
る。
④2017年2月、ＮＨＫのブラタモリ放映以
来、いわゆる観光客が増えてきた。
　女将、そして宿泊客に対して聞き取り調査
を実施した。以下、その事例となる。
　〔2017年11月6日（月）の宿泊客〕
①広島県呉市からの女性3人（70歳代）。電
話予約。4泊5日。母親（90歳代）が逝去

写真１　Ａ旅館
（注）左上：玄関先。左下：内湯（混浴）。右上：客室。右下：地獄蒸し。
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したので、母親が湯治した思い出のＡ旅館
を訪問。目的は湯治。芝居などを楽しむ。
②大阪府からの女性1人（70歳代）。電話予約。

20日間滞在。目的は湯治。大腿骨が悪く
て、入浴と治療院でマッサージを行う。
③男性1人（50歳代）。電話予約。11日間滞在。
目的は湯治。
④福岡市からの男性1人（80歳代）。電話予約。

15日間滞在。目的は湯治。友人2人が、
慰安のため2泊する。
⑤島根県からのカップル（60歳代）。電話予
約。常連客。3泊4日。目的は墓参りと湯治。
　墓は熊本県にあるが、地震で壊れたので、
今回修復した。
⑥広島県からの男性1人（70歳代）。会社の
会長で、数年前から毎日滞在。飼い犬が入
浴可能な自分専用の浴室を整備。
　〔その他の日の宿泊客〕

①東京からの男性1人（30歳代）。電話予約。
6泊7日。精神的に疲れて湯治を行う。部
屋でパソコンを使って仕事をしながら回
復。
②福岡市からの女性1人（30歳代）。電話予約。

2泊3日。精神的に疲れて、何もしないで
地獄蒸し料理と湯治で復活。
（2）Ｂ旅館
　Ｂ旅館（写真2）は明治中期の開業で、温泉
山永福寺の宿坊として開業した。永福寺は鎌
倉時代に一遍が鉄輪を訪れた際に、大友頼泰
から寄進を受けた湯滝山松寿寺が起源とされ
ている。江戸時代には「松寿庵」と呼ばれた。
その後、何度か廃絶し、1891（明治24）年に
広島県尾道の永福寺の寺号を借り受け、現在
の名称となった。
　Ｂ旅館は、湯治旅館を克服して、現在和風
旅館として機能している。とは言え、食事無

写真２　Ｂ旅館
（注）左上：玄関先。左下：男性露天風呂。右上：客室。右下：料理。



－53－

しの湯治客も散見される。源泉は1956年頃
に掘削し、蒸気と温泉水が湧出している。内
湯旅館となった。
　建物は和風で2階建、部屋数は9室、収容
人員は25人を数える。宿泊客は保養客・湯
治客・観光客で、温泉入浴と共に、オーナー
シェフによる地産地消料理が楽しめる。休憩
の際、噴気で蒸した「凸凹プリン」（5種類）（有
料）を食することが出来る。
　温泉施設は内湯2ヵ所、露天風呂2ヵ所で、
内湯は貸切風呂が可能である。2017年10月、
湯量の資源保護の観点から、男性露天風呂以
外、浴槽面積を少しだけ狭くして、湯量の安
定確保に努めている。
　主人は鉄輪の街づくり団体である鉄輪愛酎
会の会長を務め、鉄輪俳句筒優秀句集「湯け
むり散歩」の編集長を永らく行った。
　宿泊客の傾向は次の通りである。
①滞在客が減って、1泊2日の形態が増えて
いる。
②料理を求める傾向にある。
③外国人の宿泊が1日1組はある。
④以前多かった広島方面からの宿泊客が減っ
ている。広島航路の廃止、高齢化など。
　主人及び女将、そして宿泊客に対して聞き
取り調査を実施した。以下、その事例となる。
　〔2017年11月６日（月）の宿泊客〕
①ドイツのライプチヒからの男性1人（30歳
代）。ネット予約。2泊3日（食事無し）。
目的は観光。山登りが好きで、阿蘇へ日帰
り観光をした。日本には4週間滞在して、
各地を旅行。費用は4,000ユーロ。
①鹿児島県からの男性2人（50歳代）。電話
予約。観光バスの運転手。1泊2日（食事付）。
お客は由布院での宿泊。
②福岡県からのカップル（60歳代）。電話予
約。1泊2日（食事付）。目的は国東半島で
の願掛け。
　〔その他の日の宿泊客〕
①大阪市からの男性1人。ビジネスホテルを
経営する会長（80歳代）。電話予約。2泊3

日（食事付）で湯治を行った。
②東京からのグループ4人。電話予約。4泊

5日（食事付）。東京在住のベテラン有名歌
手が末期ガンの治療で湯治。歌手夫妻とス
タッフを含めて4人。部屋にいながら入浴
をして静養。
（3）Ｃ旅館
　Ｃ旅館（写真3）は1939（昭和14）年開業で、
Ｂ旅館からの分家となる。馬車（亀川～鉄輪）
の駅に近いこともあって、馬車で酔った人が
軒下で休むことがたびたびあり、酔って一休
みをした福岡県の方のすすめで、貸間旅館を
開業した。当時は湯治旅館だったが、現在は
和風旅館として機能している。
　建物は和風で2階建、部屋数は11室、収
容人員は30人を数える。宿泊客は保養客・
湯治客・観光客で、温泉入浴と共に女将によ
る手作り料理が楽しめる。
　温泉施設は露天風呂2ヵ所・内湯（蒸し湯
付）1ヵ所で、いずれも貸切風呂が可能であ
る。蒸し湯は石菖（セキショウ）を敷いてい
る。源泉が枯渇したので、現在はほかの源泉
2ヵ所から引湯を行っている。
　宿泊客の傾向は次の通りである。
①滞在客が減って、1泊2日の形態が増えて
いる。
②1人のビジネス客が比較的多い。
③外国人の宿泊が1日1組はある。
④高速道路（東九州自動車道）の開通で、鹿
児島・宮崎方面から増えている。
⑤以前は、フェリーの関係で、香川県・徳島
県・広島県が多かった。
　主人及び女将、そして宿泊客に対して聞き
取り調査を実施した。以下、その事例となる。
　〔2017年11月6日（月）の宿泊客〕
①鹿児島県からの家族（大人6人・子供3人）。
電話予約。1泊2日（食事付）。目的は観光。
②香川県坂出市からの女性2人（20歳代）。
電話予約。1泊2日（食事付）。目的は観光。
③長崎県からの家族連れ（大人2人・子供1人）
（30歳代と小学生）。電話予約。1泊2日（食
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事付）。目的は観光。
④宮崎県からの女性1人（80歳代）。電話予約。

2泊3日（食事付）。目的は湯治。
⑤福岡県からの女性1人（50歳代）。電話予約。

5泊6日（食事無し）。目的は湯治。
　〔2017年11月5日（日）の宿泊客〕
①大分県中津市からの女性4人（60歳代・70
歳代）。電話予約。1泊2日（食事付）。目
的は観光と休養。
②佐賀県からの女性2人（20歳代）。ネット
予約。1泊2日（食事付）。目的は観光と休養。
③カップル（60歳代）。電話予約。2泊3日（食
事付）。目的は湯治。
　〔その他の日の宿泊客〕
①タイからのカップル（20歳代）。電話予約。

1泊2日（食事付）。目的は観光。
②福岡市からの男性1人（60歳代）。電話予約。

1泊2日（食事付）。目的は仕事。

（4）共通点と相違点
　3旅館の共通点としては、以下の点が挙げ
られる。
①貸切風呂など温泉施設が充実している。
②湯治料金を設定して、素泊まりや食事無し
にも対応している。
③宿泊の目的は、湯治・静養・観光・仕事と
様々である。
④インバウンドが増えている。ただし、外国
人は食事無しの宿泊が多い。
⑤肉体的な癒しよりも精神的な癒しを求める
傾向にある。
⑥湯治にしても観光にしても、宿泊客は自分
で考えて、行動をしている。
　3旅館の相違点としては、以下の点が挙げ
られる。
①予約は直（電話）が多いが、Ａ旅館以外は
ネット予約が増えている。

写真３　Ｃ旅館
（注）左上：玄関先。左下：貸切露天風呂。右上：客室。右下：自炊施設。
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②Ｂ旅館以外は、自炊設備が充実している。
③Ｂ旅館の料理はオーナーシェフとなる。
④Ａ旅館は湯治主体、Ｂ旅館は観光主体、Ｃ
旅館は観光＋湯治が多い。

４　まとめ
　本報告研究では、3旅館に対して、2017
年11月7日、その他の日に聞き取り調査を
実施し、その他、別の日に旅館組合など関係
機関から聞き取り調査を実施した。その結果
を主に整理して、まとめとしたい。
①鉄輪温泉で源泉を持つ貸間旅館は2軒に減
少している。
②大半の貸間旅館は、和風旅館に方向転換を
行っている。
③鉄輪温泉と言えば、共同湯となるが、最近
の傾向として、共同湯に入らず、館内での
入浴に留まる傾向にある。
④経営者の交代など新陳代謝が進んで、高級
旅館など新しいタイプの温泉旅館が開業し
ている。
⑤街歩きに必要な軽食店やスイーツ店などが
増えている。
④今回の調査を通して、長期滞在が少ないこ
とが判明した。Ａ旅館は1泊3,500円とリ
ーズナブルで、長期滞在は可能だが、他の
旅館は1万円（1泊2食）もするので、長期
滞在は難しいと思われる。
⑤今後の地域の課題として、鉄輪ＤＭＯ 3）を
立ち上げることで、宿泊客を誘導して長期
滞在を進めたい。具体的には、長期滞在が
可能な旅館、滞在メニューの具体的な提
示、食事処・散歩コース・温泉施設・治療
院などの周知徹底である。
⑥今後の研究の課題として、湯治旅館を主体
として聞き取り調査を継続し、温泉と心身
の癒しの因果関係などを探求することを心
がけたい。つまり、温泉が実際に心身に効
くかどうかを明らかにしたい。

付記
　本研究は、九州産業大学産業経営研究所の
平成29年度基礎研究プロジェクトの研究成
果の一部である。なお、現地調査は2017年
11月17日などに実施した。写真は浦達雄の
撮影となる。
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注
 1） 山村順次（1987）：『日本の温泉地　その発
達・現状とあり方』日本温泉協会、258頁。
山村は本書で、日本の温泉地の発達史を明
確にして、温泉地の類型として、療養型・
保養型・観光型の3タイプに分類した。

 2） 浦達雄（2013）：「温泉地の活性化」『観光研
究論集』（大阪観光大学観光学研究所年報）
第12号、1-10頁。本稿では、安定経済成長
期以降、日本の温泉地は、熱海や別府など
のような1泊宴会型の観光系ではなく、田
舎でノンビリ過ごす、いわゆる「癒し系」や
「秘湯系」の温泉地が消費者の注目を集める
ことになって、その代表例が、癒し系では、
黒川温泉（熊本県）・由布院（大分県）などで
ある、と指摘している。

 3） DMO は、Destination Management 
Organizationの略。当該地域の観光資源な
どに精通し、地域と協同して「観光地域づく
り」を行う法人のことで、従来の観光協会で
はなく、鉄輪を中心としたマネージメント
を意識した組織づくりの提案となる。
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１　はじめに
　大分・熊本・長崎の3県にまたがる九州横
断観光ルートは、別府～湯布院～九重～阿蘇
～熊本～天草～島原～雲仙・小浜～長崎を結
ぶ九州観光のゴールデンルートと称されてき
た。これらの観光地域は、噴気をあげる火山
や周辺地域の豊富な湯量・泉質の温泉（図1）、
変化に富んだ海岸線、中国やヨーロッパの文

化と融合した伝統文化を有する。このため、
地域の多様な景勝地・史跡・伝統芸能・伝統
工芸・郷土料理などは、明治時代以降、全国
に先駆けて観光資源として活用され、九州の
観光先進地域を形成した。
　本稿は、九州横断観光ルートである大分県
道・熊本県道11号別府一の宮線（別府市～阿
蘇市）、国道57号（大分市・長崎市間のうち、
阿蘇市～長崎市）に、国道206号（長崎市～
佐世保市）を加えた沿線地域および周辺地域
を対象に、多様な観光資源の有機的な連結に
よる観光地域区分と観光多様性の概念を試み
る。
　具体的には、まず、九州横断観光の原点と
も称される油屋熊八の観光概念とルート構想
を概説する。次に、九州横断観光ルートの沿
線自治体の宿泊者数（宿泊旅行統計調査2015
年、観光庁）と人口（国勢調査2015年、総務
省）による観光地域指数を用いて、地域の観
光業への依存度を明示する。さらに、W.ク
リスタラー（Walter Christaller）の中心地
理論（central place theory）1）を応用して、
九州横断観光ルートの各観光地域における観
光多様性の概念を提示する。

２　九州横断観光の原点─油屋熊八の九
州横断観光ルートの構想と実現─
　「別府観光の父」と称された油屋熊八（1863

九州横断観光ルートの観光地域区分と観光多様性の試論
Essay on Regional Classification of Tourism and Tourism Diversity

on the Kyushu Crossing Scenic Route

池 永　正 人＊
Masahito IKENAGA

キーワード： 九州横断観光ルート（Kyushu crossing scenic route）・観光地域区分（regional 
classification of tourism）・観光多様性（tourism diversity）・観光地域指数
（regional index of tourism）

温泉地域研究　第31号　57～ 62（2018）

＊長崎国際大学（Nagasaki Internatinal University）

図1　火山地域の主な温泉地
（注）筆者作成。
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〔文久３〕～ 1935〔昭和10〕年、享年72）は、
愛媛県宇和島から別府にやって来て、亀の井
旅館（1911年）、亀の井自動車（1928年、定
期観光バス）、別府宣伝協会などを設立して
事業展開し、別府観光の礎を築いた（写真1）。
油屋の観光概念は、「①まず寝具と食事、②
自分がエンターテイメントだ、③乗りものが
大切、④宣伝はバーンとやるべし、⑤オリジ
ナリティ、⑥いくつもの点をむすぶ」とする
内容であった 2）。これらは、現在の観光事業
においても、何ら変わるところがない普遍的
な考え方である。
　この観光概念のうち、現在の観光地域の活
性化において重視されているのが、「いくつ
もの点をむすぶ」である。「とても素晴らし
い観光地であっても、そこだけが孤立してい
たのでは美味しいまんじゅうが1個しかない
ようなものだ。それを食べてしまっても、ま
だある、また食べても、まだあるというふう
に、観光地はどこまでも美味しさがつづい
て、はじめてゆたかなのである」。この言葉
は、観光地は孤立するのではなく、隣接する
観光地と連結することで観光客の楽しみ、喜

びが増すとする趣旨であり、まさに九州横断
観光の原点といえる。
　油屋は具体的なルートとして、別府～由布
院（湯布院）～久住高原（九重）～阿蘇～雲
仙～長崎を結ぶ広域観光ルート構想を考案
し、1928（昭和3）年に九州横断観光道路の
建設を提唱した。この構想は、36年後の東
京オリンピック開催年の1964（昭和39）年
に、旧日本道路公団が有料の別府阿蘇道路
（通称：やまなみハイウェイ、全長50㎞）を
開通させて実現した。なお、この道路は既述
の別府と阿蘇を結ぶ県道11号の由布市水分
峠と阿蘇市一の宮町の区間であり、1994（平
成6）年に30年間の料金徴収期間を終えて無
料になった（写真2）。

３　九州横断観光ルートの観光発展と観
光多様性
（1）観光地域指数の考案と検証
　観光業への依存度を定量的に表現する指標
として、観光地域指数を考案した。観光地域
指数は、都道府県および市町村など当該自治
体における年間宿泊数の1日平均を人口で除
し100を乗じた値であり、1日の宿泊者数と
人口が同じであれば基準値は1.0となる。な
お、階級区分は設けていないが、数値が大き
いほど観光業への依存度が高いことを示す。
　九州7県の観光地域指数を算出すると、大

写真1　油屋熊八
（注）『朝日新聞』2004年7月3日付より転載。

写真2　九州横断観光道路（九重連山風景）
（注）筆者撮影。2015年6月6日。
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分県と長崎県が共に1.7で最も高く、熊本県
も基準値を超える1.1を示していることか
ら、九州横断観光ルートに該当する3県の観
光業への依存度が高いことがわかる（図2）。
大分県は別府温泉郷、由布院温泉、九重温泉
郷など全国的に著名な温泉地をはじめ、県内
各地に温泉地が分布し、温泉湧出量は毎分
28万リットル（2017年3月末）3）で、全国
273万リットルの1割を占める。また、鶴見
岳（別府）・由布岳（由布院）・九重連山（九重）
の一連の火山地帯は、阿蘇くじゅう国立公園
の指定区域となっている。
　一方の長崎県は、島の数971島（全国第1
位）、海岸線の延長4,195㎞（全国第2位）と
いったように、平地に乏しいが東シナ海に面
し古くから中国や西洋諸国との交易が行わ
れ、和華蘭（わからん）と称される日本・中国・
西洋の文化が融合した地域であり、多様で特
異な観光資源を有する。
　西洋文化に関連する観光資源としては、長
崎市には世界文化遺産のグラバー邸宅（2015
年登録）や大浦天主堂（2018年登録）、江戸

時代に西洋の文物が導入された出島和蘭商館
などがある。また、佐世保市はオランダの中
世・近世の街並みを再現した大型テーマパー
クのハウステンボス（2017年の入場者数282
万人）4）、アメリカ食文化の影響を受けた佐
世保バーガーが広く認知されている。さら
に、島原半島は明治時代から昭和初期に西洋
人が滞在する国際リゾートとして繁栄した雲
仙温泉、2018年に世界文化遺産に登録され
たキリシタン迫害地の原城跡を有する。
　次に、九州横断観光ルート沿線地域の観光
地域指数については、別府市～阿蘇地域の区
間で観光業への依存度が高い（次頁の図3）。
この区間は、既述のように連続する火山の周
辺に温泉地が多く分布し、人口23万人の地
域に年間461万人が宿泊しているためであ
る。
　とりわけ、阿蘇地域（1市3町3村、人口6
万人、年間延べ宿泊者数196万人）が8.4の
最高値を示し、別府市（人口12万人、年間延
べ宿泊者数220万人）も4.9の高い数値であ
る。
（2）九州横断観光ルートの観光多様性
　地域の多様な資源を有機的に連結させて観
光活用することを、筆者は「観光多様性」と
呼称している。観光多様性とは、健康増進、
風景観賞、自然観察、地域学習など、老若男
女の幅広い客層の身体的・知的欲求を満たす
多種多様な観光活動である 5）。九州横断観光
ルートは多様な観光資源を有し、①別府・湯
布院地域、②九重・黒川・阿蘇・熊本地域、
③長崎県と天草地域の3つの観光地域に大区
分できる（図4）。これらの観光地域に共通す
る観光資源は、「海・山・温泉」といった自
然資源に基づく地域固有の歴史・文化であ
る。また、このような観光特性をもつ九州横
断観光ルートへの交通機関は、現在では九州
自動車道（北九州市～鹿児島市）、大分自動
車道（鳥栖市～大分市）、長崎自動車道（鳥栖
市～長崎市）を利用した高速道路交通が主流
をなしている（図5）。

図2　九州7県の観光地域指数（2015年）
（注）宿泊旅行統計調査（2015年、観光庁）および国
勢調査（2015年、総務省）により筆者作成。
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図3　九州横断観光ルート沿線地域の観光地域指数（2015年）
（注）大分・熊本・長崎3県の観光統計（2015年）および国勢調査（2015年）により筆者作成。

図4　九州横断観光ルートの観光地域区分概念図
（注）筆者作成。
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図5　九州横断観光ルートへの高速道路交通
（注）筆者作成。

図6　九州横断観光ルートの各観光地域における観光多様性の概念図
（注）筆者作成。

九重・黒川地域

長崎観光三角地域

別府・湯布院地域

阿蘇・熊本地域
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　さらに、②九重・黒川・阿蘇・熊本地域を
2分して、4ヵ所の観光地域の観光多様性を
提示すると図6のとおりである。
　この観光多様性概念図は、地理学者クリス
タラーの中心地理論をヒントに筆者が考案し
たものである。各観光地域は、主力の観光資
源を社会情勢に応じて周辺の多種多様な観光
資源と有機的に連結させて魅力的な観光情報
を発信することで、継続的な観光客の誘致が
可能になるものと考える。ただし、それには
観光地域に暮らす住民の観光振興に対する共
通認識と、実現に向けての創意工夫による不
断の取り組みが不可欠である。

４　むすび
　本稿は、九州横断観光ルート沿線地域の観
光業への依存度を観光地域指数によって明ら
かにし、観光資源の地域特性を考慮して区分
した4ヵ所の観光地域における観光多様性の
概念を提示した。
　九州横断観光ルートは、九州横断観光道路
（やまなみハイウェイ）の開通以降半世紀に
わたって、九州の観光先進地域の確固たる地
位を築いてきた。それは、交通の利便性を高
めることで包蔵する多様な観光資源を有機的
に連結させて、ルート沿線地域の観光発展に
導いた。
　そして、九州横断観光ルートの継続的な観
光発展のためには、障がい者や健常者、国民
や外国人を問わず、老若男女のあらゆる客層
に対応した施設やサービスの質的向上に努め
て、観光の普遍性と地域性を併せ持った理想
的な観光地域を目指すことである。これは、
少子高齢社会で外国人観光客に依存する全国
の観光地域において普遍的に言えることであ
る。

注・参考文献
 1） 中心地は、その周辺地域に財やサービスを
供給する機能をもつ場所であり、都市の大
部分はこのような中心機能を有して勢力圏

を保持する。その機能のおよぶ範囲を都市
圏と呼ぶ。

 2） 大分の文化と自然探検隊・BAHAN事業部
（1992）：「油屋熊八と別府」『BAHAN』10
号。

 3） 環境省「平成28年度温泉利用状況」
  http://www.env.go.jp/nature/onsen/
（2018年7月14日閲覧）

 4） 佐世保市観光商工部観光課「平成29年佐世
保市観光統計」

  https://www.city.sasebo.lg.jp/kankou/
（2018年7月14日閲覧）

 5） 池永正人（2014）：「スイスアルプスの自然
環境保全と多様なアクティビティ」『地理空
間』第7巻第2号，169-184頁。
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黒川温泉の文献への登場
　ただいまご紹介に預かりました東海大学の
能津と申します。それではまず簡単に黒川温
泉の歴史について見ておきたいと思います。
　一番最初に出てくると思われるのは、1772
（明和9）年に増補編さんされた『肥後国誌』
の最終巻に「肥後国並豊州直入郡久住志略」
があり、そこのところに「熱湯并腐湯」とし
て記載（図1）されているのが黒川温泉と考え
られるのではないかということです。これは
極めて高温で硫化水素臭のある温泉を指して
いると思われます。ここには続いて単に「腐
湯」も記載されており、こちらは奥黒川にあ
る冷泉「雀（すずめ）地獄」のことと考えられ
ます。
　次に、明治時代の1886（明治19）年に内
務省衛生局が刊行した『日本鉱泉誌』の下巻
に、「黒川鉱泉」という名前で出ていまして、
源泉が「二箇所」あることが示されています。

浴室は五箇所あり、それぞれ二、三槽の浴槽
があります。旅館は十数軒あり、明治16年
の入浴客は600人ほど。そしてここでも、す
ずめ地獄は「寒の地獄鉱泉」として別項目、
独立した鉱泉として載っています。
　ですから黒川温泉とすずめ地獄は一応別物
という扱いで、古くからみなされてきたこと
が『日本鉱泉誌』の内容からもわかります。
　さて、明治時代の熊本県内温泉地の平均入
浴客数が先日、『熊本日日新聞』（2018年5
月23日付）に載りました。それを見ると、一
位日奈久温泉、二位山鹿温泉、三位地獄温泉、
四位栃木（とちのき）温泉、五位熊入（くまい
り）温泉、六位垂玉（たるたま）温泉、七位玉
名温泉、八位湯の谷温泉、九位平山温泉、十
位杖立温泉。明治時代には黒川温泉は番外で
すね。つまり黒川温泉は、昔は全然大したこ
とはなかったことが、一応歴史的に証明され
ています。
　大正時代に『熊本県阿蘇郡小国郷土史』と
いう本があります。比較的最近復刊されまし
たが、この黒川温泉という項目を見ると、「同

講　演①

黒川温泉の過去・現在・未来を考える

能津　和雄（東海大学九州教育研究センター）
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図1　『肥後国志』記載の黒川温泉
（出典）早稲田大学古典籍データベース。

表1　明治時代の県内温泉地平均入浴客数

（出典）『熊本日日新聞』2018年5月23日付。
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温泉は分析上有効の温泉にして古来有名なり
（中略）諸氏湯治を試みられし玄河（くろかは）
温泉の名、藩の内外に聞へり浴客は常に充満
し其多くは同郷人に外他県の人なり」と出て
います。ここでも雀地獄は「寒の地獄」とし
て記載されました。この時も、雀地獄は一応
別物という格好で載っていたことになりま
す。
　さて、戦後になると、1950年代の後半か
ら阿蘇山の観光開発が盛んになりました。
1964（昭和39）年には別府から湯布院を経て
阿蘇市宮地を結ぶ九州横断道路、通称やまな
みハイウェイが開通しています。ところが瀬
の本からの黒川までの道路整備が不十分だっ
たこともあって、九州横断道路から黒川温泉
が受けた恩恵というのは数年程度だったそう
です。その頃、1968年刊行の『大日本百科
事典』はどう書いているか。「田原川上流の
渓谷河畔の岩石や河床の間からわく」と書い
ていますから、いかにも自然湧出という感じ
です。
　1972年の官本常一による「私の日本地図」
シリーズでは、満願寺温泉などは詳しく書い
ているのに、黒川温泉については ｢ひなびた
古風な温泉｣ と一言で片付けられています。
要はどういうことかというと、昭和40～ 50
年代までは黒川温泉は湯治場として認識され
る程度の存在だったことがわかると思いま
す。

黒川温泉の発展と観光旅館協同組合
　先のやまなみハイウェイがどういうルート
だったかというと、別府、熊本、長崎を結ぶ
赤い部分と青い部分がやまなみハイウェイ、
緑色の部分までを含めて九州横断道路と呼ん
でいます。そして高千穂がここで、温泉マー
クがあるところが黒川温泉となります。大体
位置関係がおわかりになりましたでしょう
か。
　黒川温泉の急速な発展について、黒川温泉
観光旅館協同組合というのが1961（昭和36）

年に設立・登記されています。その目的は、
「組合が一括して借り入れた資金を組合員で
ある旅館に又貸し、転貸すること」でした。
これをふじ屋旅館の現経営者のお父様がまだ
ご存命の時に、「あれは金借り組合だよ」と
言われておりました。
　1983年に初めて代表理事が交代、つまり
22年間も代表理事が一緒だったわけですね。
1983年に交代した上にちょうどその頃から
各旅館が相次いで二代目と言われる若手経営
者に代替わりをして行きましたが、この二代
目の方々が繁盛旅館の洞窟風呂に範を取って
競うように露天風呂をつくっていったこと
が、黒川温泉にある種の魅力を生んだという
のは皆様ご存知の通りかと思います。
　そして1986年には旅館協同組合が加盟旅
館3箇所の露天風呂を入湯できる「入湯手形」
を発売し、1992（平成4）年には売上げが1
億円を突破するというヒット商品になりまし
た。この入湯手形の収益は、地域の環境整備
や組合業務に充てる職員の人件費、老人会へ
の入湯手形加工賃など、利益が地元に循環す
るシステムが構築され、広報活動にも力を入
れた結果、1997年の「じゃらん」、九州・山
口版人気観光地ランキングで見事一位を獲得
いたしました。実際にそのことが発表された
のは1998年になります。
　そして2002年には年間宿泊者数が40万人
近くになってピークに達したのですが、その
後減少に転じまして、大体2010年頃には下
げ止まって30万人前後で宿泊者数は推移し
ています。
　しかし2016年4月に熊本地震が発生して、
一部旅館や周辺道路が被災したことから、訪
問客数はその年は激減してしまいました。そ
の次の年のデータはまだ持っておりませんの
で、今後調べていきたいと思います。
　ところで黒川温泉には、どういったお客様
がどこから来ているのかについて、阿蘇地域
振興デザインセンターがアンケート調査をや
っています。黒川温泉、杖立温泉、内牧温泉、
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大分県の長湯温泉とその他ということで、ど
こから来ているかを調査しました。
　九州地区、関東地区、関西地区、中部地区、
中国地区、四国地区、その他国内、海外、無
回答というように分けていますが、他の温泉
地は九州からの来客が多いのに、黒川温泉だ
けは九州内だけで見ると4割少ししかいませ
ん。それだけ他所から来ているお客様が多い
ということです。杖立温泉や内牧温泉、長湯
温泉と比べると、九州地区外から来ているお
客様が非常に多い。先ずこれを前提条件とし
て頭の中に入れていただければと思います。

「黒川温泉道場」へのアクセス最多内容
　私は2009（平成21）年1月から10月まで
黒川温泉観光旅館協同組合の事務局長を務め
ました。その当時の組合長に許可を頂いて、
「マニア道」というサイトに「黒川温泉道場」
というのを立ち上げました。ここでどんなト
ピックを書いたかというと、その当時問い合
わせが多いことについて、このマニア道の黒
川温泉道場にネタという形で私が載せること
をやりました。それで載せたネタは閲覧数を
カウントできるものですから、多い順に出し
てみたものが表2です。

　一番上の、アクセス数が最も多いのは、「黒
川温泉へ高千穂から行く方法」で、7万3822
件。これは約10年間の集計結果です。それ
から「黒川温泉から車で高千穂に行く方法」
というのが7位に入っていまして、3万9612
件です。あとベスト20には「黒川温泉から阿
蘇山に足を伸ばしてみよう」が2万296件。
一方、「黒川温泉から宮崎へ車で行く」は1万
9674件あります。
　これ見ていただくとわかりますが、黒川温
泉と阿蘇を結びつけるお客様は意外に少ない
のですね。黒川温泉に来ているお客様の多く
は高千穂に目が向いているということがここ
で明らかになったわけです。
　私はこの結果を見て、相当衝撃を受けまし
た。高千穂というキーワードがここで出てき
ました。そして阿蘇山は意外に繋がりがある
とは認められていない、と。こういう問題が
あることがはっきりしたわけです。
　また同じ表をオレンジ色で変えてみます
と、黒川温泉の関係で閲覧数が多いのが交通
アクセスそのものなのですね。第二位は「黒
川温泉の最寄り駅はどこ」で、6万8956件あ
ります。それから「黒川温泉へ一般の路線バ
スでのアクセスは不便」が6万8938件で続き

表2　「黒川温泉道場」トピック別アクセス数

（注）2018年5月26日現在、筆者まとめ。
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ます。この一般の路線バスというのは、高速
バスとか九州横断バスのような長距離バスで
はありません。例えば阿蘇駅から黒川温泉行
きはないのかといった問い合わせがすごく多
かったのです。
　ところが黒川温泉にはそういうバスはなく
て、阿蘇駅から乗る場合でも、直通で行こう
とすれば、九州横断バスに乗らなければいけ
なくなります。日田駅から行く場合でも、福
岡からの高速バスに乗らなければいけませ
ん。そういう状況がどうも関東方面の人には
理解してもらえません。具体的に言います
と、草津温泉や白浜温泉ですと、最寄り駅か
らその温泉地に行く普通の路線バスがありま
す。黒川温泉でも、そうしたバスを探してい
るお客様が意外に多いということがここから
もわかりました。
　他に「大分空港からなぜ行こうとするので
すか」が、5万3040件。大分空港から行こう
とする人がすごく多いのです。そして「黒川
温泉からクルマで高千穂に行く方法」と、「黒
川温泉へドライブコースを考えるときの注意
点」、「黒川温泉へ新幹線を利用して訪ねる方
法」、それから「黒川温泉にJRを利用して行
く方法」とか「黒川温泉へ県営名古屋空港か
ら行く方法」、それからまた「黒川温泉へク
ルマで行く方法」など、とにかく交通手段に
関することで調べている人が非常に多いとい
うことが、これまでの閲覧実績でわかったこ
とになります。

通算アクセス数の推移
　この順位を調査時点での通算アクセス数と
して、半年ごとに順位を調べております。こ
れは調査時点からの通算アクセス数の推移で
すが、「黒川温泉へ高千穂から行く方法」と
いうのはほとんど一位です。ところが面白い
ことに、熊本地震が発生した後の2016年の
7月と2017年の1月は二位に落ちています。
これはちょっと興味深い結果になりました。
そして「黒川温泉への一般の路線バスでのア

クセスは不便」というのがこ2016年の7月と
2017年の1月、震災の後の一年間だけが一
位に上がっています。そして「最寄り駅はど
こ」が三位。さらに天気や気温の調べ方、「大
分空港からなぜ行こうとするのですか」とい
ったものが出てくるのですね。
　このように通算アクセス数の順位の変動と
いうのが結構あります。そして面白いのは、
「黒川温泉がミシュランガイドで二つ星獲得」
というのが、2016年の7月までは20位に入
っていたのですが、それ以降圏外に落ちまし
た。つまり黒川温泉はミシュランガイドで星
を取ろうが取るまいが関係ない、というのが
一般の方のモノの見方のようです。
　逆に上がっていっているのが、「黒川温泉
から宮崎に行く」で、通算してずっと上がっ
てきている状態にあります。この辺りが非常
に興味深いことと、順位がそんなに上がって
いるわけではないですが、「なぜ大分空港か
ら行こうとするのですか」も順当に順位が上
がってきています。
　これは調査時点での通算のアクセス数にな
ります。では半年ごとに区切ったアクセス数
についてカウントしてみました。そうすると
随分違いが出てきます。「高千穂から行く方
法」というのはずっと一位ではなかったこと
になります。二位は何と「豪雨災害に伴う交
通手段」というのがもの凄く変動が大きくな
っているということがわかります。つまり黒
川温泉に行くのに、災害状況はどうなのかを
気にする人が、その時期その時期によって非
常に激しいということですね。
　そして最寄り駅、大分空港から行く方法、
天気や気温の調べ方、それから一般の路線バ
スのアクセスが不便、というのは、一位にな
ったことがありますが、その後落ちてきてい
ます。「混浴するためのヒント」というのが
一位になっていた時期もありました。
　結構順位の変動が激しいのです。特に激し
いのが2017年の1月で、トップは何だった
かと言うと、「黒川温泉は阿蘇山の影響はあ
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りません」でした。
　こういうふうにその時々でどういうことに
興味があるというのが大きく変動している。
これは非常に面白い結果が出たと思います。

黒川温泉を組み合わせた周遊コース
　次に、お客様の流動はどうなのかについて
です。
　2007年から2012年までですが、黒川温
泉に泊まった客と熊本県全体で泊まった客が
一ヶ月に一年間の中何パーセント泊まったか
というデータがあります。これを見ると、黒
川温泉のピークは、熊本県全体のピークと違
っています。熊本県全体のピークは8月です
が、黒川温泉のピークは3月と5月とそれか
ら11月に分散しています。非常に興味深い
ことです。つまり熊本県のお客の流動とはか
なり開きがあります。
　それでは、黒川温泉とよくセットで回られ
ることが多い由布院温泉を抱える由布市とは
どうなっているのかということで、2007年
から 2008年、2009年、2010年、2011年、
2012年（表3）と出します。見ていただくと
分かるように、動きがほぼ一致しています。
つまり由布院温泉の延長で黒川温泉に来てい

る人がいかに多いかということが、このデー
タからもはっきりと認められるのではないか
と思います。
　黒川温泉の現状としては、私の今まで調べ
た結果では黒川温泉だけを目的とする来訪客
というのは意外に少ないのではないかと見て
います。そして黒川温泉から阿蘇を連想でき
る観光客も意外に少ないのではないか、そう
いうことが言えるのではないかと思います。
　そして黒川温泉と高千穂を組み合わせた周
遊コースを希望する観光客はかなり多い。こ
れは重要なポイントとして見ておくべきでは
ないかと思います。また、やまなみハイウェ
イで周遊する観光客が多いことから、黒川温
泉の来訪が由布院の延長という感覚にある格
好になります。さらに、草津温泉や白浜温泉
のように最寄り駅から簡単に行けると思い込
む観光客に注意する必要があります。これが
今の黒川温泉の現状ではないかと思います。
　それでは来訪者の意識はどうなのかと言い
ますと、そもそも黒川温泉が熊本県の観光地
と思われているのかという問題があります。
九州方面への観光客は「九州に行く」という
感覚なので、「熊本県に行く」という意識を
持っている人は、はっきり言って多くないで

表3　黒川温泉と由布市の宿泊客数割合月別推移（2012年）

（注）筆者作成。
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す。由布院の延長として考えるから大分県と
誤解される。とくに関西方面の人には、よく
黒川温泉は大分県と誤解されます。
　そして高千穂との周遊を希望する人は、パ
ワースポットブームだけでなく、実は高千穂
サイドが熱心に案内していることも一因で
す。高千穂に行くと、黒川温泉までのタクシ
ー料金の掲示があるのには驚きました。そし
て九州内の地理がよくわからないという訪問
客が多いことにも十分注意しなければならな
い。以上が今まで私の見てきた来訪者の意識
です。

黒川温泉の未来を考える
　では黒川温泉の未来をどう考えていくの
か。まず阿蘇郡です。阿蘇郡南小国町の黒川
温泉です。阿蘇との連携をこれまで以上に強
化する必要があるのではないかと思います。
黒川温泉は由緒正しき阿蘇の一部なのです。
そして熊本県の枠組みを超えて、広域観光の
枠組みを構築する必要があります。つまりオ
ール九州での誘致体制が必要ではないかとい
うのが私の意見です。
　そしてもう一つは、これは黒川温泉サイド
では取りかかっているようですが、由布院か
ら周遊する観光客が多いことを踏まえて、や
まなみハイウェイ及び九州横断道路を再評価
して、沿線の連携強化が必要ではないかと私
は強く申し上げたいです。
　最後に私が申し上げたいのは、周遊型観光
が九州の観光形態であることを踏まえた誘客
策を今こそ考えていくべきだと、これが私の
結論となります。
　ということでこの講演のもととなる研究に
つきましては、科学技術研究費から補助金を
頂きまして、その研究成果を一般の皆様方に
も還元するという意味合いで本日発表させて
いただきました。御清聴ありがとうございま
した。　　　　　　　　　　（浜田眞之　記）

　本研究はJSPS科研費26360076（研究代
表者：能津和雄）の助成を受けた成果である。
基盤研究（C）「熊本県南小国町黒川温泉にお
ける訪問客と受入側の意識のギャップについ
て」
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黒川温泉の地質的背景
　この地域の地質的な背景をまず申し上げま
す。久住山がある方向で大体15～ 16万年
前から火山活動が始まったことで、北西側が
同じような岩石ですが、一時はこれも久住火
山の一例とされていますが、やや古くなりま
す。一番古くて70万年くらいですね。それ
から60万年、40万年くらいと来て、黒川の
周辺になると大体10万年前後、硫黄山で5
～ 6万年、一番東に行くと黒岳が5000年と
いう風に火山活動が移ってきた場所になって
います。
　この辺には北西系の割れ目と断層と、東西
系の活断層が発達するところになります。こ
ういう断層は温泉とか熱水の通り道になりま
すから、温泉・地熱を含む中では非常に重要
な情報になってまいります。
　南側には阿蘇カルデラがありますが、北東
側にも百万年前の埋没カルデラがあります。
これはほぼ全部埋められてしまったカルデラ
で、重力でだけしか見えません。
　そこの一番上の所には、やまなみハイウェ
イを通って登山口を過ぎますと、なだらかな
丘が波打っているように見えるのがなだれ堆
積物で、大きな山体崩壊が起きて出来た地形
です。大きな丘のでこぼこがずっと続いてい
ます。
　黒川温泉付近を詳しく見ますと、北側にコ
トバキ山というのがあります。大体50万年
くらい前の岩石が出て、その後は30万年前
から何回も火砕流でやられると、温泉はその
火砕流で覆われた川が削った谷間に出てくる
ことになります。
　阿蘇は4回、大きな火砕流を出しています。
22.6万年と14万年、13万年、9万年前で終

わっていますが、それで終わったかと思う
と、今度は5万年くらい前に久住山からの火
砕流、堆積物が覆ってきています。そういう
場所に位置しているということになります。
雀地獄というのはこの東側の方にあります。
　この地域の地熱や温泉のできかたについ
て、重野さんという方がまとめてくれていま
す。久住山の方にマグマがあると、火山のガ
スやら何やら出て、九重硫黄山というのがあ
るわけですが、大きな断裂が北西と東西方向
にあると言いましたけど、北北西の方向とこ
の付近は黒川の方に来て、熱水型で酸性のも
のが来ています。発達する地熱系、熱水系と
解釈されている地域です。

黒川温泉の自然湧出泉源分布
　グーグルアースで見ると、こちらに久住山
があって、東方向ですね、囲まれている範囲
で大体9キロくらいになります。ちょっと白
いところが雀地獄になります。この辺りから
もうちょっと西の方に向かって温泉が湧いて
いて、中心地はこの辺になります。
　科学論文として最初に出てくる黒川温泉の
記述は『日本化学雑誌』に出てきます。四宮
という人と内藤という人による、タイトルが
「阿蘇火山温泉水の研究」（1951）で、検索し
てもなかなか引っかからなくて、学生が偶々
見つけた論文です。
　講演要旨に訂正があります。ボーリングの
深さをメートルで書いてしまいました。1951
年だから、あまりそう詳しく見ていなかった
のですが、表の単位が「間」です。1.8mを掛
けなければいけません。まさか科学論文に
「間」という単位で載っているとは思わなか
ったのです。この辺では大体5箇所くらい自

講　演②

黒川温泉の形成機構

田口　幸洋（福岡大学理学部地球圏科学科教授）

温泉地域研究　第31号　69～ 73（2018）
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然湧出の場所がある。「地獄」が一番（No.1）、
次が穴湯ですね、そして箱湯というのがあっ
て、地蔵湯がある。あと河川部は井戸を掘っ
たもので、浅いので22mから深いので50m。
50年前にこんなに結構深いボーリングが行
われたのだと吃驚しました。
　今、霧島も調べていますが、霧島はやはり
60年代にならないとなかなかボーリングを
やらないのです。それに対して黒川では、随
分昔からボーリングが行われていたわけで
す。
　この論文中の結論は、面白いのがいくつか
あるのですが、総湧出量は当時で1.5トン／
分と推定しています。成分はほとんど似てい
るので、絶対量は増減があるのですが、恐ら
く同一、下から上がってくるものを使ってい
るだろうということ。三番目は、ここは酸性
泉だったのですね。酸性泉の中でも塩化物イ
オンが多いのが、他の酸性泉と違うところで
す。
　四番目が、他の化学論文ではまず出て来な
い面白い結論というか、まあ書いているので
すが、河川へ全量放出しているので、この辺
は厳冬期には非常に寒いので、周辺の田畑に
かなりの好影響を与える、というふうに日本
化学雑誌に書いています。
　この他にひぜん湯浴槽、地図にNo.11と
書いてあるのですが、11番が見つけられな
くて。ひぜん湯で自然湧出の33.8℃がある。
5箇所か6箇所くらいは自然湧出があったこ
とになります。
　この「地獄」ですが、今はどこにあるかわ
かっていません。松崎郁洋さんに聞くと「あ
った」と言われるので、後で詳しく場所を聞
こうと思いますが、川がぐるっと回って穴湯
があって、多分道路から見ていくとこの辺で
はないかという気がしています。

『日本鉱泉誌』からみた黒川温泉
　『日本鉱泉誌』はインターネットで検索す
れば、すぐに出てきて、国会図書館（デジタ

ルコレクション）で全部読むことが出来ます
から、ぜひ見て下さい。どこか温泉行かれる
ときは調べると大変面白いです。刊行は
1886（明治19）年ですが、熊本県の温泉地は
当時39箇所となっています。熊本県で「浴
客」が一番多いのが山鹿温泉で、9万5000人
を超しています。黒川温泉が「明治16年中お
よそ600人」で21位というところに載ってい
ます。
　こういう『日本鉱泉誌』が出た時代という
のは、自分にとっては割と身近に感じます。
実は私の祖父が、これは明治17年の時の写
真ですが、明治維新の時に要は連れられて東
京に出て行って巡査をしていたわけです。巡
査といっても、今で言うシークレットサービ
スを総理大臣制が出来る直前から直後の10
年ほど向こうでやっていました。三条実美太
政大臣の視察に伴って出張を命じられるとい
うようなことをやっていた時代です。
　写真にあるとおり、警棒でなくて刀を持っ
て警務していました。但し途中で一回給与降
格処分を受けていますので、どんな警護ミス
をやったのか、一度それを知りたいと思って
います。
　このように明治のその頃というのは、自分
にとっては祖父が18、19歳の頃、東京でこ
ういうことをやっていた時代で、一方では、
ちゃんとした統計の数値が取られていた時代
という風に思います。
　ところで、先の「浴客」というのが宿泊客
を意味するのか、入浴客の総数なのか、そこ
はよくわからないのですが、黒川温泉の宿泊
客で一番多い時期の2014年で30万人を超え
ていますので、当時からすると大体500倍く
らいになっていることになります。近くの杖
立温泉が2300人くらいですね、阿蘇側に行
くと2200～ 2300人台がある。それから大
分側に行くと宝泉寺が5400人、筋湯の3000
人、寒の地獄は2700人、川底が700幾らで
すから、川底温泉と同程度の人数が当時黒川
温泉を利用していたというのですが、この
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600人という数字は当てにならないのではな
いかという気がします。
　というのは、鉱泉誌の中で「源泉は二つ」
と書いてある。名前が付いているのは穴の
湯、今は穴湯ですが、「硫黄泉」と書いてあ
ります。無名の方は38.9℃で温度が低いの
で、多分これは川から出ていたものと思いま
すが、1951年の論文では97℃で沸騰泉にな
っており、多分河川その他の改修をやったの
ではないかと思います。それから穴の湯は温
度が45.6℃、今では68℃くらいありますか
ら、これも脇からチョロチョロ浅いのを取っ
ていたかと思います。
　この二箇所は近いだろうと思うのは、あそ
この川をまるすず川と言っていたらしいので
すが、下流の黒川の谷の上に2箇所あると多
分同じところに出ていることだと思うのです
が、各宿がそれぞれ浴槽を持っている。600
人が10軒くらいの宿に分かれると、非常に
売上げは少なくなるのではないかと思いま
す。
　もう一つは、「寒野地獄鉱泉」、これは満願
寺村の字の読み方は分からないのですが、
「黒川鉱泉に至る凡そ三十町余」、3キロくら
いということで、前の雀地獄だろうと思われ
ます。地形も「二町歩の間」、直径200mく
らいの窪地になっているとあります。グーグ
ルアースで見ても、それくらいのものかなと
思います。以上の記述から雀地獄は「寒野地
獄」であろうと思われます。

黒川温泉におけるサンプリング調査
　私たちは2001年、2009年、2013年に黒
川温泉を下流の方から雀地獄までの間8キロ
前後をサンプリングしております。この地域
はNEDOの調査も行われていて、温泉の結
果も使うと、大体この地域全域、地下が100
℃から125℃くらいある地域になります。
　掘削がこういう所で行われて、500～
600mまで行きますが、温度も大体100℃を
超すのが確認されています。ですから化学的

な温度計で推定される温度と、実測されたも
のが大体合っている。地下に大体この辺の割
れ目に沿っては100℃ちょっと超すような温
泉がある地域だろうということが考えられて
います。
　この付近には酸性のものと、中性からアル
カリ性の温泉が出てまいります。この中で例
えば泉質を見るときに、陽イオンだとナトリ
ウム、カリウム、マグネシウム、カルシウム、
陰イオンだと塩化物イオン、硫酸、重炭酸イ
オンというのを使って計算をしていって、ヘ
キサダイヤグラム図の左側が陽イオンで、上
にナトリウムとカリウムの量、真ん中カルシ
ウム、下がマグネシウム、右側が陰イオンで
右上が塩化物イオン、真ん中が重炭酸イオ
ン、下が硫酸イオン。そうすると、腰がくび
れたタイプで特に右側がはみだしたものにな
りますが、違いは重炭酸イオン、炭酸が増え
始めてくるという特徴になります。
　特に西側に行くと、真ん中が段々増えてき
て、ちょっとストレートになっていますが、
段々真ん中が増えるタイプ。東側は絶対量は
少ないのですが、一寸増えているタイプがあ
ります。中心部ないしは中心の割れ目に沿っ
て、こういう塩化物イオンと硫酸イオンです
から、Cl-SO4型というものが出てきて、周
辺に行くとこの真ん中が飛び出るHCO3タ
イプのものが、中央部にはCl-SO4型という
ものが出る、というのがこの辺の特徴になっ
ています。
　もう一つ、陰イオンだけでこういうトリリ
ニアダイアグラムという図を作ってみると、
上に塩化物イオンとすると、ある程度成因に
結びつけて考えることができるようになりま
す。
　地下からやってくる高温の熱水が十分に岩
石と反応すると、大体こういうコーナーに位
置するようになります。地熱発電のものはほ
とんど中性のものはこういうところに来るの
ですが、地獄のものはこの硫酸寄りのコーナ
ーに来ます。その下に炭酸に富んだ水がほと
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んどこのコーナーにあって、火山の中心部で
出てくるような非常に強酸性の水、例えば阿
蘇の火口湖の水とかはClとSO4の線上にプ
ロットされるようになる。化学組成から見る
と、ここは二通りあるわけです。線上に出て
くるCl-SO4型とこれから炭酸に富む方には
みだしているもの、この二つがこの付近に存
在しているということがわかります。
　これがどういう意味を持つか。実はその中
に含まれる硫黄の同位体で重たい成分がどれ
くらい入っているかを調べていくと、Clに
近いこの辺が非常に多い。ところがこちら側
はここまで行かずにちょっと小さい値になっ
てくる。実はこれは、もともとこういうのが
あったらしいのです。これは火山性、火山ガ
スとか火山の流体が直接上がってくるような
性質を持っていますが、そういうものが来て
いる。そういうものと実はこの端の地獄など
の近くにある地表付近でできた硫酸の水とが
混ざって、こういう値のところにプロットさ
れている。全体は火山性のものでなくて、上
がり口に近いところで混ざっているらしいの
です。
　この辺の概念図で示すと、マグマが直接上
がって火山ガスを出したりすると、久住硫黄
山の上でCl-SO4型の水が出て、pHも1台く
らいのものになる。この付近でいうと伽藍岳
とかの温泉もこれに当たる。温度も噴気ガス
が過去、久住硫黄山では509℃とかその辺が
記録された時代があります。

黒川温泉の形成
　黒川はそういう所ではなくて、かつて多分
この辺の北側で150万年くらい前の火山活動
がありますが、それかもうちょっと新しい時
代の10万年かその頃じゃないかと思います
が、ちょっと古いマグマが恐らく下にあっ
て、そこから火山、ほとんど固化しかかって
いると思いますが、そういうところから供給
される火山性流体ではないか。
　これが、ガスが出て行って水に吸われると

きに硫化水素と硫酸に分かれてしまいます。
こっちは非常に軽い硫黄の重さを持ったもの
で、こっちは重たいものに分かれてしまいま
す。これは酸性ですから周りの岩石とすぐに
反応していきますが、十分に反応すると中性
の塩化物が多い塩化物が出来上がってきます
が、これは上がってくると地表になかなか山
の斜面で横流れして行きます。そして沸騰し
た炭酸と硫化水素だけが上がってきて、この
硫化水素が地表の酸素と反応して地獄の回り
でpHが2～ 4という、こちらはpHが2以
下のもの、1とかですが、こちらは2～4程度、
酸性でもちょっと柔いのを作っていきます。
そういうのを、蒸気が過熱して地下水、蒸気
過熱水といいますが、出来ます。その回りに
炭酸ガスが吸われたものが出来ます。
　どうも雀地獄の方は、この中性までいった
熱水が先ほどの三角形の右側にはみだしたタ
イプ、またこっち側のものはどうも酸性が、
極端な酸性ではないのですが、上がってきて
pHが3台のものが直接ここから出てくるけ
ど、かつては出てきて、今はそれがちょっと
ありませんが、蒸気過熱水が出来ていると考
えないといけない。見えないところで、それ
と上がってくるものが混ざっている。ある部
分は直接上がって、ある部分はこれとこれが
混ざったものが出てきている、というのがこ
の黒川付近のでき方ではないか。
　ですから今後この中心部に強い火山活動が
あるかというと、恐らくない地域なので、噴
火とかそういう心配はない地域だと思いま
す。中心部に行くと、こういう風に非常に活
発は噴気活動があって、硫黄が流れた跡とか
があります。
　Cl-SO4型には火山性のものと、地表に出
てきた硫酸酸性のものが混ざっている。三つ
くらいのタイプのものがあるということで
す。
　火山性のものが出てきたかどうかは、地表
の変質岩を見ることでも大体知ることができ
ます。ミョウバン石というのが出てきている
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のですが、それの硫黄を調べるとやはり非常
に重くて、下から火山性のものが直接上がっ
てきた酸性の中で出来上がっている。但し出
来ている鉱物が、クリストバル石は100℃く
らいで出来ます。ですから地表はあまり今の
レベルと変わらずに100℃前後の低温で火山
性の物体が地表に達してできていた地域だ
と。昔は奥の院の方がはるかに火山性の活動
は強かったことになります。
　これが穴湯の湯の東、カオリン、粘土が出
来ているのが分かりますが、その中にこうい
ったものがミョウバン石になります。この黒
いのが黄鉄鉱ですが、昔この近辺でちょっと
温泉が赤茶けるという現象があって、実は黒
っぽい変質岩、これは黄鉄鉱です。これは風
化でやられて、鉄分が溶け出して、それが温
泉に入ってくる。それが赤褐色の温泉になる
原因になっています。
　まとめますと、恐らく中央部付近には火山
性流体が今も上がってきますが、東ではそれ
が十分に反応して中性のNaClに富んだ
HCO3と混ざったものができる。それが浅い
ところでできた硫酸と混ざりながら流れてい
く。どうもこの付近ではもう一ついろんな性
状から見ると、これがもう一本脇から入り込
んできているように見えるところがありま
す。
　今回、熊本地震の後で泉質ががらっと変わ
ったというのは、恐らくこちら側の断層が動
いて、こちらからの供給が増える所が中央部
のどこかにあるのではないかと考えており、
これからもっと詳しく調べていきたいと思い
ます。
　黒川温泉については、古いマグマ活動の上
に出来た火山性の物質の供給、非常に弱い供
給通路を使った温泉であると言えます。似た
ようなのを実際この周りで幾つか見ることが
出来ます。コマツ地獄も、寒の地獄もこの三
つが同じような出来方です。昔の火山噴気が
出ている大きな通路場所だから、その中でも
最大のがコマツ地獄と思いますが、現役がこ

の久住硫黄山ということになります。
 （浜田眞之　記）
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　温泉の歴史を古代から現代まで、文化、信
仰、風俗、社会、自然科学・医学など多面に
渡って本格的に追究、考察した日本初の「通
史」といえよう。温泉地と温泉水の両面から
分析しているのも特徴だ。
　著者は本学会の会長であり、学究肌の温泉
評論家として知られる。古典、古文書、研究
論文など多数の資料に丹念に当たっており、
正確さを重視した姿勢が伝わってくる。記述
は丁寧であり、さらっと読める書籍ではない
が、決して難解な専門書ではない。
　「テーマや切り口を設定して見出し立てを
したので、興味を持ったところから読んでも
らったり、拾い読みをしてかまわない」とし
ているが、そのように手に取ることもいいだ
ろう。
　欧州とは異なり、日本は木の文化が主流の
国だ。また酸性土壌が多いため、ケルト、古
代ギリシャ・ローマ時代のような古い温泉遺
跡は残りにくい。そうした中で、長野県諏訪
市出身の在野の考古学者・藤森栄一氏の「縄
文人も温泉に入っていた」との報告を取り上
げて検討を加え、硫黄質の湯、入浴遺跡と思
われる内容に留保すべき点もある、と指摘し
ている。日本人の温泉利用は、いつ頃からな
のだろうか？ 今後の探求に期待したい。
　「湯治」という言葉が貴族の日記に現れ始
めるのは、平安後期近くで、この言葉が温泉
とよく関わるようになったのは鎌倉時代とい
うことも、古典を精査して解き明かす。
　徳川家康が熱海温泉の効能を認め、熱海へ
の愛顧が歴代将軍に引き継がれた。このた
め、関所を設け諸国往来に目を光らせていた
幕府が、湯治には比較的寛容だったことも知
った。
　江戸時代には、藩主が愛する御殿湯も全国

に点在する。信州松代藩・真田家三代藩主幸
道の母は、湯田中渋温泉郷の湯を六樽に詰め
て三頭の馬の背に乗せ、一日おきに松代城ま
で運ぶことを命じている。運送責任を負った
村人の苦労もしのばれる。
　湯治は、伝統的に一巡り7日単位の長期滞
在が通例だった。だが、江戸後期には旅行を
含めて消費文化の爛熟期に入る。伊勢参り、
善光寺参りなどの寺社詣で、大山講や富士講
（霊山講）の途中、集団で温泉に寄る「一夜湯
治」が登場し、療養の湯が行楽・慰安の場へ
シフトするきっかけになる。
　明治以降の温泉の振興発展は、鉄道網、道
路網の発達、交通インフラの整備であること
も手に取るように分かる。
　ところで、伝統的な温泉地には、温泉神社、
温泉寺、薬師堂が見られ、信仰との縁は深い。
地中から湧出する温泉そのものが神であり、
その治癒力も信仰の対象だった。戦国大名の
隠し湯（傷の湯）は有名だが、彼らは将兵ら
の温泉地での乱暴狼藉を戒める禁制も出して
いる。温泉地は、治癒力を備えたアジール（避
難所）、聖域だった、という著者の指摘は新
鮮だ。
　そして今、私たちは豊かで便利な時代を生
きている。しかし、便利になり過ぎたことに
よって、スピード性や効率性が求められ、時
間やノルマに追われ、立ち止まってゆっくり
することが出来ない生活に陥っている。昼夜
の境をなくした24時間社会の出現は、生体
リズム（体内時計）を乱している。現代人は、
体の芯に残るようなぐったりした疲労をため
込んでいるのではないだろうか。
　温泉の歴史に思いをはせつつ、「現代人に
とっての温泉の活用法」を考えることも、ま
た必要なのではと思う。　　　　（飯島裕一）

書　評①
石川理夫著：『温泉の日本史』

中公新書　272頁　2018年6月
定価　880円（税別）

温泉地域研究　第31号　74（2018）
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　本書発刊前に再録された上坪隆氏の文庫
『水子の譜』が手元にあるが、2部構成の章に
二日市保養所がある。ここに堕胎手術を受け
る女性の衝撃的な写真が載っているが、この
発刊からも四半世紀が過ぎた。先の戦争では
多くの惨禍があったが、敗戦後は膨大な数の
引揚者がいた。本書は2つのキーワードを立
てて、さらなる研究を進めている。
　新聞社の編集･論説委員と大学教授を務め
た筆者は、現地取材と文献の検討を重ねた。
文化人類学者の泉靖一はインカ遺跡調査など
で有名だが、敗戦直後の動向はよく知られて
いない。12歳で朝鮮に渡り、京城帝国大学
卒業後は助教授に就いていた泉は、敗戦によ
る当地の惨状を間近に見ており、引揚者支援
のため政府などへ折衝し、危険を冒しソウル
へ再渡航もし、在外同胞援護会にも関わって
いた。当時30歳の泉は学究心を封印し、身
を粉にして働き、福岡の二日市保養所や引揚
孤児施設である聖福寮の設立に尽くしてい
た。
　軍人の療養所跡地を活用した二日市保養所
は、1946年3月に開設し、約1年半で閉鎖
されている。堕胎や堕胎致死傷は懲役対象で
あり、外国人などによって性的暴行を受けた
女性や医療従事者たちは、長く言葉を閉ざし
てきた。特に、忌まわしい過去を絶つため、
麻酔薬もない中で泣き声も立てずに堕胎や性
病の診察を受けた女性は、言葉を交わすこと
なく、当地を後にした。この敷地は、その後
は病院に引き継がれており、現在は特別養護
老人ホームとなったが、埋葬された胎児数は
400～ 500にのぼるという。
　筆者は、敗戦時の動向や引揚げへの報道の
少なさ、学術研究の立ち後れを鋭く指摘して
いるが、希望も見いだしている。この敷地に

は一高校教諭により「仁の碑」が建立され、
翌年、病院関係者の手によって水子地蔵も作
られ、大学関係者が植樹をしている。また、
今も慰霊祭がなされているという。これらの
営みに読者は救われる。さらに、市民団体の
活躍や、地元中学生有志による創作劇に触れ
ている。引揚者への聴き取りに臨んだ最後の
世代を自覚した生徒たちの覚悟、これを劇に
まとめた学校の教育活動は頼もしい。現代の
日本人の多くが、この庶民の戦後史に気づい
ていないのではないか。
　明日への展望も描けない当時、確かに、温
泉地の二日市とこの施設とは結びつかない。
また、風呂場の一つは手術室に転用された
が、温泉が活かされていたことに触れていな
いのは惜しい。医師は温泉の給水筒の改善を
要望しており、奮闘する泉も、真夜中の入浴
を風呂番に注意されている。閉ざされた空間
に身を置く女性や医療従事者たちには、外界
と離れた環境が必要であり、それだけ事態は
深刻であった。寡黙でやりきれぬ思いを抱い
た人たちはこの温泉をどう感じていたか。
「ちょうどよい加減の硫黄泉の湯が一日中溢
れていた。･･････この湯につかっているう
ちに、田舎の美しい空気と、さんさんと輝く
太陽の光を受けて、健康体を取り戻した」と
の泉婦人の引用文が同書にはある。人肌の、
過度に刺激のない二日市の温泉は、心身が痛
んだ人たちを優しく支えていたであろう。
　現施設は温泉街とは路地一つ入った先にあ
り、職員に一声かければ史跡に向き合える。
また、御前湯や博多湯などで、この古湯を体
感できる。福岡から半日ほどの行程を惜しむ
ことなく、忘れ去られてはならない事実に向
かい合うことも大切である。
 （岡村慎一郎）

書　評②
下川正晴著：『忘却の引揚げ史　泉靖一と二日市保養所』

弦書房　333頁　2017年8月
定価　2,200円（税別）

温泉地域研究　第31号　75（2018）
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学会記事

温泉地域研究　第31号　76～ 80（2018）

●日本温泉地域学会第32回研究発表大会
　2018（平成30）年11月25日（日）・26日（月）の両日、日本温泉地域学会第32回研究発表大
会を山形県上山市のかみのやま温泉にて開催します。山形新幹線の米沢駅から山形駅に至る沿線
と郊外には「米沢八湯」、赤湯温泉、かみのやま温泉、蔵王温泉といった歴史ある名湯が集中し
ています。開催地のかみのやま温泉は羽州街道の宿場町で上山城の城下町でもあり、15世紀の
室町時代から温泉利用が知られた温泉町でした。上山・河崎・高松・葉山の四温泉地区を総称し
たかみのやま温泉は源泉の集中管理により、由緒ある「下大湯」はじめ7カ所の共同浴場が健在で
す。今日「クアオルト」事業のもと、地域共同で滞在に魅力的な保養温泉地づくりに努めています。
視察会に加えて、二日目には自由参加で早朝ウォーキング、講演終了後のエクスカーションも用
意しています。ふるって参加ください。

　　　　　日本温泉地域学会第32回研究発表大会スケジュール

開催温泉地：山形県上山市かみのやま温泉
　　　　　　〒999-3141　山形県上山市新湯1-23
開催日　　：2018（平成30）年11月25日（日）・26日（月）
発表会場　：かみのやま温泉「果実の山 あづま屋」  

TEL.023-672-2222　FAX.023-672-2225
宿泊施設　：果実の山 あづま屋
懇親会場　：果実の山 あづま屋
視察会集合：11月25日（日）山形新幹線つばさ135号（東京駅11時発）かみのやま温泉

駅13時34分着を受けて、マイクロバスで「あづま屋」へ。宿に荷物を置き、
身軽な服装で街歩き・視察会へ。なお、つばさ133号（東京駅10時発）か
みのやま温泉駅12時35分着などで先に到着した会員は直接、宿「あづま
屋」で休憩されて構いません（駅から約700m、徒歩約10分）

受付　　　：11月25日（日）　17：00～果実の山 あづま屋
　　　　　　11月26日（月）　  8：50～果実の山 あづま屋
参加費　　：一般会員・賛助会員2,000円、学生会員1,000円、会員外2,000円、大会要

旨集のみ1,000円
懇親会費　：5,000円（学生3,000円）。学会指定宿泊施設を利用する場合、懇親会費は

宿泊費に含まれています。
宿泊費　　：学会指定宿を利用する場合、懇親会費・朝食込みの1部屋3名利用基本（場

合によっては4名）で一人当たり料金12,000円（消費税＋入湯税込）です。
なお、一人一室希望の場合は追加料金8,000円（同）、二人一室は各自
4,000円（同）です。

参加申込　：参加者は10月26日（金）（必着）までに学会事務局振替口座宛に郵便振替で、
参加（未納の会員は年会費納入についても）内訳を具体的に明記して払い込
んでください。
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交通案内　：主な交通アクセスは、山形新幹線東京駅発10時00分 （つばさ133号）か
みのやま温泉駅着12時35分、同東京駅発11時00分 （つばさ135号）かみ
のやま温泉駅着13時34分。大会終了後の帰りは、山形新幹線かみのやま
温泉駅14時13分発（つばさ144号） 東京駅着16時48分、かみのやま温泉
駅15時12分発（つばさ146号） 東京駅着17時48分などがあります。

　研究発表大会に参加される会員は、以下の参加形態によって郵便振替で学会事務局振替口座宛
に相当金額を10月26日（金）必着で前納してください。払い込みによって学会参加申し込みと
します。また、本年度年会費（賛助会員：3万円、一般会員：4,000円、学生会員2,000円）未
納の会員はプラスして送金してください。
　その際、振替用紙の記載欄に振込額の内訳（年会費、宿泊費・参加費・懇親会費、1名1室ま
たは2名1室の場合はその旨）を必ず記入ください。内訳が示されていないと、そのつど学会事
務局が本人と確認をとるなど大変苦労しますので、協力ください。
　学会指定宿泊＋学会参加 ： 12,000＋2,000＝ 14,000円（学生： 13,000円）
　懇親会参加＋学会参加 ： 5,000＋2,000＝ 7,000円（学生： 4,000円）
　学会参加のみ :  2,000円（学生： 1,000円）
　郵便振替口座番号：００１９０－６－４６２１４９
　加入者名　　　　：日本温泉地域学会

日程
11月25日（日）　視察会、懇親会（あづま屋）
 13：35　 山形新幹線かみのやま温泉駅からマイクロバス等で宿「果実の山　あづま屋」へ。

荷物を置いた後、視察会に出発。ミニパーク（上山３号源泉）～武家屋敷通り～足
湯と付近の歴史絵図～湯町～下大湯共同浴場～羽州街道～（マイクロバスで移動）
葉山温泉地区～宿

 17：00　会場のあづま屋で宿泊・懇親会の受付
 18：30　懇親会（あづま屋）
11月26日（月）　研究発表大会 （あづま屋）
 8：50  受付
 9：10～ 10：10 研究発表
 10：10～ 10：20 休憩
 10：20～ 11：20 研究発表
 11：20～ 11：30 休憩
 11：30～ 12：10 講演
 12：10～ 13：00 昼休み（宿の昼食カレーライス800円）
 13：00～　　  参加自由（宿のマイクロバスで、こんにゃく番所見学・買い物～りん

ご畑見学）。解散
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　　　　　　　　　　　　研究発表大会プログラム

11月26日（月）
自由論題　発表時間：20分（発表15分、質疑5分）
　座長：長島秀行 （東京理科大学名誉教授）
 9：10～   9：30  関谷大輝（東京成徳大学）：「温泉愛好者はストレス解消のために温泉

に行くのか？─職業ストレスと温泉利用頻度の関係に関する実証的検
討─」

 9：30～   9：50  甘露寺泰雄（中央温泉研究所）：「日本の温泉の地域性―資源及び利用
施設の東西の相違」

 9：50～ 10：10  高橋陽一（東北大学東北アジア研究センター）：「　　」
 10：10～ 10：20 休憩
統一論題「温泉地が今日抱える課題」　発表時間：20分（発表15分、質疑5分）
　座長：浜田眞之（国際温泉研究院）
 10：20～ 10：40  大國道夫（大國道夫都市・建築総合研究所）：「　　」
 10：40～ 11：00  高柳友彦（一橋大学）：「　　」
 11：00～ 11：20  萩原豪（高崎商科大学）：「　　」
 11：20～ 11：30 休憩
講　演（公開）
 11：30～ 12：10  富士重人（上山市クアオルト協議会会長）：「上山市のクアオルト事業

と上山市の歴史」

●　上記のかみのやま温泉での自由論題と統一論題発表者は、大会要旨集ワード原稿（各見開き
頁：タイトル・発表者氏名・肩書、掲載図表を含めて40字詰×75行以内）を10月14日（日）
までに編集委員会（編集担当メールアドレスmi-ishikawa@ac.auone-net.jp）宛にメール添付
で送付してください。
●　春（例年5月下旬頃）と秋（例年11月下旬）の研究発表大会で自由論題の研究発表を希望され
る会員は、春の大会では1月31日までに、秋の大会では7月31日までに事務局宛に簡単な発
表要旨をつけて申し込んでください。この期限を過ぎると、大会プログラムを作成して学会記
事に掲載する締切に間に合わなくなりますので、よろしくお願いします。
　　同時に、研究発表予定者は大会要旨集作成のため、上記のように発表要旨原稿を各大会開催
日の遅くとも1カ月以上前（春は4月15日、秋は10月15日まで）には編集委員会宛に送付し
てください。
●　日本温泉地域学会第31回研究発表大会・総会は2018（平成30）年5月27日（日）・28日（月）
の両日、熊本県南小国町黒川温泉にて開催されました。5月25日から27日まで3日間大分県
別府市で開催された「世界温泉地サミット」参加後に合流した会員も多く、参加者は62名でし
た。このサミット開催の関係と、黒川温泉の温泉街を自由に散策してもらうために、本大会で
は視察会を設定しませんでした。黒川自治会事務所「べっちん館」で行なった懇親会では会場
前広場では阿蘇赤牛のバーベキューや炭火焼き、カクテルなど黒川温泉観光旅館協同組合の皆
様から創意ともてなしの心あふれる歓待を受け、また、手厚いサポートをいただいた分宿体制
についても参加者一同感動しました。松崎郁洋大会実行委員長をはじめ地元の皆様に感謝と御
礼申し上げます。
　　二日目の総会では役員改選があり、本学会を立ち上げ、初代会長として創立以来牽引してく
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ださった山村順次千葉大学名誉教授の功績をたたえ、名誉会長に就任していただくことになり
ました。午後は、東海大学の能津和雄会員と田口幸洋福岡大学理学部教授のお二人から黒川温
泉に関する貴重な講演をしていただきました。あらためて御礼申し上げます。

●　次号の学会誌『温泉地域研究』第32号（2019年3月25日刊行予定）への論文・研究ノート・
温泉裁判例研究・書評・資料・温泉地情報などの原稿を募集します。必ず投稿規程・執筆要領
（改訂を学会ホームページならびに『温泉地域研究』第29号に掲載）に従い、直接編集委員会（編
集担当メールアドレスmi-ishikawa@ac.auone-net.jp）宛に、原稿送付状とともに本文ワード
原稿ならびに掲載図表・画像等は別途添付（本文はレイアウト指定のみ）にて送付してくださ
い。
　　投稿規定や学会誌のフォーマットに適さないかたちで作成された図版（図表・写真）を本文
ワード原稿に貼り付けた状態の原稿のみ送付されると、修正が困難で編集作業も大変です。そ
うした貼り付け原稿はあくまで仕上がりイメージを示すもので、それとは別に本体のワード原
稿に図版の掲載位置とスペース（段組×行数）を赤字指定してください。
　　原稿は常時受付けていますので、常に早めの投稿・送付をお願いします。なお、第32号へ
の原稿送付締切は1月13日（日）必着です。論文と研究ノートは、査読を受けてパスしたもの
から順次掲載します。会員の積極的な投稿を期待します。
●　来年春の第33回日本温泉地域学会研究発表大会・総会は、2019年５月26日（日）・27日（月）
の日程で静岡市梅ヶ島温泉郷（宿泊地は梅ヶ島温泉）にて開催することを決定しています。梅
ヶ島温泉郷は新たに国民保養温泉地に指定されています。中心の梅ヶ島温泉は歴史があり、現
在もすべて自然湧出の単純硫黄泉の源泉でまかなっていることでも魅力的な温泉地です。
●　学会事務局では、創刊第１号から前号第31号までの学会誌『温泉地域研究』バックナンバー
をすべて取りそろえています。バックナンバーを希望される会員は事務局までメール
（mikenaga@niu.ac.jp）にて申込みください。頒価は一冊1500円（送料別）です。
●　住所を変更された会員は住所変更届を必ず学会事務局へファクスまたはメールにて送ってく
ださい。郵便局には住所変更届けを出しても、学会誌は宅配メール便にて発送していますので、
毎号「移転先不明」で複数戻りがあり、再発送に手間どっています。
●　学会ホームページでは、学会ニュース、大会案内、温泉観光士養成講座開催案内などをたえ
ず最新のものに更新しています。会員はふだんから閲覧するようにお願いします。また、学会
ホームページのリニューアルも検討中です。




